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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　白羽奈尾


口絵・本文デザイン　沼田里奈




　ＣＯＮＴＥＮＴＳ







一掬すくい目　美少女についていくと案か山か子しに襲おそわれる


二掬すくい目　変態と野の武ぶ士し


三掬すくい目　恐きよう怖ふ！　戦う海の生き物図ず鑑かん


四掬すくい目　スク水、給食着、バニーさん


五掬すくい目　シューティングスター


最後の一掬すくい　二つの流れ星





　あとがき








　一掬すくい目　美少女についていくと案か山か子しに襲おそわれる







　駆かける、駆ける、駆ける。


　漆しつ黒こくが覆おおう街をただ駆ける。


　止まる呼吸。


　痛む頭、耳、腹、心臓。


　それでもオレは止まらねぇ！


「あああああああああぁっ！」


　親がなんだ！　家族がなんだ！


　雑念を振ふり払はらえ！


　忘れろ！


　斬きり捨てろ！


　ただ走れ！　走れ！　走れ！


　ぶっ倒たおれるまでただ走れ！


　走って走って走、


「ぬぅあぁああ！」


　足が追いつかなくなり、何もないところで盛せい大だいにずっこける。


　ぶっ倒れるまでとは言ったけどまさかこんなに早いとは。


　下コンクリだよ？　当然膝ひざとか肘ひじとか打ちつけるわけで。


　あぁ、血が出てそう、っていうか出てるな。


　でも、そんなことより呼吸の方が苦しい。とりあえず大の字になって空を見上げる。


　大きく口を開け、繰くり返し繰り返し酸素を取り込む。


　冷えた外気、冷えたアスファルト。


　火ほ照てった体を冷やしてくれる。


　気持ちがいい。


　走ることは好きだ。


　走っている間はただ走ることに夢中になれる。


　いいよな、走るって。


　オレの数少ない趣しゆ味みの一つ。


　人通りが少なくなった夜道を、全速力で駆け抜ぬける。


　特に寒いこの季節は空気が澄すんでいて、深く呼吸をするたびに心が洗われるような気がする。


　綺き麗れいな空気を吸って、胸の内に溜たまった黒いモヤのような息を吐はき出す。


　両手両足を放ほうり出して眺ながめる夜空ってのもたまらない。


　白く輝かがやく月に、うっすら煌きらめく星たち。


　いいなぁ、お前たちは、悩なやみなんてなさそうでさ。


　うらやましいよ……


　すっかり落ち着いた呼吸。体までクールダウンし始め、それに合わせてか思考も落ち着いてきて、ついさっきの出来事を思い出してしまう。


　あぁもう、思い出すだけで気分が悪くなる。あんな家、さっさと出ていきたい。心底そう思う。


　一人で暮らせるようになれば、もうこんな思いをしなくてすむんだからな。


　はぁ……嫌いやになるぜ、まったく……


「くそっ……手足がいてぇ……」


　そう呟つぶやいた時だった。


「はぁっ……はぁ。もう！　お前、速すぎるのだ！　疲つかれるだろ！」


「へ？」


　オレの眼めに映っていた映像が夜空から美少女のドアップにシフトチェンジ。垂れた亜あ麻ま色いろのツインテールがオレの頰ほおを撫なでる。


「ぬぁ！　ったぁ！」


「痛ぁっ！」


　思わず飛び起きたせいで、おでことおでこがごっつんこ。


　お互たがいおでこを押さえて悶もん絶ぜつ。なにこの石頭。わーれーるぅー。


「なんだお前！　初対面の人にヘッドバットくらわすなんて！　バカじゃないのか！」


「いやいやいや、突とつ然ぜん現れたら驚おどろくだろ、普ふ通つう」


「え？　そんなもんなのか？」


「あぁ、普通はそうだろう」


「…………？」


　なにやら美少女はかわいらしく小首をかしげ思案顔……っていうかマジでかわいいな、おい。小首をかしげるっていいね！　たまらん！


　なんだか和なごんだオレは、そんな美少女を眺めていたいので、特に口出しせず観察を始める。


　背はオレよりも低い。百四十センチ代後半かな？


　たぶん中学生。微び乳にゆう。←ここ大事。


　服装は、腰こしのあたりに星のマークが入った黒のパーカワンピースを着て、ニーソックス……ニーソ！　ニーソ！　あ、そぉれ！　ニーソ！　ニーソ！


　──取り乱した。


　顔つきは整っていてまさに美少女。少し釣つり上がった目じりからは、強気なヤツだということが容易に想像できる。頰には星のタトゥーシールが貼はられている。たぶん、シール。


　まぁそんなシールなんかよりも、注目すべきはあの髪かみ。ツインテール！　金きん髪ぱつならよかったんだけど、まぁ亜麻色でもおｋ。そもそもツインテールにお目にかかる機会がそうそうないからな。絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆっていうか、伝説の生き物だと思ってました。是ぜ非ひ保護したい。


　さてさて、美少女の容姿はまぁこんなところなんだが……


　気になって仕方ないことが一つ。


　コイツの足元にいるあのもふっとした生き物はなに？


　小型犬くらいのサイズで全体的に丸い感じの体つき。


　体はもちろん、尻尾しつぽまでモフモフ。安心のモフモフ感。長毛種の犬とか？　いやいや、犬じゃないと思う。そもそも耳が長すぎる。ウサギみたいな耳をしている。


　一体なんなんだ、この生物は。


　オレがそいつに気を取られている間に美少女の思案は終わったようだ。


　結論。


「……うん、まぁいいや。よくわからん！」


　え？　結局？


「そんなことより！」


　美少女はビシッとオレのことを指差す。


「お前速いな！　足速いしきっとアクだと思ったから頑がん張ばって追いかけたけど、わたしとスピーでも全然追いつけないとは思わなかったのだ！　なースピー」


　そう言って美少女が例のモフモフ生物、スピー？　に話しかける。どことなく微笑ほほえましい光景だ。


　美少女と犬っていい組み合わせだよな。マジで。まぁこれ犬かどうかよくわからないけど。犬に似た毛並みのいい何かなのは間ま違ちがいないんだが。


　まじまじとモフモフを見つめていると、そいつは首をかしげ、直後に跳とび上がってオレを組み倒した。
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「ちょっ！」


「ガウ！」


　大人しくしろと言わんばかりに吠ほえ、その直後にすんすん音を立てながら、オレの体の匂においを嗅かぎ始める。なんだろう、ちょっと恥はずかしい。


　満足したのか、モフモフが美少女の顔を見上げて一つ吠える。


「え？　アク玉がない？　じゃあコイツはただの人なのか？」


　美少女はひょいと犬を抱だき上げてオレの上からどけてくれる。


「それくらい見たらわかるだろう。っつーか、お前そいつと会話してんの？」


　まさかの意い思し疎そ通つう？　いやいやいや、普通ありえないって。どうせなんかそんなこと言ってる気がするとかそういうのだろう？


　嫌きらいじゃないぞ、そういうの。かわいいよね、萌もえ。


「ワゥ！　ワゥ！」


「んー……ということは……」


　うん、オレの言葉は聞く気がないとみた。


　完全にオレのことは無視して、美少女はまた首を捻ひねり考え始めた。かと思うと、それもほんの少しのことですぐに口を開く。


「お前、なんて名前なのだ？」


「……海うみ野の修しゆう輔すけ」


「ウミノシュウスケ……ならシュウスケだな！」


　そう言ってそいつはニパッと笑う。


　一いつ瞬しゆん見み惚とれてしまいそうになったのは秘密。いい笑え顔がおだったんだよ、仕方ないだろ。


「よし、シュウスケ！　お前もついてくるのだ！　わたしだけじゃ心細いからな！　スピーはリーダーを呼んでハルから連れん絡らくがあったとこに行ってほしいのだ！　ついでにコイツをリーダーに紹しよう介かいしたい！」


「ワウ！」


　スピーはまた一吠えすると、勢いよく暗い夜道を駆けだしていく。


「先にこっちに来て正解だったのだ！　さぁシュウスケ！　わたしたちもレッツゴー！　なのだ！」


　元気よく片手を突つき上げながら美少女は歩きだす。いきなり呼び捨てっていうのもどうかと思うが、まぁ美少女なので許そう、美少女なので。


「いや待て待て」


　だが、それだけの理由でついていくほど愚おろかでもない。美少女が突然ついてこいだよ？　こんなのいかがわしい何かに決まってる。もしくは壺つぼを買わされるな。絵画っていう線もありうる。オレ金ないぞ。


「なに？　何か不都合でもあるのか？」


「不都合っていうか……」


「急いでるのだ！」


「怪あやしさ全開の美少女になんかついていけるか！」


「……え、そんな」


　お、さっきまで強気だったツインテ娘むすめが俯うつむいた。強気でこられるとしおれるタイプか？


「わかったら大人しくお家うちに『美少女だなんて……』」


　……は？


「そ、そりゃーたしかにわたしはかわいいかもしれない！　標準よりかわいいかもしれない！　けどそんな真っ向から美少女だなんて……照れるのだ！　もう！」


　くそ！　突っ込みどころ満まん載さいだけどかわいいぞ、コイツ！　なに顔赤らめてんだ！


　美少女は顔を赤らめたままちゃっかりオレの手をぐいぐいと引っ張る。散歩に連れていけってねだる犬がたしかこんな感じだったな。


　いやオレもそんなこと考えてる場合じゃなく……


「せめてさ、どこに何をしにいくのかくらい話す気はないか？」


「ん？　アクと戦う！　シュウスケの力がいる！　だからわたしたちの仲間になってほしいのだ！　仲間は一人でも多い方がいいからな！」


「ちょ、そんな突然言われても……」


　まず理解できない。次に信じられない。そして、最後に信じられないだ。


「大だい丈じよう夫ぶ！　お前は速いしな！　きっと即そく戦せん力りよくなのだ！」


「いやいやいや！」


　足が速いからって戦うことはできない。だいいちオレは自じ慢まんじゃないが弱い。喧けん嘩かなんかしたこともない。


　自分で言うのもなんだが、そんなヘタレ極きわまりないオレが悪と戦う？　なんの冗じよう談だんだ？　そんなのおにいちゃん大好きな妹がある日突然十数人できるくらいありえない。


　……十数人の妹はありえてほしいけど。


「わたしはまだまだ弱いからあんまり力になれないのだ。でもでも！　お前がいてくれるなら、きっと百人力！」


「いや、そうじゃなくて！」


「ん？　なんだ？　お前、戦うのが嫌なのか？」


「当たり前だろ？　突然すぎるし、普通戦いたいヤツなんていないと思うぞ。だいたいなんで見ず知らずのお前のためにオレが悪と戦わなくちゃいけないんだよ」


「女の子を助けるのが男の存在価値だって、リーダーが言ってたぞ？」


　なんだその正論は！　反論できん！　なんて言えばいいんだ！


「でもたしかにお前の言うことも一理ある」


「だ、だろ？」


　まさか相手の方から助け船が出るとは思わなかった。


「よし、わかった！　ならこうしよう！」


　なんか思いついたみたいだな。しかしオレの心はもう決まっているんだ。絶対に戦わない。


「お前の言うことをなんでも聞いてやるからついてくるんだ！」


「なに？」


　ちょっと心躍おどるセリフじゃないかしら？　いやしかし、それこそがヤツの思うツボに違いない。はっ、オレがそんな罠わなに引っ掛かかるかよ。


「ほら、早くしろ！」


「あ、今やるの？」


「そうなのだ！　早くしろ！」


　いやぁ、てっきりついていってからだと思ってた。浮うかれてついていって結局反ほ故ごにされるっていうね。でも違うみたいだ。


　ふむ、この場でか……


　戦いたくないオレとしては、ここで無茶な注文をするべきなんだよな。なんかこうエロい感じの！


「早くしろぉ！」


　ホントに焦あせっているようで、両手を振ふり上げながらオレを急せかす。かわいいヤツだな、ホントに。


　ＯＫ、ならこんなのはどうだ？


「パンツを見せながらおにいちゃん大好き、わたしのこと好きにしていいよ。って言えたらついていってやろう」


「変態」


「ぐっ……」


　心に痛つう烈れつなダメージを受けた気がする……


「でも、それでついてきてくれるんだな？」


「あ、あぁ！　できたらついていってやるさ」


　できるはずがない。年とし頃ごろの女の子が自分からスカートめくるなんてできるわけがない。普ふ通つうはできるはずないんだ。


　そう、普通は。


　美少女はおもむろにスカートをめくり上げる。現れましたパンツは水色ストライプ、アーンド白く肉感のあるムチムチしたふともも。


　釘くぎづけ、ってどういうことか知ってるか？　目が離はなせなくなるんだゼ？　不思議だろ？


「お、おにいちゃん大……好き。わたしのこと……好きにしていいよ？」


「ぬぉおお！　誰だれが恥じらいをプラスしろと言ったぁ！」


「だ、ダメだったか？」


「全然可！　むしろ可！　ナイス恥じらい！　グッジョブ！」


　っていうか普通は恥じらうよな！　オレのミス！　いや成功？


「じゃあついてきてくれるな！」


「お、おう！　任せろ！」


　なんかもういつ死んでもいい気さえしてくる。オレのバカ……








　腕うでを引っ張られたまま連れてこられたのは、廃はい工場。


　さっきオレがこけた場所から数十メートルのところだ。小さな工場で、昔自動車修理をしていたところ、だったと思う。


　そんなことよりも、オレの心臓はさっきから破は裂れつするんじゃない？　っていうくらいバクバク音を立てている。


　もしかしたらこの美少女にも聞こえているのでは？


　なんでそんなにドキドキしているかって？　別に女の子と手を繫つないでるからではないぞ。こんな廃工場に連れてこられたからだ。


　確実に不良の溜たまり場ばじゃないか、こんなところ。パンツに釣つられて人生終えるのか。情けない。


　なんだか涙なみだが出てきそう。男の子だもん。


「ほら、入るのだ！」


「お、おう……」


　裏手にまわったところに勝手口があった。そこから一いつ緒しよに中へと入っていく。


　手を繫がれているから、深呼吸する余よ裕ゆうすら与あたえられなかった。


　少しは気を遣つかってくれ。これでもオレは小心者なんだぞ？


　そんなオレの想おもいはコイツに届いているわけもなく、スタスタと薄うす暗ぐらい廃工場の中を歩いていく。窓から差し込む月明かりだけが頼たよりなわけだが、よくもこんな普通に歩けるな、コイツ。フクロウか？


「リーダーいるかな？　おーい、リーダー！」


　美少女が叫さけぶ。


「おい、いいのか？　これ普通に不法侵しん入にゆうってやつなんじゃ……」


「おーい！」


「無視ですか、そうですか」


「お？　あれはリーダーか？　リーダーだな？」


　完全に聞く気がないとみた。どうやらオレの言葉は届いていないようです。参った。


　美少女はやっぱりオレを放置して足早に見つけた人ひと影かげの方へと歩いていく。


　っていうか、リーダーって何？　やっぱ不良集団かなんかなわけ？


「もう！　いるなら返事くらいするのだ！」


　文句を垂れながら美少女はそのリーダーらしき人影の方へと向かう。当然、オレの手を引いたままだ。逃にがさない気か……


　そのリーダーは、どうやらシャッターの前にいるようだ。


　いざとなったらあのシャッターをガンガン叩たたいて、騒そう音おんを立ててやろう。もしかしたらご近所さんが不ふ審しんがって助けてくれるかも。


「……リーダー？」


　オレが最悪の事態に陥おちいった時どう逃げ出すかを真しん剣けんに考えていると、不意に美少女の不思議そうな声が耳に入った。


　なんだろう？　リーダーだと思ったらリーダーじゃなかった、そんな感じだ。


　じゃあ誰がいたんだ？　ここの元従業員さんとか？　それはそれでマズイ気がする。


　兎とにも角にも、まずはその人影が誰なのかを把は握あくしなくちゃいけない。オレは顔を上げて、その人影をよーく見ようとする。


　だけど、薄暗くってよく見えない。


　あぁ、今は月が雲で隠かくれてるのか。早く出てこい、月。


　割れた窓の外、相も変わらず煌きらめく星たちと、雲に隠された月。


　早く出てこいと念じるオレの心とは裏腹に、そりゃもうのんびりと気持ちよさそうに雲は流れていく。


　こんな状じよう況きようじゃなければ、まったり眺ながめてのんびりしたくなるような夜空だな。


　月が少しずつ、少しずつ顔を覗のぞかせる。


　半分くらい出てきてオレはふたたび工場内に目を移した。


　これくらいなら見えるだろう。


　さぁ、そこにいるのは誰だ！





「は？」





　思わず声が出た。


　そこにいたのは場ば違ちがいな案か山か子し。よく見たら服装はタキシード。最近の案山子は、オシャレなんだな。服装のせいもあってか『へのへのもへじ』の顔が妙みように間ま抜ぬけに見える。


「おい、お前のリーダーは案山子だったのか」


「は？　そんなわけないじゃないか！」


「でもお前コイツをリーダーって呼んでなかったか？」


「……呼んでないもん」


「そうだったか？　おーいなんて言ってた気がするけど」


「言ってないったら言ってないもん！」


「そうか？　じゃあオレの気のせいかぁ」


「うぅ！　知らん！　わたしは知らん！」


　ふてくされてその場に屈かがみこむ、そして俯うつむいたまま人差し指で地面をぐりぐり。かわいいふてくされ方してるな。何歳だ？　コイツ。


「あっはっは、よかったな、案山子。お前がリーダーらしいぞ」


　オレは不良たちがいなかったことの安あん堵ど感から高笑いし、かわいらしくふてくされる美少女を眺めながら案山子の肩かたを叩いてやった。もしかしたらそれがまずかったのか？　なんていまさらながらに思う。


「いやホントいつリーダーになったんでしょう、ワタシ」


　あーっと、今の声は？


「……今お前なんか言ったか？」


「わたしは何も言ってない」


「じゃあ気のせいか。だよな、気のせい気のせい」


「あのー、話振っておいて無視はひどくありませんか？」


　また後ろから声がした。後ろにいるヤツってあれしかないんだよなぁ。


　くっそぉ、すっごく振り向きたくない。嫌いやな予感しかしない。選せん択たく肢しの全すべてが死亡フラグに直結してそうなくらい嫌な予感。どう考えてもセーブ必ひつ須す。でもたまに選択肢出てるとセーブできなかったりするよね。


　今まさにそんな感じ。その時の絶望感に似た何かに襲おそわれています。


　ゆっくりゆっくり、俗ぞくに言う恐おそる恐おそるってやつで振り返る。


「ひぃ！」


　思わず悲鳴。


　なんでこっち見てんだよ、案山子！


　二つの丸っこい眼めが妙に怖こわい！　誰だよ、案山子の眼を『の』にした奴やつ。こえぇよ！　そりゃ動物たちも逃げるよ！


　それはそうと気になっていたんだけど、コイツどうやって立ってるんだ？　埋うめ込まれてるの？


　誰か教えて！


「うぁ！　動いてるな！　この案山子！」


「いまごろ？」


「ってことは、そいつがアクなのだ！」


「これが悪？　どう見ても案山子です、本当にありがとうございました」


「は？　何言ってるのだ、その案山子がアクなのだ！」
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「は？　悪いけど、言ってる意味がわからねぇぞ」


「は？　わたしだってお前が何言ってるのかわからん！」


「貴女あなたたちはワタシをどうしたいんですか？」


「いやオレに聞くな。っていうかなんで案山子が喋しやべってんの？」


　どっかにスピーカーでもあんのか？


「何やってんだ！　倒たおすのだ！」


「案山子を倒す？」


「なんだ、貴女方はおたまでしたか。ワタシの敵じゃないですか」


　そう言って案山子がにっこり、したような気がした。


　できることなら確かく認にんしたかったさ、口がなんの文字になるのか。けれど、そんな暇ひまは与えられなかった。


　ぶんっと何かを振ふり回すような音がしたと思ったら、オレの頰ほおにとてつもない衝しよう撃げきが襲ってきた。痛みを感じた瞬しゆん間かんにはオレの体は宙を舞まい、壁かべに背中から打ちつけられる。


　こんなに吹ふっ飛んだのは初めての経験だ。痛いなんてもんじゃない。首が引きちぎれるかと思った。


　あの案山子の腕は何だ？　丸太とかじゃないだろうな？　一回転して遠心力がついてるとはいえ、今の威い力りよくはおかしい。


　叩きつけられたせいで全身が痛む。なによりも頭がくらくらする。こけた時の傷と比べ物にならない痛み。


　あの案山子はなんかヤバい。なんかのイタズラかと思ったが違う。そんなんじゃない。


　頭がくらくらしてうまく走れるか不安ではあるが、こうなった以上オレのやることは一つなわけで……


　痛む体を起こし、オレは立ち上がる。


　くそ、やっぱり足にきてるな、参った……足がガクガクと震ふるえる。これじゃ満足に走れないだろうが、かといって逃げないわけにもいかないだろう。


「おい、美少女、逃げ……」


　さっさと撤てつ退たいしようと美少女の方に顔を向け、オレは思わず言葉を失った。


　眼に映る光景が信じられなかったから。


「やぁあああああっ！」


　助走をつけた美少女は飛び上がり、華か麗れいな飛び蹴げりを案山子にきめていた。


　一本足で立っていた案山子は当然のごとく倒れ込む。


「噓うそだろ？」


　思わず呟つぶやく。


　なんで攻こう撃げきしようなんて考えがでてくるんだ？　バカじゃないのか？


　いや、アイツは相当のバカだ。なんせここにオレを連れてくるのにパンツを見せるくらいなんだからな。


「おいお前！　早くわたしを手伝うのだ！」


　いやいや手伝えなんて言われても……


「なんだ、なんで震えてるのだ？」


「いや……なんでって」


「そうか、寒いのか！　そうだよな、二月だもんな」


　うん、やっぱりバカだ。


「よぉし、ならわたしが笑わせてやるのだ、笑うと少しは暖かくなるはず！」


　おいおい、そんなことしてる場合かよ。案山子が起き上がるだろ？


「隣となりの空き地に囲いができたってね、かっこいー！」


「…………」


「…………」


　どうしてくれんだ、この空気。


「あ、あれ？　面おも白しろくなかったか？　わたしは大だい爆ばく笑しようだったんだが……」


　どうコメントしていいのかわからん。が、とりあえず言えるのは、戸と惑まどってる姿がかわいい。


　ちくしょう、美少女のおかげか、たんに治ってきたのか、とにかく震えがだいぶマシになってやがる。


　これでうまく逃にげることができそうだ。


　案山子はまだ寝ねている。今が逃げ時。


「おい美少女、逃げるぞ！」


「なっ……お前美少女って言うな！　照れるだろ！」


「頰を赤らめてる場合じゃねぇえ！　こんなの相手にしてられっか、逃げるぞ！」


「バカか？　バカなのか？　アクを倒すのがわたしたちの仕事だ！　逃げちゃダメだろ！」


　そんな仕事しらねぇよ。何当たり前みたいに言っちゃってくれてんの、この子。


「リーダーたちがいない今！　わたしたちだけで倒すのだ！」


「そのリーダーってのが誰だれかすらオレは知らないんだが」


「リーダーはリーダーだろ？　バカじゃないのか？」


　なんなんだコイツは。頭が悪いのか？　悪いんですね？


　なんてやってる間に、案か山か子しが復帰しちゃったよ、おい。どうすんだ、これ。


「よぉし、いっせーのーせで飛びかかるぞ！　ダブルキックだ！」


「いや、待て。マジで言ってるのか？」


「こんな時に冗じよう談だんなんか言うわけないだろ！」


　さっき冗談言ってたのはどこのどいつだ。


「行くぞぉ！」


「え？　ちょ、え？」


　完全に出で遅おくれた。アイツだけが果か敢かんに案山子に向かって駆かけだしている。


　十分ではないにしろ勢いがついたところでアイツが飛び上がり、ふたたび飛び蹴りを放つ。


　しかし案山子の方も、二度同じ技わざを喰くらってはくれないようだ。


　宙にでも浮ういているのか案山子はスーッと横へ移動。


　あ、マズイ。


　飛び蹴りを放ったアイツがこのことに気付いたかどうかは知らない。


　けれど、オレは気付いた。


　あの案山子が横へ移動したのは避よけるためなんかじゃなかった。アイツを打ち返すためだった。


　バットを構えることこそしなかったが、大きく体を捻ねじったその動作は、バッターがスイングをするための予備動作のように見える。さながらアイツは野球ボールかよ。


　どうする？　なんて考えるのもおかしい。距きよ離りはないが、助けようにも間に合うはずがない。もういっそ逃げるか？　っていうか、逃げたい。


　あぁ、ほら、くらうぞ、スイングを。さっきオレもくらったんだ、あれの威力は十分理解している。


　素す早ばやいスイングで案山子が腕うでを振り抜ぬく。


「ふみゃ！」と猫ねこのような悲鳴が聞こえた。


　咄とつ嗟さに体を丸めてガードしたようだが、あの威力だ、痛いだろう。それに吹っ飛ばされるのは空中じゃどうしようもない。


　──くそ！


　オレは駆けだす。


　アイツが飛ばされる先は割れた窓のあたりだ。


　最悪の状じよう況きようを想像する。美少女が切り傷まみれになる。そんなことが許されるか？


　否いな！　許されない！　美少女には傷をつけてはいけない！　なぜかって？


　美少女だからだ！


　できることなら、アイツを置いて逃げたかった。それがなんの苦もなくできる人間ならよかった。心底そう思う。けどできない。オレには燃えたぎるような萌もえを愛めでる心があるんだ！


　相手がバッターのつもりならこっちは守備についてやらぁ！


「うぉおおお！」


　外野手のようにダイビング。キャッチって感じではない、さすがに無理っす。ボールじゃないからな、捕つかまえることはできるわけがない。


　だからせめて窓まど際ぎわから離はなれた場所に着地するように、オレは美少女に飛びついて落ちる位置をずらしてやる。


「ぐふっ！」


「あたっ！」


　二人して悲鳴を上げる。コンクリートの上に落ちれば当然痛い。コイツは尻しりから落ちたからまだいいさ。オレは腹打ちだぜ？　たまらない。


　とりあえずギュッと腕に力を込こめる。なんでこんなに女の子って柔やわらかいんだろうな。


　この痛みはこの安らぎでプラマイゼロということで。


「ちょ！　なにするのだ！」


「いや柔らかくて」


「柔らかい言うな！　エロ男！」


　お尻を撫なでるのを止やめてオレの頭に容よう赦しやなく拳こぶしが振り下ろされる。痛いっす。


「男はみんなエロいんだぞ？　一つ勉強になったな」


「そんなことどうでもいい！」


　ですよね。今はそんなこと言い合ってる場合じゃない。


「とにかくあの案山子を倒すことは諦あきらめたらどうだ？」


「いやだ！　アイツは倒すんだ！　それがわたしたちの仕事だ！」


　だから『たち』ってなんだ『たち』って。


　勝手に変なことに巻き込むんじゃない。オレは平へい穏おん無事な日々を満まん喫きつしたいんだ。


　だいたい吹っ飛ばされてからこの美少女ちょっと震えてないか？　怖こわいんじゃねーの、ホントは。


「おい、怖いなら逃げた方がいいんじゃないのか？」


「こ、怖がってなんかないもん！」


　どうみても怖がってるじゃないか。


「だいたいあの案山子はオレたちより強いじゃないか」


「強くても立ち向かうのだ！」


「負けるに決まってるだろ！」


「倒たおれても立ち上がれば負けにはならない！　そう、何度も立ち向かえばいいんだ！　そんなわたしはチャレンジャー！」


　なんだかすごく満足げな顔をしているのが腹立つ。良いこと言ったみたいな顔してんじゃねぇよ。


「よし！　というわけでもっかいだ！　もっかいダブルキック！」


「またか！　っていうかなんでそればっかなんだ？　お前」


「……それしか技知らない」


「は？　お前なんか格かく闘とう技ぎとかやってたんじゃないのか？」


「わたしはなにもやってない。リーダーが『ヒーローはこうやって敵を倒すんだ』って言って教えてくれた」


　おい、リーダー、もっとまともな技教えてやれよ。


　たしかにヒーローっぽいけれど。


「あんな大技はよほど隙すきだらけの相手以外はやめとけ、きまるわけがない」


「じゃあどうすればいい！　案山子さんこっち来てるぞ！」


「マジか！」


　抱だきついてる場合じゃねぇ！


　すぐにオレたちは立ち上がる。


　うぉ、やべぇ、けっこう速い、やっぱり案山子さん浮いてない？　浮いてるよね。


「おいおいおい、これどうするんだ？　マジで逃げないのか？」


　逃げられるかどうかもわからんが。


「逃げない！」


　やっぱりか、なんて頑がん固こなヤツなんだ。


「わたしはもっかい挑ちよう戦せんするぞ！」


「飛び蹴げりはやめとけって！」


「でもそれしか知らないんだ！」


「だからってあれは大技すぎる！」


「でも！」


「しゃがめ！」


「ふあっ！」


　オレは美少女の頭を押さえつけてしゃがませる。


　風を切る音がオレたちの頭上で大きく鳴る。また腕をぶんぶん振ふり回してきやがった。そんなに体が回転するくらい勢いつけてんじゃねーよ。


　それにしても、コイツこれしか攻こう撃げき方法ないんじゃないのか？　なんというバカの一つ覚え。


「こっちだ！」


　兎とにも角にも相手が攻撃を外したんだ。相手の後方を駆け抜ければ逃げ切れる。


　立ち上がると同時にオレは美少女の手を引いて駆けだそうとした。


　そもそもこの行こう為いが間ま違ちがいだった。


　逃げる前に、蹴るなりして一本足の案山子を吹ふっ飛ばすべきだった。


　相手は回転している。さっき自分で言ったことじゃないか。


　回転してるってことは一本避けても、二本目の腕が来るんだよな。


　──参った。


　正直、手の打ちようがない。ひらひらしながら向かってくる軍手がやけにむかつく。なんで案山子にラリアットされなくちゃいけないんだよ。


　不満だ。不満だらけだ。いいよ、くらってやるよ。どうせ避けられないんだ。なら、くらうしかないだろう？　オレの打たれ強さなめんなよ。十数年耐たえ忍しのんでるんだからな。


　さっき以上の強いラリアットが顔面、もとい鼻っぱしらに叩たたき込まれる。


　殴なぐられた衝しよう撃げきでなんだか目の前がチカチカするけど気のせいだろう。


　とりあえず踏ふん張れば吹っ飛ばなかった。


　案山子ごときが人間様をなめんじゃねぇ。鼻血出てるけど。


　おーっと？　まだ終わってなかったの？


　第二波来ます！　って脳内でオペレーターが叫さけんだ、ような気がした。


「ぶべら！」


　ふたたび鼻にクリーンヒット。


　なに？　オレの鼻に怨うらみでもあんの？　お前。


　まぁ幸いなのは一いち撃げき目めまともにくらったおかげか、二撃目はあまり勢いがなかったことだ。


「ボーッとすんな！」


　背中の方で美少女の声が聞こえたかと思ったら、急に足を掬すくわれた。


「いで！」


　第三波にやられそうだったのを助けようとしてくれた結果だってのはわかるが、もうちょっとやり方を選んでほしい。


「案か山か子しはあっちいけ！」


　美少女はオレをこかしたあと、低い体勢のまま案山子にタックルしていた。回転に夢中になっていた案山子は気付かなかったらしく、もろにそのタックルをくらいズサーッと地面を滑すべっていく。


「おぉ！　吹っ飛んだ！」


　なんでコイツはいまいち緊きん張ちよう感がないんだろう？　なんだかこっちまで緊張感が薄うすれてくる。


「今なら逃にげられそうだけど、どうする？」


「やだ！」


　だよな。そう言うと思ったよ。まったく。


　鼻血出てるんだぞ？　オレ。全身打だ撲ぼくな気もするし。


　あぁ、ほら、もう案山子が起き上がってるよ。


「じゃあどうするんだ！　オレたちであんなの倒せるわけないだろ！」


「それでも逃げるなんてヤダ！　わたしは絶対に逃げないんだ！」


「逃げるが勝ちって言葉もあるだろうが」


「逃げてちゃ強くなんてなれない！　わたしは強くなるのだ！　約束なのだ！」


　いやいや、約束守って死んじまったら元も子もないだろうに。


「弱い人間は逃げてればいいんだ！　さぁ逃げるぞ！」


「いーやーだ！　わたしは何度だって挑戦してやるんだ！」


　ったく！　なんでコイツはこんなに頑固なんだ！


　見捨てて逃げてやろうか。


　いやしかし、それでは美少女を愛でる会名めい誉よ会長（会員募ぼ集しゆう中ちゆう）の名に傷がつく。


　どうする？　安全を取るか萌もえを取るか！


　くっそぉ、コイツが美少女じゃなければこんなに悩なやむこともなかったのに。


「案山子が来た！　ダブルキックいくか！」


　お前はダブルキックから頭を離せ、そして案山子は空気読め。葛かつ藤とうの時間くらい与あたえろ、バカ野や郎ろう。


　そんな思いを案山子は知る由よしもなく、相変わらず無重力感全開の動き方でオレたちの方へ迫せまってきていた。





　オレは案山子を見み据すえ考える。


　安全、平和。これを選ぶのが普ふ通つうだ。そう普通。とても自然。世のみなさまがそれらを愛しているように、オレもそれらが大好きだ。


　大好きなんだが、オレはそれ以上に萌えが好きだ。


　萌えがあればなんでもできる。心を許せる人間のいない生活で唯ゆい一いつオレを愛してくれ、そしてオレを癒いやしてくれるのは萌えだけだった。


　そう、萌えには返しても返しきれないくらいの恩がある。


「故ゆえにオレは萌えに生きる！」


「突とつ然ぜん何言ってんだバカ！」


　そりゃ口は悪いが、美少女には違いない。こういう萌えキャラだってかつて何人も攻こう略りやくしてきた。


　ＯＫ、案山子、オレの心は決まったよ。


　案山子がオレたちを間合いに入れた瞬しゆん間かん、腕うでを振るい回転する。案山子さん安定のラリアット。


　オレと美少女は回転される直前にしゃがみこむ。こうすれば当たらない。


　あとは、この低姿勢のままコイツの腕を摑つかんで逃げる。たとえコイツがいくら罵ば倒とうしてこようとオレはもうそう決めたんだ。


　計画通りに腕を摑もう。そう……思っていた。


　腕を摑んで逃げて、逃げ切ったあと美少女がわめくのを尻しり目めに家に帰って、二次元美少女に癒される。そんな完かん璧ぺきなオレのプランがあった。


　あったはずだった。


　なのに、ふと気付いてしまった。


　オレの前にあるはずの案山子の体が視界から消えたことに。


　それはすぐにどういうことかわかった。


　空中で体を横にしようとしている。こいのぼりみたいにだ。


　そうすれば腕が曲がらなくたって、下にいるオレたちに攻撃できる。案山子さんの攻撃に死角なんてなかったんだ。


　しかも位置的に考えて、攻撃をくらうのはこのツインテ娘むすめだ。


　なんだ、それ。最悪じゃないか。顔にもろに当たるぞ？


　ふざけんな、そんなの誰だれも見たくない。美少女が泣いてるところはいい。嬉うれしくて泣いてるとかならな、十分萌える。


　でも痛くて泣いてるのは違う。萌えじゃない。萌えられない。


　くそ！　難なん儀ぎな性格に生まれついたな、オレも！


　気付けば体が動いていた。


　ギュッと腕の中へ美少女を覆おおい隠かくす。


　コイツのことだから顔を真っ赤にさせてそうだな。是ぜ非ひ見ｔ


「ぐっ！」


　鈍にぶく大きな音が工場内に響ひびき、案山子の回転が止まる。遠心力プラス落下の勢いで今までで一番の威い力りよくだったんじゃないだろうか。


　ハンマーでも背中に叩きつけられたんじゃないのかと思った。


　涙なみだが出てきそうだ。本気で。痛くて泣くなんていつ以来だろう。


「お前……」


　美少女の声が腕の中から聞こえた。


　痛みがひどくて返事を返せない。「心配するな、たいしたことない」なんてかっこいいこと言いたいけど……無理です、痛すぎる、これ。


　普ふ段だんなら美少女を抱だきしめてるんだし？　『あ、シャンプーのいい香かおり』とか言って現状を楽しむんだけど、さすがに今のオレに楽しむ余よ裕ゆうはない。……ホントいい香りだなぁ。


「っ！」


　なんて思ってる場合じゃねぇ！


　案山子の攻撃はまだ終わっていなかった。


　一いつ旦たん案山子はオレたちから距きよ離りを取り、側面にまわる。


　そして次の瞬間には勢いよくこちらに突つっ込んできた。両手を広げ──もともと広げっぱなしなんだけど──向かってくるさまは、まるで飛行機か何かだ。


　これが何をしたいのかは簡単に理解できる。


　オレと美少女をまとめて轢ひくつもりなのだろう。


　さすがに庇かばってお互たがい無傷というわけにはいかなそうだ。おまけに今のオレにコイツを抱かかえて横よこっ跳とびする力が入るわけもない。


　ならせめてコイツだけでも！


　オレは抱えていた美少女を突き飛ばした。


「うわぁっ！」


　美少女のかわいらしい悲鳴。ギリギリ案山子の腕に轢かれないはず。


　すまない、ホントはこんなことしたくないんだが……





　ドスンッ──鈍く響いた。





「っ……！」


　案山子の頭ず突つきがオレの脇わき腹ばらに思いきり突き刺ささる。


　無防備だったせいもあり、一いつ瞬しゆん呼吸が止まる。そのまま勢いに押し倒たおされ、案山子はオレの体の上を通過していった。


「……う……ぁ……」


　直後に腹の奥底から襲おそってくる鈍い痛み。


　両手で脇腹を押さえ、唸うなりながら体を丸くする。それでも腹から込み上げる不快感は拭ぬぐいされず、ゴロゴロと地面の上をのたうちまわる。


　……ぁ……なんだ、これ


　……いてぇ……吐はきそう……だ……


　大きく口を開いて、深呼吸する。


　もし……もしもう一度さっきのをくらった場合……オレは耐たえられるか？


　無理だ……この痛みをもう一度耐えるなんてできるかよ……


　あの美少女はどうした？　オレを置いて逃げたか？　あぁ、普ふ通つう逃げるよな。だってこんなのたうちまわってるのを見て怖こわがらないわけないだろう？


　まぁ逃げてくれてよかったと考えよう。これでアイツが傷つくことはない。


　しかしそうなると、今ここには案山子とオレだけが一いつ緒しよにいることになる。


　マズイな。あの案山子、絶対また襲ってくるよな。


　今のをもう一度くらってみろ。今ですら動けないのに、完全にやられてしまう。


　これだからほいほい美少女についていっちゃダメなんだ。


　つられていったら待ちかまえているのは壺つぼか、絵画か、案山子だ。覚えておこう。もしも生きて帰れたらだけどな。


　くそっ、今案山子は何をしてる？


　またオレの方に向かっているのか？


　次は何をされるんだ？　同じ突とつ撃げきか、それともラリアットなのか。


　っ……怖こえぇ、マジで怖ぇっ。


「何やってんだ！　早く立て！」


　ギュッと腕を摑まれた。その手のぬくもりに驚おどろいた。


　噓うそだろ？　コイツ、逃げてなかったのか？


「るせぇ……」


　立ちたくても立てないんだ。


　これが正義のヒーローとかなら歯を食いしばって立ち上がり、何度でも立ち向かうんだろうが、残念ながらオレは特別な人間じゃない。


　立ち上がったところで勝てるわけもないし、もうあんなのくらいたくもない。


　だから、全速力で逃にげ出したい。


　それなのに、体が動かない。


「……おい、逃げろ、お前」


　美少女が目の前で傷つくのを見たくない。だから逃げてほしい。オレが一人になると何をされるかわからないのも怖いが、それ以上に美少女がやられる光景を見る方が怖い。


　けれど、コイツは言うことを聞いてはくれなかった。


「お前を置いていけるわけないのだ！　お前が立てるようになるまで、わたしが！」


「バカ！　いいから早く」


「イヤなのだ！」


　美少女が倒れたオレの前に立って両手を広げる。よく誰かを庇うシーンで見かける姿だが、あの案か山か子しにそれは間ま違ちがいだ。腹を狙ねらってくれって言っているようなもんだ。


　早く止やめさせないと……早く逃がさないと！


　震ふるえる体を無理やりに立たせようとするが、どうにも言うことを聞いてくれない。力が入らない。


　またも案山子が体を倒しこちらに頭を向けてくる。さっきオレがくらった突撃を美少女にするつもりだろう。


　ダメだ、そんなの。ダメなんだ。くそ、立てよ、オレの体、コイツの手を引っ張って走るんだ。じゃないと、コイツが！


　勢いよくスタートダッシュをかける案山子。


　数秒後には美少女に突き刺さるだろう。


　そんな光景、見たくなんかない。


　けれど、オレには美少女を守れる強さはない。それができるのは強いヒーローたちだけなんだ。オレはそれを思い知る。


　案山子が容よう赦しやなく突き進んでいる。


　美少女は一歩たりとも動こうとしない。


　思わず目をつむろうかと思った。


　その時だった。





「おっまたせー！」





　突然、この場の雰ふん囲い気きを全すべてぶち壊こわすような明るい声が聞こえた。


　かと思ったら、美少女にぶつかる直前だった案山子が、声の主によって吹ふっ飛ばされてしまった。


　次の瞬間には、ガシャーンというけたたましい音を立てて案山子がシャッターにぶつかる。


　オレは美少女の前に姿を現した人物を見上げる。


　細身で背の高い白はく髪はつの若い男。


　手には男の身長よりも長く、月の光を浴びた黒い一本の鉄棒。


　切れながの眼めをしていて表情はやけににこやかだ。


　目が合った。


　微笑ほほえまれた。


　涙目で微笑み返した。


「リーダー！」


　美少女が声を上げる。


　あぁ、やっぱりコイツがリーダーか。なんかそんな気がした。





[image: ]


「やは、ユズちん。苦戦してるのかい？」


「うん！　アイツ強い！」


「そうかそうか、まぁまだユズちん一人で実戦は早かったなぁ。やっぱ二人一組を徹てつ底ていするかぁ」


　リーダーと呼ばれた男は腕うで組ぐみをしてうんうんとうなずいている。


　実戦は早かったというか、早すぎたと思うぞ？　なんせ飛び蹴げりしか技わざがないわけだし。ひのきの棒と皮の盾たてで魔ま王おうに挑いどむくらい無む謀ぼう。


「ごめんよ、出てくるのが遅おくれて、ちょっと機をうかがってたもので。大だい丈じよう夫ぶかい？」


　そう言ってリーダーは倒れたままのオレに手を差し伸のべてくれる。


「なんとか……」


　それなりに時間が経たったからか、少し回復している。


　オレは差し伸べられた手を取り体を起こす。


「ワウ！」


　リーダーの足元にいた例の犬っぽいのが吠ほえたかと思うと、美少女……もといユズちん？　ユズに飛びついた。


「わは！　わたしは大丈夫なのだ！」


　ペロペロとモフモフが美少女の顔を舐なめる。


　おーおー微笑ましい光景だこと。オレと代われ、犬っころ。


「現状から考えて、君がユズちんを守ってくれてたってことかな？」


「いや、守るなんて……」


　そんなつもりだってなかったしな。コイツを庇ったのも成り行きってやつだし、なによりあのままならオレは守りきれていなかった。


「守るつもりがないのに抱だきついたってことは、それは痴ち漢かんというものですぜ」


　おっしゃる通りで。っていうかもうその時から見てたのか。できればもっと早く助けてほしかった。


「お前痴漢だったのか！」


「本気にするな、お前は！」


「ユズちんかわいいからねぇ。襲いたくなるのもわからないでもない」


　超ちよう真ま面じ目めな顔で何言ってんだコイツ。


　オレと同どう類るい項こうな気がする。


「わたしは襲われるのか！」


「襲わん！」


「なんだか仲良しだなぁ」


　あっはっはとリーダーは呑のん気きに笑う。なんだ？　コイツらは緊きん張ちよう感というものが欠落してるのか？


「リーダーが来たらもう安心なのだ！」


　美少女はにーっと笑う、八や重え歯ばがあるのか。いい萌もえポイントおさえてるじゃないか。


「……あんたは強いのか？」


「やーどうかねぇ、オイラは強いのか、はたまた弱いのか」


　そんなことを言いながら特とく徴ちよう的な白髪を搔かく、やっぱり呑気なリーダー。


「……頼たよりになるのか？　この人」


　なんだかすごく不安。


「何を言う！　リーダーはすごい！　超すごい！　どれくらいかというと超すごい！」


　コイツのボキャブラリーの貧ひん困こんさには全米が泣きそうだ。


　そういえば案山子は？


　緊張感皆かい無むな連中の雰囲気にあてられてオレまで気が緩ゆるんでいた。そのせいで案山子の存在を失念していた。


「！　リーダー後ろ！」


　ユズが叫さけぶ。


　いつの間にか案山子はリーダーの後ろに回り込んでいた。


　すでに回転しようとしている。


　ユズの声に気付いていないのか、リーダーはまったく動じない。後ろを振ふり向こうとすらしない。


　容赦なく襲いかかる案山子の腕うで。リーダーの後頭部の高さに合わせられている。


　瞬しゆん間かん、リーダーから表情が消えた。


　寒気がするほどの無表情だった。


　人はあそこまで感情を消せるのかと思った。


　リーダーは上半身を前まえ屈かがみになるように倒たおし案山子のフルスイングを避よけてしまう、と同時に右足を後方に突つき出すようにして後ろの案山子を蹴り飛ばす。


　木が割れる音がした。


　回かい避ひと攻こう撃げきがほぼ同時。


　後ろもしっかりと見ていた。上半身を倒した時に、後ろの案山子をちゃんと視界に捉とらえていた。


　それだけでわかる。このリーダーは本当に強い。


　──うらやましい。


「んー、背後から襲おそうならバレないようにしなきゃーなぁ。コツは素す早ばやく、静かにさー」


　くるりと回り、飛んでいった案山子の方にリーダーは向きなおる。


「……わざわざ敵に助言ですか。余よ裕ゆうですね、韋い蛇だ天てんさん」


　静かに響ひびく案山子の声。


「おぉ、オイラの二つ名を知ってるのかい」


「有名人ですからね……」


「……ふーむ、珍めずらしいねぇ、お前さんみたいな小物がオイラの名を知ってるなんて」


「……それも、貴方あなたが有名だからですよ」


　しばしの間、二人の間に沈ちん黙もくが訪おとずれる。


　二人がお互たがいの腹の内を探さぐりあうような時間。


　そんな状じよう況きよう下かで先に口を開いたのはリーダーの方だった。


「……まぁいいさね。考えても仕方ない。とりあえずお前には消えてもらうぜよ」


「そう簡単にやられるつもりはありません」


「それは無理ってもんさね。なぜならお前は、オイラの二つ名の理由すら知りえない」


　言い終えると同時にリーダーは案山子の方へと駆かけだし、持っていた棒を横一文字に素早く振るう。


　それを案か山か子しは後方にスッと下がり、かわしてしまう。振るった棒が、案山子の前を通りすぎる。


「遅おそい攻撃ですね。これで韋い蛇だ天てん？　笑わせます」


　案山子がリーダーとの間合いを詰つめる。


　その瞬間だった。


「蛇じや睨げい」


　リーダーがそう唱えると、案山子の体がぴたりと止まった。まるで一時停止ボタンでも押されたみたいに、ぴたりと。


「なっ……」


　誰だれよりも先に声を上げたのはやはり案山子だった。


　はたから見ているオレには何が起きているかすら理解できない。


　ただ一人、全てを理解しているリーダーは、そんな案山子になんの躊躇ためらいもなく蹴りを打ち込んだ。


　響いた音の強さが、蹴りの威い力りよくを物語る。


　案山子の体が冷たい地面を滑すべっていく。


　それを追うようにしてリーダーはふたたび駆けだす。


　そして勢いがついたところで高く跳とび上がった。


　手に持った鉄の棒を振りかざす。きっと着地と同時に刺さすつもりだろう。


　着地地点には転がった案山子がいる。


　この光景をオレはかつてプロレスの中ちゆう継けいで見たことがある。


　ジャンピングニードロップ！


　飛び上がって膝ひざから相手に落ちていく技。


　そんな容よう赦しやのかけらもない技をリーダーは案山子の胴どう体たいに叩たたき込み、なおかつ棒を案山子の顔面に突き刺した。


　ガラスが割れるような音。


「そんな……こんな……一いつ瞬しゆんで」


　案山子の声がかすれ、消えていく。


　かと思うと、案山子の体はさらさらと、風に吹ふかれて散る砂のように少しずつその場から消えていった。


「うーん、かっこつけてすぐやられるって恥はずかしいだろうなぁ、同情するぜよ」


　なんて言いながらリーダーは案山子がいた場所から小さな白い玉を拾ったかと思うと、それを放ほうり投げ持っていた棒で叩き割った。


　何をしてるんだろう？　いやそれよりもだ……


「倒した？」


　あの案山子を？　あっという間に？


「ほらな、リーダーで安心だろ？」


　とうとうボキャブラリーどころか日本語までおかしい。


「オツカレー」


　意い気き揚よう々ようと棒を肩かたに担かついだリーダーがオレたちのもとに戻もどってくる。


「すげぇ……」


「あっはっは、どうもどうも」


　そう言って笑う姿からはさっきの動きは想像できない。さっきの表情もな。


「さすがリーダーだ！　今日のお仕事は終わりだな！」


「んまぁ、そうなるんだけど、ひとついいかい？」


「ん？　なんなのだ？」


「そちらの方は巻き込まれた一いつ般ぱんピーポー？」


「違ちがう。スピーが見つけてくれたアクの方に行ってみたらコイツがいたんだ。でもアク玉持ってなかったからたぶんスクイビトなのだ！　わたしはコイツを仲間にしたいと思う！　っていうか仲間になれ、シュウスケ！」


「は？　いや、だから……」


　そもそもオレ〝スクイビト〟とかいうのじゃないんですけど。っていうかなにそれ。


「いいじゃないか！　仲間は多い方がいいんだ！　だからシュウスケ、わたしたちの仲間になるのだ！」


　よく響く声でそう言ったユズはオレに手を差し伸べる。


　けれどオレはその手を握にぎらない。


　いやだってねぇ。仲間になれってそんな。勘かん弁べんしてほしい。正直得体が知れないにも程ほどがあるってもんだ。


「悪いけどオレは……」


「あーまぁなんとなく把は握あく。現状把握。となればだ……」


　不意に口を挟はさんできたリーダーが真しん剣けんな表情でオレを見み据すえる。少しドキッとした。念のため言っておくが恋こいじゃないぞ。ときめきでもないぞ。怖こわかったんだよ。


「君の名前は？」


「……海野修輔」


「んじゃあ、シュウちんだな。シュウちんは親と一いつ緒しよに暮らしてるのかい？　それとも一人暮らし？」


「一応親父おやじと暮らしてる……あんま顔合わせないけどさ……」


「ほう……」


　少し難しい顔をしたかと思うと、またすぐにリーダーが口を開く。


「高校生かい？」


「あぁ、一応な」


「そっか……」


　リーダーは顎あごに手を当てながら真ま面じ目めな面おも持もちで何か考え始める。


　そして、ものの十秒も経たたないうちにパチンと指を鳴らした。なにか閃ひらめいたみたいだ。


「どうだい、おにいさん！　美少女との共同生活には憧あこがれないかい！」





　……は？





「今オイラたちの仲間になると三食美少女付き、駅まで徒歩十二分、日当たり良好、お風ふ呂ろとトイレは共同になるけど、敷しき金きん礼金一いつ切さいなし家賃もなしのものすごく好条件の家に住めるけど、どうだい！」


「いやそんな急に言われても……」


　美少女ってワードにはすごく心を惹ひかれるし、あの家を出られるってのにも魅み力りよくを感じる。ついさっきまでそれを望んでいたわけだしさ。


　けどなぁ、なんとなくこの連中の仲間になりたくないんだよなぁ。何度も言うが、得体が知れないにも程があるだろう。


「そうだよねぇ、急に言われても困るよねぇ」


「えぇ、それに仲間っていうのもちょっと……」


「そっかぁ……」


　そう悲しそうな顔をされるとなんだかこっちが悪いことをしたような気になるなぁ。


「残念だなぁ。お風呂は男女別であるけど、脱だつ衣い場じようは一つというカオスな設計になってるのに……」


　なん……だと……？


「あぁ、残念だ！　せっかく美少女たちとの共同生活が待っているというのに！　脱衣場でばったりなんていう男の夢イベントもありうるのに！　っていうかあるのに！」


「っ……！」


　止まったと思っていた鼻血がまた出てきそうな気がして鼻を押さえる。今、美少女たちって言ったか？　ユズ以外にも美少女がいるってのか？


「あぁ残念だ！　お菓か子しとか作ってくれて『あの……これ作ったんですけど、よかったらどうですか』みたいなイベントも起こりうるのに！　っていうか起こるのに！」


　なんだその環かん境きようはぁあああああ！　男の夢がそこにはあるっていうのか！　そうなのか！


「そういえばユズちん」


「ん？」


　突とつ然ぜん話を振ふられたユズが顔を上げる。ちなみに今までコイツは会話に入らず退たい屈くつそうに地面のコンクリートを指でなぞっていた。


「この前ホラー映画を観みて怖くなってオイラの部屋に来たよな。ま枕くら持って」


「なにっ？」


「それは言っちゃダメだ、リーダー！　しーっだ！　内ない緒しよなのだ！」


　沸ふつ騰とうしたやかんみたいにユズの頭から湯気が立ち上った気がした。顔は例のごとく真っ赤だ。


「あっはっは、怖いの苦手なくせによく観ちゃうんだよな」


「……リーダーが面白いって勧すすめるからだもん」


「オイラは好きなんだけどなぁ」


　はっ！　まさかこのリーダー！


　ユズを自分の部屋に来させるためだけにホラー映画を観させたのでは！


　あっはっはと笑いながらリーダーがオレの横に並んで立つ。


　そして耳元で一言ポソリと呟つぶやきやがったんだ。


「男なら、夢を実現するために努力を惜おしまない。違うか？」


　ぶわっ、と涙なみだが溢あふれた。


　この涙はリーダーへの称しよう賛さんの涙だ。


　オレは今までこんな男を見たことがない。


「ついてこないか、オイラたちの世界に」


「いいんですか、オレなんかが……」


「この手が見えないのかい？」


　スッと手が差し出される。そう、オレを別世界へ誘いざなうために。


「リーダー……」


　オレは当然ギュッとその手を握った。


　萌もえのためなら仕方ない。なんせオレは美少女を愛めでる会名めい誉よ会長なんだ。


　握られた手を見て、リーダーは口の端はしを釣つり上げ笑え顔がおを浮うかべた。


「ようこそ、チーム『シューティングスター』へ！」




　二掬すくい目　変態と野の武ぶ士し







　さほど量のない荷物を運び終えたころには午後七時を過ぎていた。引っ越こし作業に入ったのが五時過ぎくらいだったから二時間くらい経たったってことか。


　まさかリーダーが軽トラでオレの家まで来るとは思わなかったなぁ。正直予想外。


　時間も時間だったので今日は家具など大きな物だけ運んできた。服なんかは後日ということらしい。


　昨日帰り際ぎわに住所を聞かれたのはそういうことだったのか。


　車の中で聞いたのだがリーダーはオレの親に挨あい拶さつするのも兼かねてやって来たらしい。さすがにいきなり一人暮らしなんて普ふ通つう親は許さないだろうからと。


　けど、リーダーが家に来た時に親はいなかった。っていうか、そもそも家にいることの方が珍めずらしいんだ、会えるはずがない。


　だからまた今度ってことでとりあえず書き置きだけで納なつ得とくしてもらい、今に至るというわけだ。


　ちなみにさっきまで引っ越しを手伝ってくれていたリーダーは、一時間前くらいにご飯を作ると言って食堂へ行ってしまった。


　一人になったところでごろんと畳たたみの上に転がる。


　これからオレが住むことになるこの部屋は六畳じよう一間の和室。今までいたオレの部屋とたいして変わらない。よくなったことといったら、西日が差し込まないことだな。前の部屋は殺人光線がひどかった。


「それにしても……」


　ホントに引っ越しちゃったなぁ、オレ。


　一日経って冷静に考えてみれば、絶対にオレの決断はおかしい。たしかに家にいたくはなかったけど、だからってなんでこんな得体の知れない連中の仲間になっているんだ？　普通断るだろう。


　なんでこんなことになったんだろうなぁ……


　……どう考えても自分のせいです、本当にありがとうございました。何パンツに釣られて得体の知れない美少女についていったりしてんの？　バカなの？　死ぬの？


　オレがパンツに釣られさえしなければ、あの謎なぞの案か山か子しと出会うこともなかったし、リーダーの口車に乗せられることもなかっただろうに。


　まったくなにやってんだか、オレは……


　ハァっと一つため息。


　……いやでも待てよ？


　あのシチュはなかなかよかったし、パンツはもっとよかった。ストライプはたまらない。そもそもなかなか見ることの叶かなわない幻げん想そうをオレは見られたんだ。


　そう考えたら釣られたのも仕方なかったんじゃないか？　むしろ釣られない方がおかしいんだよ。そうさ、オレの選せん択たくはいたって普通っていうか、間ま違ちがっていなかった！


　パンツに命を懸かけるのが男の生き様ってもんだろう！


　それにしてもホント、いいパンツだったなぁ。また見れることはあるのかなぁ。あるといいなぁ……


　なんて期待を膨ふくらませながらオレはごろんと一回寝ね返がえりを打つ。


　荷物はさっき言った通り家具中心だからたいしてないし、そもそも昨日のせいでどこか気だるい。だからもうこのまま転がっていようと思う。


　なんせ全身に重しをつけられているみたいに体が重いんだ。


「はぁーあっと……」


　ユズは言っていた。『悪と戦うのがわたしたちの仕事』だと。


　マジでオレの仕事になるのか？


　いやいやいや、今まで喧けん嘩かの一つもしたことないオレだぞ。戦うなんてできるわけがないじゃん。昨日みたいな目に遭あうのも御ご免めんだし……これからどうなんの、オレ。


　……ダメだ、これからのことを考えてたら気分が沈しずんできた。


　ここは気分転てん換かんに妄もう想そうにふけろう。美少女を愛でる会名誉会長の妄想力を発揮する時だ。


　落ち着いて目を閉じる。まずは精神統一。萌え以外は考えるな。


　まずは美少女の容姿からだ。


　背は小さくて長い黒くろ髪かみ、前髪パッツンとかいいね。顔はあどけない感じ。当然胸はぺったんこ。平たく言うならツルペタ幼女……幼女はマズイ。いや、妄想だからアリか。どこがツルなのかは、想像に任せる。あえて言うなら上の髪じゃない。


　次にキャラ設定。ツンデレ成分は昨日十分すぎるほどリアルで補ほ充じゆうしたので、この妄想少女は無む垢くで子供っぽい子だな。


　設定的にはオレが兄、妄想少女が妹だ。


　そうだな、やっぱりおにいちゃんって呼んでもらわないとな。兄あにチャマでも可。





「おにいちゃん」


　あぁいいね！　おにいちゃんって響ひびきはたまらん！


「ねぇーねぇ、おにいちゃん！」


　そうそう、そうやって寝てるオレを揺ゆさぶってくるんだ。遊んでほしくってな。


「おにいちゃん？　おーにーいーちゃん！」


　ちょ、誰だれだオレを揺さぶるヤツは、妄想の邪じや魔まをするヤツは何なん人ぴとたりとも許さない！


「邪魔をするなぁ！　妄想中だ、見てわからんか！」


「ひっ……」


　まったく、これだから幼女は。


　さて妄想の続きといきませう。


　ふたたび目を閉じて妄想の世界にダイブ。


　えぇっと？　どこまで考えたっけ？　あぁ、遊んでくれないおにいちゃんを揺さぶる妹の図までか。続き続き。


「…………ん？」


　──っていうか、誰？　この幼女。


　もう一度目を開いてから体を起こす。
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　え？　妄想少女？　なぜここに？　夢？　夢なら問答無用で手を出したいんですが、万が一にも夢じゃなかったら確実に捕つかまります。


　どうする？　手を出すか、否いなか。


　否だな。さすがにチャレンジできん。あと、この子すごく泣きそう。くりくりしたかわいらしい瞳ひとみがすごくうるうるしている。


　たぶんさっき怒ど鳴なったせいだ。慰なぐさめた方がいいの？　いいよね。


「えっと……怒鳴ってごめんね」


　優やさしくその艶つややかな黒髪を撫なでる。さらさらしていて手て触ざわりもいい。どう考えても現実っぽいなこれ。


「うん……」


　潤うるんだ瞳をオレに向けながら小さくうなずいてくれる。


　にしてもかわいいなぁ。たぶんリーダーが言ってた美少女たちの一人だとは思う。この子の場合美幼女と言った方が語ご弊へいがなくていいかもしれない。


　背はユズよりさらに低そうだ。容姿はさっきオレが妄想した通り。理想の妹にぴったり。オレはずっとこんな妹が欲ほしかった。


　トップスは胸むな元もとにフリルのついたキャミソールに指先まですっぽりと隠かくれる薄うすい水色のカーディガンを羽織っている。下は裾すそがフリルになっているライトブルーのショートパンツ。女の子っぽいかわいらしい服装だ。


「えぇっと、なんでオレの部屋に？」


「ごはんなの」


「あ、呼びに来てくれたのか？」


「うん、しろにぃに頼たのまれた」


「しろにぃ？」


「うん、しろにぃ」


　誰だそれ。おそらくこのアパートの住人の一人だろうけど。


　オレが首をかしげていると美幼女も真ま似ねして首をかしげる。あぁもうかわいいな！


「ごはん、ごはん！」


　美幼女がオレの手を引いてくれる。


　オレはそれに逆らう理由もなく、引っ張られるままについていく。向かう場所は食堂だろう。ご飯らしいし。


　部屋を出てコの字形の回かい廊ろうに出る。


　オレが引っ越してきたこのアパート、名前は「竜りゆう庵あん荘そう」。


　アパートだと聞いていたから、てっきり二階建ての木造アパートを想像していたのだが違った。なんというか広いお屋や敷しきの一部屋をあてがわれたようなそんな感じ。ぐるっと塀へいで囲われていて、おまけに門を構えている。武家屋敷ってこんな感じなんじゃないか？


　回廊の間には庭が広がっている。小さな池に桜の木、一角にはリーダー自作の家庭菜園があるそうな。とにかく景観が素す晴ばらしい。


　食堂と風ふ呂ろを除いて、部屋数は全部で八。オレを含ふくめ五部屋に人がいるらしい。ちなみにリーダーの部屋がコの字の上の先せん端たんあたり。なんでも親せきの女の子と一いつ緒しよに暮らしているらしい、うらやましい。


　リーダーの部屋の隣となりにユズ。広い玄げん関かんを挟はさんでその横にオレの部屋だ。さらにオレの隣は空き部屋。


　オレたちの部屋の向かい側に他の住人が二人いるらしい、空き部屋は当然二つだ。どこに誰がなんていうのは聞いてないから知らない。そのうち会うだろう。


　コの字の右側部分にトイレ、風呂、食堂が並んでいる。これで家賃なしなんだからお得すぎる。


　美少女いるし、飯も作ってくれるし、美幼女もいるし、景観もいいし。


　これで昨日みたいなことがなければ、オレはもう満足だ。文句のつけようがない。


「ごっはん、ごはんー」


　意い気き揚よう々ようと美幼女が食堂に入っていく。当然オレも手を繫つながれているのだから、一緒に入る。


　食堂っていうか台所だな。広いけど。真ん中には色とりどりの料理が載のせられた細長い机がある。八人くらいなら問題なく座れそうだ。でかいな。


「お、来たか、シュウちん」


　エプロンをつけおたまを握にぎったリーダーが微笑ほほえみかけてくれる。できればそれは美少女にしていただきたかった。


　さっきまでオレの手を引っ張っていた幼女が手を離はなし、リーダーのもとへトコトコ駆かけ寄る。くっ、もっと握っていてほしかったぜ……


「しろにぃ、おにいちゃん連れてきたなの」


「おぉ、ありがとうな、ハル」


　にぱーっと無垢な笑みを浮うかべてハルと呼ばれた幼女がリーダーを見上げる。たぶん春って字なんだろうな。それ以外にハルって漢字が思い浮かばん。


　そしてしろにぃってリーダーのことでしたか。


「ハル、シュウちんに自己紹しよう介かいしたかい？」


　フルフルと首を振ふる。


「あらら、っていうかオイラも自己紹介してないな」


　どうやら今気付いたようだ。聞こうかどうか悩なやんではいたんだが、リーダーはリーダーだしなぁということで聞かずにいた。


「まずはオイラだ。オイラは伊い吹ぶき白しろ、二は十た歳ちの大学生」


「二十歳だったのか」


「あっはっは、よく言われるよ、ガキっぽいってね」


　てっきりオレの一個上くらいだと思ってた、実は四つも違うのか。


「好きなものは萌もえと美乳と微び乳にゆうかな」


「やっぱりあなたは素敵だ」


「ありがとう」


　いい笑顔だぜ。美と微だっていうのは言われなくたってわかる。同志だからな。


「是ぜ非ひ美少女を愛めでる会に入会してほしい」


「なんだい？　それは」


「オレが発足した美少女を愛し守る会です」


「ほう、是非入らせてもらおうか」


　こうして二名になりました。


「それでこっちは小鳥遊たかなし小こ春はる。こう見えて中学生だ。十四歳。幼女ではない。ちなみにオイラとは親せき」


「え？　十四歳？」


「……十四歳」


　美幼……美少女がふくれる。すまん、こればっかりは勘かん違ちがいするって。見た目はどうみても小学生です。


「あっはっは、いっつも間違われるんだよな」


「ハルが小さいから……」


「いいじゃんかー。かわいいよー」


　相変わらずニコニコ笑顔なリーダーがハルを抱だきしめる。長身のリーダーに、ちっこいハル。傍はた目めから見たら親子だな。お父さん若すぎる気がするけど。


　それにしてもこの仲の良さは……


「えぇっと、二人は付き合ってたりするわけ？」


「いんや？　オイラが溺でき愛あいしてるだけ」


「あ、そういう関係じゃないわけか」


「そーそー。なぁハル」


「……うん」


　とはいえ、ハルの方はまんざらじゃないような表情。本当は好きなんだけど言えないような、そんな雰ふん囲い気き。ゲームとかならよくある関係だけど、どうなんだろ？　現実じゃわからん。まぁどちらにせよ言えることは、ハルちゃんかわいいよ、ハルちゃん。


「ご飯できたかー？」


　戸が開き、ひょこっと現れたのはユズだ。相変わらずいいツインテールしてやがるぜ。


「できてるよ、今日野や郎ろうはちょっと遅おそくなるから深み雪ゆきだけ呼んできてくれないかい？」


「了りよう解かいなのだ！」


　言うが早いか駆けだすが早いか、すぐにユズは消えていった。そういえばアイツの苗みよう字じとかも知らないな。


「ところで、シュウちんはおっぱい好きかい？」


「大好きです」


　当然だ、男でおっぱいが好きじゃないヤツはいない。もし嫌きらいなヤツがいたら、四百文字詰づめ原げん稿こう用よう紙し六十枚に理由を書かせて提出させてやる。その上でその理由を全否定する。


「おっきいのとちいさいのどっちが好きだい？」


「個人的にはおっきい方が」


「なら、もうすぐ来るだろう深雪に期待しているといいよ。オレの幼なじみなんだけど、いいおっぱいだよ」


「マジか」


「ゆきねぇすごく大きいよ、うらやましい……」


　自分の胸のあたりをぺたぺた触さわりながらそんなことをハルがぼやいた。


　はっはっは、これはツルペタ女の子の萌えシーン王道じゃないか。現実で見られるとは思わなかったぜ。涙なみだが零こぼれそうだ、それくらい素晴らしいシーンに出会えた。


　──生きていてよかった。


　ふとリーダーと目が合う。


　リーダーは涙を流しながら、こくりとうなずいた。


　あの眼めは、『生きていてよかったな』と語りかけてきている。


　オレもヒッチハイクをする時のようにグッと親指を立てて、返事を返す。


『ツルペタ幼女に乾かん杯ぱい』


「なにやってんだ？」


「おぉ、ユズちん、なんでもないさー」


　とりあえず二人して涙を拭ぬぐう。さすがに涙の理由を言うわけにはいかない。こう男のプライド的に。


「変な奴やつらだな」


「なにか悲しいことでもあったんですか？」


　ユズのあとに入ってきた少女がハンカチを差し出してくれた。


「あ、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫」


　オレは手で涙を拭い、ハンカチを差し出してくれた少女を見る。


　思わず息を飲んだ。


　涙でぼやけていたからさっきは見えなかったが、今ならはっきりと見える。


　一言で表してやるよ。


　やばい。


　超ちようど真ん中、ストレート。逆転満まん塁るいホームラン。


　肩かたにかかったこげ茶色の髪かみ、柔にゆう和わな笑顔、春の日差しを連想させるようなそんな心ここ地ちよさがある。こげ茶色の髪を左右で二つにくくってお下げにしているあたりが、清純派美少女の印象を強めている。


　薄うすいピンク色のＴシャツにキャミソールのような薄い白のワンピースを重ねている。透すけるからか下にショートパンツをはいているようだ。


　そんなことよりも特筆すべきは、そのおっぱい！　胸の下に影かげができてるんだゼ？　信じられるか？


　やばい、これはすぐにでも求きゆう婚こんしたい。結婚を前提にお付き合い願いたい。そんなことしたらドン引きされるに決まってるけどな。


「いいおっぱいだろ？」


　いつの間にかオレの横に来ていたリーダーが耳打ちしてくる。オレはうなずくしかできなかった。


「はじめまして、立たち花ばな深雪っていいます。深い雪と書いて深雪です。大学生で十九歳。趣しゆ味みはお昼ひる寝ねかな？　よろしくね」


　声もいい！　優やさしい声だ。心地いい。


「オレは海うみ野の修しゆう輔すけ、修しゆ行ぎようの修に車へんの輔で修輔。年は十六。よろしく」


　少しでもクールでかっこいいという印象を与あたえておきたい。この人の前ではかっこよく決めたい！


「じゃあ修輔くん……だね。何かあったら是ぜ非ひ頼たよってくださいね」


「あぁ、ありがとう」


　オレも笑顔を返す。やばい、かわいい。こんな女の子って伝説の生き物じゃなかったんだな。まさか存在するとは。入ってよかった、シューティングスター。


「早く食べるぞ！　わたしはお腹なかすいたのだ！」


　おっとユズが耐たえられなくなったようだ。っていうかいつの間に席に着いていたんだろう？


「それじゃあ、私たちも座りましょう」


　促うながされてオレたちも席に着く。どうやら定位置とかはないようだ。


　オレが席に着いてから、リーダーのいただきますで食事が始まる。


　そういえば誰だれかに料理を作ってもらうのは久しぶりだ。誰かと一いつ緒しよなんてなおさらな。


　テーブルの上には大きなお皿が三つほど。野や菜さい炒いためにチンジャオロース、そしてサラダ。みんなが好きなように食べたいものを小皿に取っていく。





「そういえば昨日の案か山か子しはなんだったんだ？」


「あれ？　修ちんはわからずに戦ってたのかい？」


「いきなりあそこに連れていかれたからな」


「え？　お前アク知らないのか？　スクイビトのくせに」


　お箸はしをくわえてきょとんとするユズ。


「いや、そもそもオレその、スクイビト？じゃないんだが」


「え？　お前、スクイビトじゃないのか？」


「え？　お前、オレをスクイビトだと思ってたのか？」


「…………」


　黙だまったままユズがうなずく。


　コイツはもうちょっと頭を使うことを覚えた方がいいと思うんだ。


「じゃあ何か！　わたしは勘違いで普ふ通つうの人に手伝わせてたのか！」


「そういうことだな、っていうか、お前今いま頃ごろ気付いたの？」


　いやまぁオレをスクイビトとかと間違ってたらしいからそうなんだろうけど。


「なっ！　なんでもっと早く言わないのだ！　勘違いしてたなんて恥はずかしいじゃないかぁ！」


「いやいやいや！　勝手に勘違いしたのはそっちだろう！」


　ギャーギャーと言い合うオレたちを見てリーダーが高笑い。


「あっはっは！　いやぁ、災難だったねぇ、修ちん。あれはね、アクなのさ」


「それは聞いたな、悪なんだろ？」


「んー、イントネーション的に修ちんの言う悪じゃないな、アクだ」


「アク？」


「そーそー鍋なべとかしてるとでてくる、アレ」


「あれがアク？　でも案山子だったぞ？」


「いろんな形があるんだよ。昨日のは、たまたま案山子だったってだけ」


「じゃあ他ほかにもいろんなのが？」


「この前は冷蔵庫に手と足が生えていましたね」


「から傘かさお化けもいたぞ！」


「靴くつが何十足も行進していた時もあったなぁ、アレは骨が折れたぜよ」


「えーっと、聞いた感じお化けみたいなものなのか？」


「まぁ、アクが俗ぞくに言うお化けだよ。修ちんはさ、辛つらいこととか怒おこりたくなることがあっても、一晩寝ねれば少しその気持ちが薄れることってない？」


「まぁそれがすごく気にしてることじゃなければ……」


「それは寝てる間にその感情がアクとなって浮うき出ているんです。他にも誰かの悪意なんかも浮き出てきますね。それら浮き出たアクが集まって形を成し行動する。それを放ほうっておくといたずらをしだすので、私たちが退治しているんです」


「さっきユズちんも言ってたけど、から傘お化けなんかいい例だよ。ずっと昔から人のアクがそうやって浮き出ていたんだ」


「全然知らなかった……」


　っていうか信じ難がたい。これで昨日の案山子を見ていなかったら、絶対に信じられない。


　オレは昨日直接案山子さんと触ふれあっちゃったからなぁ。信じないわけにはいかない。


「ま、そんなこんなでオイラたちはアクが出たら掬すくい取りにいくわけだ。できる限りアクが大きくなる前にね」


「大きくなるとどうなるんだ？」


「当然強くなるし、何より厄やつ介かいなのが人に悪あく影えい響きようを及およぼしだすんだよ。最悪のケースで言うと、この世の中に悪人しかいなくなる」


「……それまたスケールの大きい話だな」


「まぁねぇ～。ほらアクって食材にくっついたりスープに溶とけたりするから、そうなる前に取っちゃうじゃん？　それと同じで人にくっついたりするわけですよぉ」


　さしずめこの世の中というか世界がスープで人が具材か。


「まぁそんなわけでほっとくと面めん倒どうなことにしかならないアクを掬い取るのがオイラたちスクイビトって呼ばれる集団なわけさ。基本的には毎晩現れる小型のアクを掬い取る。で、たまに現れるでかいのも掬い取るっていう簡単なようでわりと大変なお仕事です」


「なんとなくわかったような気がする……」


「オイラの家系はそういうのを退治する家系でさぁ。オイラの親以外は由ゆい緒しよ正ただしきアク取り一族なわけですよ。国お抱かかえだゼ？　すごいだろ？」


「え？　マジで？」


「誰にでもできることじゃないですから」


「アクにはサイズがあるんだけどさ、小型のアクは本来普通の人には見えないんだ。それが最初から見えるのがオイラの家系」


「ってことは昨日の案山子は大型だったのか」


「いや、あれは小型だったぜよ。ただの雑ざ魚こさね」


　あれで雑魚かよ……いやそれよりも、


「オレには普通に見えてたぞ？」


「まぁそれはきっと修ちんに事情があったんだろうねぇ」


「事情？」


「誰かの、いや複数かもしれない、とても強い悪意に触れたことがある。そういう経験のある人はアクが見えることがあるんだ」





「強い悪意……」


　すぐにわかった。オレに悪意をぶつける存在。


　そうか、それでか……でもそうなると、ここにいる連中はみんな同じような経験があるってことか。深雪さんやユズですら……


「で、そんなアクを掬うのには専用の武器が必要になりまして」


「専用の武器？」


「うい、『是ぜ非ひ観かん器き』って言ってね？　昨日オイラがなんか鉄の棒らしき物を持ってたの覚えてるかい？」


「あぁ、あの長いあれ？」


「そーそー、それそれ。あれは普通の棒じゃなくてね？　アクを倒たおして手に入れたアクの欠片かけらを埋うめ込んであるちょっと変わった棒なんさ」


「なんでアクの欠片を？」


「アクはアクじゃないと倒せないんだよ。だからアクの欠片を埋め込んだ武器をスクイビトは使ってるってわけさ。ＯＫ？」


「……ん、なんとなくわかった」


「うんうん、優ゆう秀しゆうかな優秀かな」


　そう言ってリーダーは満足そうにうなずく。


「是非観器には特別な力があるので使えると楽しいですよ。私のは『香こう』の力なんです。人を癒いやしたり幻げん覚かくを見せることができるんです。色を濃こくして煙けむりを舞まわせることもできますし、他にもいろいろ応用できて便利な力です」


　そう言って深雪さんが愛らしい笑え顔がおを見せてくれる。たまらん。


「そういや力のことは話し忘れてたね」


　思い出したようにリーダーが口を開いた。


「是非観器にはアクの欠片を入れた時にそれぞれ能力が備わるんだよ。その力は必ず漢字一字で表されて、その武器を使うスクイビトはその漢字から受けたイメージを技わざにして使うことができるんだ」


「へぇ、なんか楽しそうだな」


「まぁねぇ。その分ちょっとルールがあったりするんだけど、それはまた今度かねぇ。ちなみにオイラは『蛇へび』でね。蛇になぞらえた技が使えるんさ。今度機会があったら見せてあげるよ」


　それを聞いてオレは昨日の案山子を思い出す。そうか、あの時リーダーが何かを呟つぶやいて動けなくなったと思ったけど、あれはたぶんその力の効果だろう。


「じゃあリーダー、『風』とかもあったりするのか？」


「当然ある、とは思うぜよ」


「そうか……いいなぁ、『風』。理由は言わないけど」


「オイラも『風』がよかったなぁ……理由は言わないけど」


　たぶん言わないっていうか、言えない理由は同じだと思う。


「いやまぁ、そんなこんなでこの街を管かん轄かつしてるスクイビトの代表はオイラだから、こうやって楽す……じゃねぇや。協力するためにチームを組んでるのさ」


　なんか楽って聞こえたけど無視しておこう。


「この街をってことは他のとこには他のヤツがいるのか？」


「おぉ鋭するどいねぇ、さすがにオイラたちだけで全国ってのは無理があるからねぇ、行動範はん囲い的に。オイラみたいに徒党を組むとこもあれば、各おの々おの好き勝手にやってるとこもあるよ」


「なるほど……で、そうやってアクを掬ってるのがスクイビトって存在なわけか」


「そーいうことー、本当は掬う人と書いて掬い人って呼ばれてるんだけどそれは個人を表すから、オイラたちのチームはシューティングスターって名乗ってるわけさね。アクからはおたまなんて呼ばれたりもするけどね？」


　それで昨日の案山子はオレたちのことをおたまって言ったのか。


　にしてもなんでシューティングスター？　掬い人やおたまとはまったく関係がない。どこをどうしたら、シューティングスターになるのだろう。


　なんかリーダーのことだし、実はテキトーにつけてて理由を考えてない、なんてこともありえなくはない気がするなぁ。っていうか実際そうな気がする。


「とりあえず基本的にヤツらが出てくるのは夜だから、昼間は自由。夜になったらパトロール」


「パトロール？」


「うん、出てくる場所も数もわかってないからねぇ。基本的に一日五体掬えば上等かな」


「でも最近は妙みように少ないですよね」


　少し不安そうな顔をした深雪さんがそうぼやく。


「んー、それはまぁ気になるけど……考えても答えは見つかりそうにないので、楽だなぁくらいに思ってよう！」


　いいのか、それで。まぁ、アクのことを全然知らないオレはどうとも言えないのだが。


「とりあえずアクを見つけたら携けい帯たいでハルに連れん絡らく」


「ハルに？」


「ハルが家でいろいろデータを取ってくれてるんだ。どこで誰だれがどんなアクと戦っているか。誰の手が空すいているか。ま、早い話、司し令れい塔とうさね」


「ハル司令塔なの？」


　黙もく々もくとチンジャオロースに箸はしを運んでいたハルが自分の名前が出てきたので箸を止め、首をかしげる。愛らしいぜ、まったく。


「あぁもうかわいいなぁ……じゃなくて。そうさね、ハルが司令塔さね。提出用の書類も書いてくれるしなぁ」


「書類なんかあるのか」


「お偉えら方がたが見るらしいぜよ？　ま、見てもわかんないだろうけどね、戦うのはオイラたちなわけだし」


「そのくせ、あいつらはああしろこうしろ、もっと働けって言うんだ！　プンプンだ！」


　どうやらユズはそのお偉方が嫌きらいな様子。ユズはというより全員かもしれない。みんながうんうんうなずいている。


「危ない現場仕事は私たちがこなしているというのに……」


「その分給料をふんだくってるから文句は言えないのぜよ」


「そうですね、私たちの生活費になってますから」


　もしかしてそのお給料のおかげで家賃とかがないのか？


「まぁ、そういうわけだから、早さつ速そく今日の夜にでもパトロールだ」


「了りよう解かい……」


「最初のうちはすぐオイラたちが駆かけつけるから、そこまで不安になる必要もないぜ」


　そう言ってにこやかに笑うリーダー。


　正直かなり不安ではあるが、リーダーがそう言ってくれるなら「そうなのかな？」なんて思ったりする。なによりリーダーの強さは昨日、目まの当たりにしてるんだしさ。何かあってもリーダーが助けてくれるだろう。


　そうなってくるとどうしても気になることがあるわけで……


「けど、いいのか？　オレは掬い人じゃないのにここにいても……」


　そもそもオレは勘かん違ちがいで勧かん誘ゆうされた一いつ般ぱん人じんなわけだし。


「なぁに、問題ないさね。登録しとけばいい話さー」


　とのことらしい。あっさり解決。どうやら杞き憂ゆうだったようだ。


　変な話だが、オレはどこかほっとしていた。戦いたくなんかない、けれどここを出ていきたいとも思わない。それが今のオレの率そつ直ちよくな気持ちだったりする。


「そういえば、昨日はユズちゃん一人で出てたんですね。家を出る時は白と一いつ緒しよだったような気がしたんですけど」


　思い出したように深雪さんが口を開いた。


「あぁ、途と中ちゆうまではオイラと一緒だったんだけどねぇ。スピーが三か所もアクの居場所を嗅かぎつけちゃってさぁ、手分けするためにユズちんを一人にしたんさ……まぁやっぱり無理だったっぽいねぇ」


「なんせ飛び蹴げりしか技を知らなかったしな」


「わたしは飛び蹴りしか知らん！」


　だからって、常に飛び蹴りという選せん択たく肢しも男らしすぎるだろう。普ふ通つうは他の選択肢を選ぶもんだ。


「それしか教えてないしねぇ」


「やっぱり薙なぎ刀なたの方がいいんじゃないですか？」


「んー……薙刀かぁ」


　ユズは箸をくわえたままなにやら考える。薙刀を使ってる自分でも想像してるのだろうか？


「やっぱりわたしはリーダーに教わる！　武器使わない方がヒーローっぽいのだ！」


　ヒーローらしさよりも戦いやすさの方を普通は優先するんじゃないのか？　普通に考えて武器持ってた方がいいだろう。使えないと意味はないけど。


「まぁ戦うための力なんて後天的なもんさ。努力次し第だいでなんとでもなるぜよ」


「頑がん張ばるぞー！」


　ユズの表情は決意に満ちている。アクと戦うために努力する。すごいヤツだ。


　オレにも同じことができるか？　不安しか感じない。


「まぁそう不安そうな顔しなくたって大だい丈じよう夫ぶさね」


　オレの表情を読み取ったリーダーが優やさしく声をかけてくれる。


「修ちんもさ、決していいことなんかじゃないけど、オイラたちと同じでアクが見えるんだ。それだけでも十分掬すくい人としては素質があるとおにいさんは思うのさね。アクは悪意を受ければ誰でも見えるってわけじゃないからね」


「そう、なのか？」


「あぁ、そうさね。見えない人はどうあっても見えないからねぇ。見えるヤツと見えないヤツには決定的な差があるんさ。見える修ちんは掬い人としてやっていけると思うし、強くもなれると思うよ。絶対にさ」


　そう言ったリーダーの表情はどこか自信に満ち溢あふれている。


　そんな顔で諭さとされたらなんとなくオレでも強くなれるんじゃないか？　なんて気がしてくるわけで。


　まぁ、だからと言ってユズみたいに「頑張るぞー！」と思うほど前向きにはなれないが、少なくとも直前までの不安感はなくなっている。オレだって、やればできるかもしれない……か。


「ごちそうさまでした」


　深雪さんが丁てい寧ねいに手を合わせてからそう言った。それに続いてユズも手を合わせる。


「ごちそうさまなのだ！　深雪！　お風ふ呂ろに行こう！」


　お風呂……だと？


　あ、リーダーの眉まゆがぴくっと動いた。


　反応するあたりやっぱりこういうところはオレと似てる気がする。同どう類るい項こうだな。


「そうですね、今日も寒かったし、見み廻まわり前に一度入りましょうか」


「ハルも行く」


「じゃあ三人で入ろう！」


「そうですね、行きましょう」


「お皿の後片付けはオイラがやっとくから行っといで」


「いいんですか？」


「さすがリーダーだ！　任した！」


　女三人寄ればなんとやら。わいわい騒さわぎながら、といってもわいわいしてるのは主にユズなのだが、三人はお風ふ呂ろに向かっていった。


「さて、修ちん、ともにお皿を下げよう。すぐに終わらせるぜよ」


「まさか……」


「そう、そのまさかさ。言っただろう？　男なら夢は叶かなえるもんだって」


「ＯＫ。そうだったな、オレもそのためにここに来たんだった」


　早速チャンスが訪おとずれたんだ。この機会を生かさないわけにはいかない。


「そうと決まればミッション開始だ。まずは後片付け。きっと替かえの服やらを取りに一いつ旦たん部屋に戻もどるだろうから、制限時間は三分ってところだ。長引けばヤツらは風呂に入ってしまう」


「脱だつ衣い場じようを覗のぞくわけだな」


「風呂場でもいいが、たぶん湯けむりが鉄てつ壁ぺきのガードを見せるだろうからねぇ」


「くっ、湯けむりはガードに定評があるもんな」


「よって、特にガード役のない脱衣場を襲しゆう撃げき」


「了解！」


「ではミッションスタートだ！」


　二人でこの量を三分なら問題はない、すぐに終わらせてやるぜ！





　　　　★




　外はやっぱり冷える。


　しかし、そんな外気の寒さなんか露つゆ知しらず、オレたちはたぎっていた。そう萌もえの力によって。この場合スケベ心と言っても間違いではない。


「リーダー、この扉とびらの向こうに夢の世界が広がっているんですね」


「あぁ、聞こえるだろう？　中での彼女たちの会話が」


　耳を澄すます。


　聞こえる、聞こえるよ、リーダー。


「ゆきねぇはおっぱい大きくていいなぁ」


「何をしたらそんなに大きくなるんだ？」


「特に何もしてないんですけどねぇ……」


　くっ、こんな会話、ゲームや漫まん画がだけじゃなかったんだね！


「おっぱいは揉もむと大きくなるってリーダーが言ってたがホントか？」


「よく聞きますけど、どうなんでしょうねぇ？」


「ゆきねぇ、しろにぃにおっぱい揉まれたの？」


　この人なら本当にやりかねん。


「そ、そんなことありません！」


　どうやらないようだ。ジト目で見ていたオレに気付いたリーダーも小さな声で無理だったと言っている。


　無理だった？　まぁいいや。


「ハル！　わたしのおっぱいを揉んでみるのだ！」


「いいの？」


「お互たがいで揉めばきっと大きくなる！　実験だ！」


「やってみる！」


　ちょーっとこれは是ぜ非ひとも拝見したい。この目で見たい。見ればきっとそれだけでご飯三杯ばいイケる。三杯どころか炊すい飯はん器きを空にする自信だってある。


「修ちん的にはやっぱ狙ねらいはゆきちんか」


「当然！」


　まぁ小さなおっぱいも好きだから、ユズにも興味はある。


「リーダーはやっぱハル？」


「おうさ！　あとユズちん」


　なんだ、ただのロリコンか。まぁ、オレも嫌いではないからなんにも言わないけどさ。


「それでは、めくるめく夢の世界へ……」


　リーダーの手がドアノブに伸のばされる。


　これをすこーし開いて、すこーしだけでも見ることができればミッションコンプリートだ。


　しかし、焦あせりは許されない。


　絶ぜつ妙みような開き具合。開いているのが気付かれず、なおかつオレたちが見られるだけの開き具合が要求される。


　大丈夫、リーダーならきっとやってくれる、そうこの男なら。


　ドアノブに手をかけたところでリーダーが動きを止める。


　どうしたんだ？　早くしないとおっぱいを揉み合う二人が見れないじゃないか。





「修ちん、今回はミッションフェイルドだ」


「え？　作戦失敗？」


　戸と惑まどうオレに答えを返してくれたのは、リーダーではなかった。


　スッとオレとリーダーの間に刀の切っ先が割って入る。


　正直唐とう突とつすぎて顔の横に入ってきたこれがなんなのか理解するのに、たっぷり十秒は必要だった。


　これ本物？　本物なの？　いやまさか。模造刀……だと思う。


　だって本物なんて持ってるわけないでしょう。ましてやそれを人に向けるなんてねぇ。


　まぁ、どっちにしろ怖こわいにはかわりないわけなんですが。


「せいちんお帰りー」


　こんな状じよう況きようでも能天気なリーダー。


「……何をしている貴様ら」


「あっはっは、何してるって見たらわかるじゃない、ねぇ修ちん」


「え？　あ、あぁ……」


　突つき出された刀を辿たどりその先に居る人物を見る。


　まず思い浮うかんだイメージは侍さむらいだ。刀に剣けん道どう着ぎを着ているからじゃない。


　短たん髪ぱつに鋭するどい目つき、質しつ実じつ剛ごう健けんという言葉がよく似合う。リーダーも背は高いが、この男の方が数倍でかく見える。そう見えるのは確実にガタイの違ちがいのせいだ。


　この野武士みたいな男、怖い。オレやリーダーとはま逆の人種なのは間違いない。


「ふん、またくだらんことを」


　口の端はしを釣つり上げ不敵に笑う。


　お？　このまま刀で叩たたき斬きられるのかと思ったが、そんな感じではないぞ？


「せいちんも覗くかい？　かわいいよぉ」


「このオレがそんなことをすると思うか？」


「思わないけど誘さそうくらいはいいだろ？」


「本当に馬ば鹿かだなお前は」


「どうも」


「それで、そっちの少年は？」


　刀の切っ先がオレを捉とらえる。怖いっす。普ふ通つうに怖いっす。先せん端たん恐きよう怖ふ症しようになりそう。


「この子は新しい仲間さぁ。名前は修輔。美少女を愛めでる会の名めい誉よ会長さ」


「ほう……ということはだ。貴様と同類か、白」


「まぁそうなるねぇ」


「軟なん弱じやくな……ましてや覗くなどという卑ひ劣れつな行こう為い。オレが許さん」


　あ、気のせいでした。絶対やられる、これ。さよなら現世。


「おっとごめんよ、修ちん、紹しよう介かいが遅おくれたね。こちらはこの竜庵荘にて法の番人的な役割を果たしている藤ふじ井い清せい田た。オイラと同い年。剣道やってて、男の中で唯ゆい一いつの真ま面じ目めっこだ。趣しゆ味みは盆ぼん栽さい、あと洋よう菓が子し作り。能力は『牢ろう』。相手を少しでも斬れると数秒動きを止めたりできるチート性能」


　いやそんな『斬れる』とか物ぶつ騒そうなこと言わないで。


　っていうか、これで洋菓子作りが趣味？　ギャグ？　マジ？　わっかんねぇ、否定も肯こう定ていもしないんだもん。


「初対面でこんなことをするのも気が引けるが……仕方ない」


　目の前に突きつけられていた刀の切っ先が離はなれる。


　当然その動きを目で追っていたからわかるさ。


　高々と振ふりかざしているんだ、刀を。狙いはオレの脳天っぽい。


　こうなってしまえばこれが本物か模造刀かなんてどっちでもいい。結局くらえばやられることには変わりないのだから。


　オレはただそれを呆ぼう然ぜんと眺ながめる。マネキンのように。


　そんなオレを助けてくれたのは、やはりリーダーだった。


「くっらぇえ！」


　リーダーがすぐに右回し蹴げりをセイタに放つ。振り上げるのとほぼ同時だ。


「ぬっ！」


　セイタはすぐに振り上げていた刀を下ろし防ぼう御ぎよに使った。


「ひゅー、さっすがぁ！」


「ふん……」


　なんともクールにセイタはリーダーを弾はじき返してしまう。


　二人が距きよ離りを取る。


　そしてほぼ同時に裸足はだしのまま庭に降り立った。


「セイタだけ武器持ちはずるいなぁ、オイラも出させてもらうぜー」


「……好きにしろ」


「あぁ、好きにさせてもらうぜー」


　セイタが答えたのを聞いて、リーダーがポケットから一つ丸い玉を取り出す。


「この身ただ、滅ほろび崩くずれんその日まで、灰あ汁くを掬すくいて、己おのを試ためさん。試し己きの戈か、放ほう蛇だ棍こん」


　リーダーの言葉に反応してか持っていた玉が白く光ったかと思うと、一いつ瞬しゆんにして昨日持っていた長い棒に姿を変える。


　オレは息を飲んでその様子を見つめる。昨日の夜から現実味のないことが多すぎる。


　いや、でも案か山か子しが喋しやべって動きだしたんだ、これくらいじゃ……噓うそです、ごめんなさい。さすがに突とつ然ぜんだったので驚おどろきました。


　そんなオレは完全に蚊か帳やの外で、対たい峙じした二人は静かに睨にらみあっている。


　いや、睨んでるのはセイタだけか。


　リーダーはいつも通り。どこか余よ裕ゆうそうだ。





　冷たい風が二人の間を吹ふき抜ぬける。


　二人は向きあったまま、ただただお互いの様子を窺うかがっていた。お互いが力量をしっているからこそのこう着状態。そんな中、先に動いたのはセイタだった。


「せいっ！」


「──っ！」


　セイタが一いつ閃せんを放つ。リーダーの脳天目がけ、鋭く。


　リーダーの反応は速く、即そく座ざに側面から棒で刀を打つ。


　響ひびき渡わたる金属音。澄んだ空気を揺ゆらす。


　セイタの刀が横にずらされた。


　リーダーが即座に刀を打った側を引き戻もどし、セイタの空いた頭部を狙って棒の逆側を走らせる。


　これが棒術の利点。一いち撃げき打っても即座に反対側でもう一撃打つことができる。


　しかし、その攻こう撃げきはセイタに読まれていたようだった。


　セイタは刀を弾かれるや否いなや、即座に刀を引き上げリーダーの攻撃を受けてみせた。


　そのまま競せり合い二人の動きが止まる。


「いい反応じゃないか、セイタ！」


「ふんっ……」


　二人は一呼吸、睨みあう。


　直後、セイタがリーダーの腹に前蹴りを放った。それを察していたのか、リーダーは素す早ばやく後退、セイタの蹴りは空を蹴る。その隙すきをリーダーが突く。


　片手持ちに変え、リーチを長くした状態で棒を振り下ろす。


「っ！」


　セイタは一瞬舌打ちをしながらも、身を捻ひねり棒をかわした。


　振り下ろされた棒は激しく地面を殴なぐりつける。


　間かん一いつ髪ぱつ避よけることができたセイタ。しかしリーダーの攻撃はまだ終わっていなかった。


　振り下ろされた棒がオレの方に転がってくる。どうやらリーダーは棒を手放したようだ。


　身軽になったリーダーは、セイタの顔目がけて右ストレートを放つ。


　しっかり捉えたかと思ったそのストレートは、セイタの頰ほおをかすめた。


　セイタは首を傾かたむけて避けたようだ。


　それを見てリーダーが次の動作に移る。


　セイタの脇わき腹ばらを狙った左のミドルキック。


　こればっかりは避けきれなかったようで、鈍にぶい音を立てながら蹴りがめり込む。セイタの表情が苦痛に歪ゆがむ。


「まだまだっ！」


　リーダーが低く腰こしを落とし、セイタの腹部に肘ひじを打ちつける。打ちつけたあと即座に両りよう腕うでを伸のばしセイタの肩かたを摑つかんだ。無理やり引っ張り倒たおしながらリーダーの膝ひざ蹴り。次いでガラ空きの背中に肘を落とす。


　流れるような一連の動作に思わず息を飲む。


　あんなコンボは格かく闘とうゲームだけでしか存在しないものだと思っていた。実際にできるなんて思いもしなかった。


　すげぇ……


「くっ……」


　セイタが膝をつく。あれだけのコンボをくらって膝をつかないわけがない。


「どうだい？　降参してもいいのぜー」


「ふんっ……まだだ」


　立ち上がりまた刀を構える。


「元気だねぇ」


　…………ん？


　なんか今リーダーがこっちをチラ見した気がする。あ、もう一回。


　なに？　なんなの？　いやな予感しかしない。


　だってなんとなく察しはついてるんだもん。





　オレは足元にある棒に目を向ける。たぶんこれだよなぁ。立場的にはリーダーの味方なわけですからね、オレは。マジかよ……


　後ろからならたしかにオレでも攻撃できそうな気はしなくもないけど、こう気が引けるっていうのもありますし、なによりもし万が一にも気付かれた場合さ？


「っ！　そういうことか！」


　こうなるよね。


　セイタがくるっと振り返りオレの方を向いた。おそらくセイタはリーダーの視線が外れたことに気付いたのだろう。


　これはまずい。


　刀を振りかざし突つっ込んでくるセイタ。


　ヤバいヤバいヤバい！


　咄とつ嗟さに足元に転がっていたリーダーの棒を拾う。


　さっきリーダーがやってたみたいに弾くか？　できるか？　オレに。でもやらなきゃ……


　突っ込んでくるセイタを見る。


　穴でも開けられるんじゃないかって思うほどの鋭するどい目つき。人が殺せそうだ。


　実際死ぬんじゃないか？　セイタの構えは突きの体勢じゃないか。


　死ぬってマジで、そんなのくらったら。


　弾くしかない。弾くしかない……けど、オレにできるわけっ……


　刀の切っ先が容よう赦しやなくオレを捉えている。


　ダメだ、やられる。


「………っ！」


　どれほどの痛みが襲おそってくるか、どれほどの衝しよう撃げきが襲ってくるのか、想像できない。ギュッと目を閉じる。


　ものの数秒で来るであろう痛みに備えて。


　オレの顔の横を何かがかすめた。


　何かじゃない刀だ。それ以外に思いつかない。


　オレはゆっくりと目を開く。





「……なぜ動かない？」


「なぜって……」


「質問を変えよう。なぜ諦あきらめた」


「……え？」


「武器を拾っておきながらなぜ構えすらしない。なぜ目を閉じた」


「それは……」


「諦めたからだ。違ちがうか？」


「いやっ、でも、やろうとは……」


「武器を拾うまではな」


　そう言われてオレは言葉に詰つまる。


　セイタはまっすぐな瞳ひとみでオレのことを見ていた。


　淀よどみがない、曇くもりもない。


　オレの気持ちを全すべて見み透すかしているような、そんな眼めだ。


　思わずオレは顔を伏ふせた。


「ふん、敗者の眼だ。貴様の眼は」


「……敗者」


「お前のその眼は敗者の眼だ。お前、何かに立ち向かったことはあるか？　ないだろう。そんな男ではないな」


「おい、せいちん」


「っ……オレだって……オレだって立ち向かいたいさ。けどオレはお前たちみたいに強くなんかないんだよ……」


　スッと、オレの横から刀が下ろされる。


「だからどうした」


「だからどうしたって……」


「敗者と弱者は違う。その違いもわからんようでは、お前は死ぬまで敗者だ」


「一いつ緒しよじゃないか……弱いから負けるんだ」


「そうだな、弱ければ負ける。が、負けたからといって誰だれしもが敗者にはならない。お前のようなヤツが敗者になるんだ」


　言うだけ言ってセイタは引き揚あげていく。


「興が醒さめた……オレは部屋に戻る。出る時間に教えてくれ」


　オレはその場にへたりこむ。


　──弱者と敗者は違う？　同じじゃないか。弱いから敗れるんだ。違いなんかあるもんか。くそっ……わけわかんねぇ。


「修ちん……アイツは悪気があるわけじゃ……」


　悪気しか感じなかったけどな……


　リーダーは困ったように──実際困っているんだろうけど──ぼりぼりと髪かみをかきむしる。


「よぉし！」


　リーダーは、オレの腕うでを引っ張る。立ち上がらせようとしてくれているんだろう。オレは素直に立ち上がる。立ち直りはできないけどさ、そう簡単に。


「気が滅め入いっている時は萌もえが必要だと思うんだ」


　そう言うとオレの腕を摑んだまんま、脱だつ衣い場じようの戸を開く。


　もう美少女連中はみんなお風ふ呂ろに入っている。


　戦う前にリーダーが言っていた通り、ミッション失敗だ。


　だから、いまさら萌えもなにもない。さすがに下着に手を出す変態紳しん士しじゃないだろう。


　いや、この人なら十分にありえそうだが。


「リーダー……？」


　引っ張られるままにリーダーについていくと、浴室の扉とびらの前で立ち止まる。


「よいしょ……」


「え？　え？　え？」


　リーダーはオレの腕を放すと、そのあまりたくましくない腕でオレをお姫ひめ様抱だっこして抱かかえ上げてしまう。


　ほそっこい腕をしているのになんでこんなに簡単に持ち上げられるんだ？


「オイラが修ちんをヘブンに連れていってあげよう」


　待て待て待て。この場合ヘブンっていうのはまさか！


「突とつ貫かん！」


「待て待て待て待て待て！」


　そんなオレの叫さけびもむなしく、リーダーが容赦なく風呂の扉を蹴け破やぶる。


　開け放たれた扉から湯けむりが抜ぬけ出ていき、視界がクリアになってくる。


　カポーンっていう定番の音。


　それが今まさにオレの脳内で流れました。


　女の子三人が入っても余よ裕ゆうのある広い浴よく槽そう。銭湯みたいなお風呂だ。


　暑くなったのか浴槽に腰こし掛かけているユズ。ハルは深雪さんに髪を洗ってもらっていたんだろう。今はシャワーで泡あわを流してもらっている。


　こ、ここは天国ですか？　天国ですね？


　天国って時間が止まるんですね。女の子がみんな固まってる。


　当然オレたちを見たまんま。


　オレはどうかって？　当然凝ぎよう視しさ。


　一糸まとわぬ女の子たちをこの眼で見られたんだゼ？　天国じゃん。これは癒いやされる、超ちよう癒される。癒されざるをえない。グッジョブ、リーダー。


　お姫様抱っこされたオレ、入口付近でオレを抱えて仁に王おう立だちするリーダー。叫ぶことも忘れて啞あ然ぜんとオレたちを見ている美少女たち。


「やーはー」


「リーダー！　なんでここに！」


「ちょっと白！　何してるんですか！」


「しろにぃ？」


　止まっていた時間が動きだしたようです。


　ただ不思議なのは深雪さん以外はタオルで体を隠かくさない。お前らけっこうサービス精神旺おう盛せいだったのな。


「美少女たち！　それは我々の癒しなのです！」


「もう！　美少女言うな！　照れるのだ！」


「ユズちゃん、怒おこるとこが違うわ！　あと体を隠さないと！」


「おぉ、忘れてた！」


　ユズは右手で小さなおっぱいを、左手で下を隠す。タオルが隣となりにあるのになんで使わないの？　逆にそのポーズは萌える。っていうか悶もだえる。主に愚ぐ息そくが。


「どうだい。これが楽園だぜぇ！」


　──すいません、言葉もでないくらい感動しています。


「楽園だぜぇじゃありません！　早く出ていってください！」
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「んじゃまぁ、満足したことだし、オイラは！　退散するとしようかね」


　ん？　なんか嫌いやな気がしたのは気のせいか？


「そぉい！」


「え？」


　突とつ然ぜん無重力感がオレの体を包み込む。


　うん、何をされたかわかるよ。


　ぽーいって投げられた。湯船に向かって。


　オレ服きたまんまなんですけど。


「うわぁっ！」


　ユズの悲鳴が聞こえた。


　あ、驚おどろいてコイツオレより先に湯船に落ちやがった。


　なーんて考えてる間にオレも、たいして深くもない湯船に放ほうり込まれる。当然水しぶ……お湯しぶきが立ち上る。


「ぷはぁ！」


「うぁ！」


　二人して同時に立ち上がる。


　──あなたは美少女の素すっ裸ぱだかを目前で見たことがありますか？　私はあります。


「ぬぁ！　見るな！　見ちゃダメなのだ！　変態！　変態紳士！　変態伯はく爵しやく！　変態皇こう帝てい！」


「見るな言うなら隠せ！　あと変態紳士は褒ほめ言葉だ！　オレにとって！　あと伯爵と皇帝はちょっといきすぎだな、なんか恥はずかしい」


「そうなのか？」


「あぁそうだ」


　っていうかユズは隠さないのな。さすがです。


　それにしても小さいなぁ。申し訳程度に膨ふくらんだおっぱいがたまらない。


　できれば深雪さんの大きなおっぱいも近くで見たかったが、まぁこれだけで十分満足です。ありがとう、リーダー。


「っていうか見るんじゃない！　見るな！　紳士！」


「いやだから隠せと……」


　っていうか紳士？　さっきたしかにああは言ったけど、変態をつけてくれないとむしろオレが恥ずかしくなってくるんだけど。


「っていうかお前が出ていけばいい！」


「ですよねー」


　とりあえずそのセリフを聞くまでは居座るつもりだったので、このへんで退散するとしましょう。


　出るまでの間にチラチラと深雪さんの方に視線を送る。小さなタオルで前を隠し小さくうずくまってるのがなんともいい。


　いいかい、君たち、あの恥じらいを萌えというのです。テストに出るぞ。つーか出す。


　ハルはハルできょとんとこっちを見ている。あれホントに中学生？　どうみても幼児体型です。本当にありがとうございました。


「それではありが……失礼しました」


　一回礼をして風呂を出る。


　入る時とうってかわってオレは清すが々すがしい気持ちで心が満たされていた。


　とりあえず拭ふくものもないのでびしょ濡ぬれのまま、脱衣場を出る。


　外寒っ！


「ほれ修ちん」


　リーダーがオレにタオルを放り投げてくれる。


「ありがとう」


　服の上からタオルで拭いていく。


　とはいえ寒いのに変わりないから、さっさと部屋に戻もどって着き替がえよう。


「どうだった、修ちん」


　壁かべにもたれかかったリーダーがいた。


「楽園ってこんな身近にあったんだな」


　ツーっと涙なみだが一筋零こぼれるのがわかった。


「少し勇気があれば誰だって手に入れられるんだ。これから二人で手に入れていこうじゃないか」


「あぁ、ありがとう、リーダー」


　このありがとうには別の意味も含ふくまれている。


　励はげましてくれてありがとう……リーダー。




　三掬すくい目　恐きよう怖ふ！　戦う海の生き物図ず鑑かん







　その日の夜、午後十一時を過ぎたころ、オレの部屋にハルがやってきた。


「修しゆうにぃ、ユズねぇが呼んでる」


「ユズが？」


　なんだろう？　さっきの風呂での覗のぞき……痴ち漢かん行こう為いに対してなにかお説教でも言われるのか？


「そろそろパトロールの時間なの」


「あぁなるほど」


　ってことは、オレのパートナーはユズなわけだ。っていうか、アイツで大だい丈じよう夫ぶなのか？　昨日リーダーまだ早かったとか言ってなかったっけ？


　できればリーダーと一いつ緒しよがよかったなぁ。


　なんて言ったところで仕方ないし、とりあえずオレはハルと一緒に部屋を出る。


「そういえばリーダーは？」


「しろにぃはゆきねぇに埋うめられてる」


「はい？」


　スッとハルが庭の一角を指差す。あの辺はたしかリーダーの家庭菜園だったような。


　ん？　誰だれかいるな。よぉく目を凝こらしてみる。


「やめてよしてやめて！　ここから出してぇ！」


「いいえ、ダメです。そこで反省してなさい」


　土から首だけ出したリーダーに、スコップを持った深み雪ゆきさん。


　あー……文字通り埋められてるな。たぶんあそこだけは土が掘ほりやすいんだろう、家庭菜園だし。それでも長身のリーダーが首しかでないくらい埋まってるっていうのはすごいな。よく掘ったもんだ。


「修にぃこっち」


「お、おぉ」


　オレは埋められなくていいのか？　うーん……わからん。まぁ考えても無む駄だか。それよりもパトロールを優先するとしましょう。


　オレはハルに引っ張られるままについていく。


「ちなみにアレは助けなくていいのか？」


「大丈夫。しろにぃは『我々の業界ではご褒ほう美びです』って言ってた」


　リーダーは生きつ粋すいの変態だな。


　──気持ちはわかるけど。


　オレはどこに連れていかれるのかと思えば、どうやら玄げん関かんのようだ。戸の前ではもうすでにユズが仁に王おう立だちしている。傍かたわらにはやっぱりスピーさん。仲良しなことで。


「行くぞ修しゆう輔すけ！　今日こそわたしたちでアクを退治するのだ！」


「無理だと思うけどな」


「なにをぅ！　絶対倒たおすんだ！」


「でもお前相変わらず飛び蹴げりしかできないんだろ？」


「……うん」


「じゃあダメじゃん。アクを見つけないことを祈いのろう」


「えぇー！」


　なんでそこまでアクに会いたがるんだ？　ホント変わったヤツだな、コイツは。だいたいリーダーは埋められているわけだし、見つけないにこしたことはない。


「もし見つけたらハルに連れん絡らくしてね」


　ハルがオレに一枚の紙をくれる。その紙には丸っこいかわいらしい文字で携けい帯たいの番号が書かれている。番号を三回ほど頭で暗唱してから、その紙をポケットに突つっ込こんだ。


「了りよう解かい、それじゃあ行ってきます」


「行ってきます！」


「いってらっしゃーい」


　小さな手を振り振り見送ってくれる。


　いい妹キャラだな、ホント。


　和なごやかな心持ちでオレたちは闇やみに包み込まれた街の中へ繰くり出していく。


「どうやってアクを見つければいいんだ？」


「リーダーたちは騒そう音おんがした場所とか、人ひと気けのない場所に行くって言ってたぞ？」


「アクって人気のない場所にでるのか」


「そうハルが言ってたのだ！」


　ユズの元気な声が屋根から屋根へと通っていく。就しゆう寝しんされている近きん隣りん住民のみなさまごめんなさい。


　夜なんだから少しは声のボリュームを下げるべきなんだろうけど、コイツはバカだからそんなこと考えてもないだろうな。すごくバカだから。


　なんてったってパンツ見せるし、裸はだかも惜おしげなく見せてくれる。


　見せてくれるっていうか、見せちゃうって言った方がいいのかな？　頭悪い子だから、隠かくすのを忘れるんだろう。バカッ子萌もえ。


「わたしたちはスピーにお任せなのだ！　スピーはアクの匂においがわかるからな！」


　たしかになにやら鼻をすんすん鳴らしながら、スピーは暗い夜道をどんどん進んでいる。


「へぇ……っていうかずっと気になってたんだけど、その犬っぽいのはなんなんだ？」


「わたしの親友なのだ！　アクだけどな！」


「アク？　アクなのか、そいつ。じゃあ敵なんじゃないか」


　にしては仲良しというか、なんか危険な感じはまったくないんだけどさ。


「むむっ、スピーは敵なんかじゃないのだ！　わたしの大事な相棒なのだ！」


「相棒ねぇ」


　まぁリーダーたちが放ほうってるんだし何も問題はないんだろう。


「そうなのだ！　これでアクを退治するようにって、スピーを貰もらったのだ」


「ってことはそいつがお前の武器……ってことなのか？」


「そういうことなのだ！　なぁスピー」


「ワウッ！」


　と一ひと吠ほえしたかと思うとオレに視線を向け、じっと見たあとドヤ顔された。何あの犬っころ。なんか負けた気がする。まぁいいけどさ。


「そういえばさ、お前って何歳なんだ？」


「ん？　わたしか？」


「そう、お前」


「何歳だっけ？　えぇっと……今は高校一年生だ！」


　なんつーアバウトな。まぁ同い年ってところか？　え？　同い年？


「中学生じゃなかったのか！」


「失礼な！　れっきとした高校生なのだ！」


「いやぁ、見た感じ全然そうは見えない」


　小さいしな。おっぱいもさることながらその身長も。


「ふんだ！　どうせわたしは小さいのだ！　小さい言うな！　バカ！」


　オレ何も言ってないんだけどなぁ。言ってないって反論したところで、どうせ聞いてはもらえないんだろうけど。


　スタスタとオレの前を歩くユズについていく。


　ユズはスピーについていってるようだが、さてさてそのスピーさんはちゃんと目的地があるのかどうか。匂いのわからないオレにはよくわからないことだな。


「ったく……」


　夢の生活は嬉うれしいがこのパトロールはやっぱり億おつ劫くうだ。アクとは戦いたくないしな。


　はぁ……と一つため息を零こぼし、なんとなく空を見上げる。


　墨ぼく汁じゆうでも零したのかと思えるほど真っ黒に染まった空。


　そんな中に浮うかぶ月は空に穴でも開けたのかと思える。


　これでまん丸なら文句なしだったんだけど、少し欠けている。これから少しずつ欠けていくんだろう。


　星は星であまり見ることができない。よく目を凝らせば何か光っているような気がする、その程度だ。本当はたくさんでているのに、街の明るさで見えない。こんな街灯しかない住宅街ですらな。


　街の明かりで夜はどんどん明るくなっていく、そう誰かがぼやいていたのを思い出した。少し寂さびしい。夜は暗いものだろう。


　おまけに明るくなればそれだけ星が見られなくなるってのに……


「そういえば、お前のそのほっぺの星はシールか？」


「これか？」


　振ふり返りながらユズは自分の頰ほおを指差す。なんとなく星つながりで思い出した。


「そう、それだ。昨日もつけてたよな」


「これはわたしの大好きなシールなのだ！」


　やっぱりシールか。コイツの特とく徴ちようだよな、この星のシールは。なんのためにつけているのかは知らないけれど。


「なんだ？　欲ほしいのか？　あげるぞ？」


　なにやらポケットをごそごそ漁あさったかと思うと、大量の星形シールを取り出す。


「いや、別に欲しいわけじゃない」


「そうなのか？　欲しい時は遠えん慮りよなく言ってほしいのだ！」


　おそらくそんなことはないと思いますけどね。


「っていうかオレはお前のことをよく知らないんだが」


「そうなのか？」


「そりゃあ、なんも聞いてないからな」


「知りたいのか？　わたしのこと知りたいのか！」


　さっきからこっちを向いたりあっちを向いたりせわしない。おかげで特徴的なツインテールが元気に跳はねまわっている。


「まぁ気になるから知りたいってことなのかな」


「そうか！　知りたいか！　よし！　なんでも答えてあげるのだ！」


　こっちを振り向いた時に、平ら……いや少しはあったな、ちっさな胸をドンと叩たたく。なんだか嬉しそうに見えるのはオレの気のせいか、本当に喜んでいるのか。


「じゃあ苗みよう字じは？」


「夏なつ川かわ！　夏川柚ゆず希きなのだ！」


　コイツ柚希っていうのか。てっきり柚だけが名前だと思ってた。


「趣しゆ味みは？」


「料理だな！」


「は？　ギャグか？」


「どういう意味だ？」


「いや、なんでもない」


　ぶっちゃけ信じられん。


　コイツは属性的に料理できないヤツだ。できるはずがない。


「あとはそうだな、星を見るのが好きなのだ、わたしの大切なものだから！　ついでに言うと嫌きらいなものは車と怖こわいもの！」


　わざわざ嫌いなものまで教えてくれたよ。


　それにしても本当に星が好きなんだな。かわいらしい女の子って感じだ。


「じゃあもう一個質問。お前はなんでシューティングスターに？」


「リーダーのおじいちゃんがわたしを引き取ってくれたのだ！」


　引き取ってくれた？　どういうことだ？　単純にその言葉の意味を取るなら……


「……お前親は？」





　ユズがピタッと立ち止まった。


　聞いてはいけないことっていうのがよくあるが、これは間ま違ちがいなくその類たぐいの話だ。後こう悔かいの念がオレの胸中に雪な崩だれてくる。


　もしかしたらユズは──


「わたしのととさまとかかさまは……」


　目の前で立ち止まっているユズが空を見上げる。


　何を思いながら見上げているのか、後ろにいるオレにはわからない。


「わたしのととさまとかかさまは、遠くに行ってしまった」


「遠く……」


　それはつまり……


「そう、遠くだ、すごくすごく遠く」


　そう言ってユズは片手を夜空に伸のばす。


　その姿はかすかに輝かがやく星でも摑つかもうとしているように見えて、なんだかユズまでその遠くに行ってしまいそうな、いや、行きたがっているような気がした。


　いつもの快活さが言葉の中にないように感じるのはきっと気のせいなんかではない。


「えっと……ところでお前はどこに向かっているんだ？」


　無理矢理すぎるかもしれないけれど、オレは話をそらす。


　これ以上この話をしていたくない。


　ユズにはユズの過去がある。


　この話は間違いなくそれに直結する話だ。


　そしてその話はユズにとって気持ちのいいものではない。


　思い出せばきっと悲しくなる。物心つくまえから母親がいなかったオレでさえ、『もし母さんがいたら』なんて考えて悲しくなることがあるんだ。ユズだってきっと同じだと思う。


　だからこそ、オレは話題を変えなくちゃいけない。


　くそ、なんであんなこと聞いたんだ、オレは。


　穴があったら飛び込んで埋うめてやりたい。


「知らん！　スピーに聞いてほしいのだ！」


　そう答えたユズがまっすぐにオレのことを見る。


　その表情はいつものものだ。


「ま、いいけどな」


「アクはどこにいるかなぁ！」


　切り替かえが早いヤツだとも思ったが、オレにはそれがありがたい。さっきのことはもう聞かないようにしよう。


「別に無理に見つけようとしなくても」


「お仕事はちゃんとしなくちゃいけないんだぞ！」


　なんて仕事熱心なヤツ。見習おうとは思わないが。


「ん？　スピーどうしたのだ？」


　急にスピーが公園の前で立ち止まり、「グルルルルッ」と恫どう喝かつを始める。


「何かいるのか？」


　こんな夜中、住宅街の真ん中にある公園に人がいるわけがない。


　おかげで公園は静まり返り、ブランコの揺ゆれる音が際きわ立だって聞こえる。


　キリンの形をしたブランコだ。


　──あれ？　風も吹ふいていないのに揺れてる？


「ん？　あれはもしかして！」


　どうやらユズのヤツも気付いたらしい。どことなく嬉しそうな声を上げてブランコを指差した。


　あぁ、おかしいと思ったんだ。


　風もないのにブランコが揺れているってことは、誰だれかが乗っているってことだろ？　そう、いたんだよ、ブランコに何かが。


　何がいたと思う？　また案か山か子し？　それはそれでシュールだけど、今回は違う。全然違う。本だ。本がいたんだ。


　紐ひものような手と足が百科事典くらいの大きさの本から生えている。遠目に見て顔なんかはなさそうだ。


　手には軍手をつけているみたいだ、そういえば昨日の案山子もつけていた気がする。コイツはちゃんと靴くつも履はいているな、革かわ靴ぐつか？　お洒落しやれだ。


　そんな不思議な本がブランコに乗ってなにやら本を読んでいる。


　キィキィと音を立てながら。


　ブランコのそばにある街灯が、スポットライトのようにそのアクらしき物を照らし出している。


　なんだかすごく幻げん想そう的だ。映画のワンシーンを観みているような錯さつ覚かくすら覚えるね。


　ただコイツ、危険なヤツには見えない。見た感じ文系だ、本だけに。


「あー……どうすんだ？　これ」


「倒たおす！」


「いや待て待て、まずは連れん絡らくだ」


「じゃあ頼たのんだ！」


「まぁいいけどな、とりあえずお前はその握にぎった拳こぶしを解け。戦いに行こうとするな。ほら、そこの犬っぽいのも押さえとけ」


　なんだか今にも駆かけだしそうだったユズの首根っこを摑んでおく。いくら相手が弱そうでも、いきなり勝負を仕し掛かける必要もないだろう。


　オレは空いた手で携けい帯たいを取り出す。さっき見た紙の番号は覚えている。こう見えても記き憶おく力りよくはいいんだ。


　ピッポッパッ……っていうのは誰が考えたんだろう？　定番だよな。実際電話ってピッポッパッなんて音する？　オレが知らないだけ？


「もしもし、ハルです」


　電子音のあとにハルのかわいらしい声が聞こえてきた。


『もしもし』の言い方がすごくよかった。


　ホント妹キャラだな、ハルは。帰ったらもう一度今のセリフを言ってもらおう。録音したい。


「あー、こちらかっこいい歌のおにいさんです、教育番組に出てる感じの」


　ブツッ！　ツーツー……





　リダイヤルっと。


「……もしもし、ハルです」


「巻きますか？　巻きませんか？」


「……ハルは紅あかい子なら巻く」


　まさかそう来るとは、また切られると思ったのに。ちなみに個人的には銀色の子が好きだ。


「それよりアクを見つけたの？」


「あ、あぁそうだ。なんかそれっぽいのを見つけた。図ず鑑かんに手と足が生えてる」


「了りよう解かいなのです。アクで間違いないの。たぶん階級は刹せつ那なか無ぶ勢ぜい、そんなに強くないはずなのです」


「アクに階級なんてあったのか」


「うん、アクの持ってるアク玉のサイズで階級が変わるの。下から刹那、無勢、尋じん常じよう、幾いく多た、那な由ゆ多たなのです。外見の特とく徴ちようから刹那か無勢だと思うの」


「ってことはあの図鑑は弱いアクなのか」


「そういうことなのです。場所はどこですか？」


「公園だ、ゾウの滑すべり台がある」


「動物公園……了解です」


　ここ動物公園って言うんだな。あぁ、遊具のデザインに動物が多いからか。よく見たらシーソーはワニだ。


「オレたちはどうしたらいいんだ？」


「頑がん張ばってそこから逃にがさないでほしいの」


「あー……」


「頑張って、修にぃ」


「おう、任せろ」


　こんなかわいい声で言われたら断るわけにはいかない。美少女を愛めでる会名めい誉よ会長として！


「それじゃあすぐに応おう援えんに向かってもらうの」


「了解」


　オレは携帯を切って、ポケットにしまう。


「いいか？　もう攻こう撃げきしていいか？　スピーにゴーだしていいか？」


「待て待て、とりあえず逃がさないようにすればいいんだ。攻撃する必要はない」


「でもアイツは本読んでるのだ！　今なら飛び蹴げりもきっと決まる！　スピーだっているしな！」


「なんでこう攻撃的なのかなぁ、お前は」


「先手必勝ってリーダーが言ってたから」


　なるほど、コイツはバカがつくほど素す直なおなんだな。人に教わったことに、とにかく忠実に従う。時と場合って言葉を知らないんだ。


「オレたちだけで戦うよりはリーダーとか応援が来た方が確実に勝てるだろう。だからそれまでオレたちはアイツが逃げないように見張る。その方がいいと思わないか？」


「うーん……」


「確実に仕事をこなすにはそれが一番だろう」


「……そう、かもしれないな」


「だろ？」


「じゃあ逃げないように見張る！　頑張るぞ、スピー！」


「ワウッ！」


　単純なヤツでよかった。苦労することもなく言いくるめられた。


　たぶん応援はすぐ来るだろう。ここから竜りゆう庵あん荘そうは近いわけだし。


　それにしてもアイツはオレたちに気付かないな。


　最初見つけた時と変わらず、ブランコをこぎながら本を読んでいる。


　……もうちょっと近づいてみようか。


　強そうにも見えないし、危険はないだろうと思う。見た感じ文系だし。


「ん？　やっぱり戦うのか？」


「いや、近づいてみる。もし逃げようとしてもすぐ捕つかまえられるように」


「わたしも行くのだ！」


「ならみんなで行ってみよう」


　ということでゆっくりゆっくりアクに近づいていく。


　極力音を立てないように。


　──あ、このアク、本の表紙がクジラだ。


「海の生き物図鑑？　なんだか開いて見たくなるのだ！」


「たしかに、中にちゃんと魚とか描かいてるのか見てみたいな」


「うぁ、こっち見た！」


「これはこっち見てんのか？　見てんのか？」


　小さな本を閉じクジラの表紙がオレたちの方を向く。


　ちょっと怖こわいので、二人してたじろぐ。


　スピーだけは近くで「グルルルル」と威い嚇かくし続ける。


　なかなか勇ゆう猛もうじゃないか。心強い。それに引き換かえ、ユズはオレの後ろに隠かくれるな。ちょっとかわいいけど。


「修輔、ちょっと触さわってきてくれ」


「こ、断る！」


「なんだと！　女の子が怯おびえてるんだぞ！　そういう時活かつ躍やくするのが男だろ！」


　コイツでも怖がるんだな。まぁこの光景は普ふ通つうに怖いよな。なんで本が本読んでるんだよ。


「それもリーダー情報か？」


「リーダー情報なのだ！」


　あの人は自分が強いからそんなことが言えるんだ。うらやましい。


「というわけで頼んだのだ、修輔！」


　力いっぱい後ろから突つき飛ばされる。


　ユズの予想外の行動にオレは前のめりになりながら倒れ込む。なんでこう突き飛ばしたりするかなぁ。そもそもオレじゃなくてスピーでもよかったのでは？


「いって……ん？」


　眼前に軍手が現れる。


　その軍手を辿たどっていくとあの細い紐ひものような腕うで。そして海の生き物図鑑。これは手を差し伸のべてくれていると判断していいのか？


　恐おそる恐おそる手を伸ばし握ってみる。


　この軍手の下はどうなっているんだ？　けっこう硬かたい。


　図鑑はいつの間にやらブランコの上に立っている。それでも立ち上がったオレの股また下した程度しか背せ丈たけがない。


「あ、ありがとう……」


　一応アクとはいえ、手を差し伸べてくれたなら礼は述べておこう。


　正直コイツが喋しやべれるのかも気になる。


　相手のリアクションを待っていると、おもむろにさっきまで読んでいた本を開き、オレに見せてくる。


　とりあえずオレはそれを凝ぎよう視し。


　おぉ、なんか真っ白なページに文字が浮うかびあがってきた。なになに？


『どういたしまして』


　あーこれがコイツの喋り方なんだな。


　それにしてもやっぱりコイツは危険じゃなさそうだ。なんせ助けてくれたんだ。むしろいいヤツじゃん。怖いけど。


　なーんて油断したのが悪かった。


　アクは開いていた本を閉じた。


　だからオレはどうするのかな？　って見守っていたんだ。


　振ふりかぶる腕。


　吠ほえるスピー。


　ブンっと音を立てながら本の綴とじられている方、つまり本の背で思いっきりぶん殴なぐられた。


　一番硬いとこっすよ。


　っていうか──なんでオレのこと助け起こしたの？


　突とつ然ぜんのことで備えのなかったオレはその場に尻しりもちをついてしまう。不意打ちなんて卑ひ怯きようだ！


「スピー、ゴー！」


　ユズが叫さけぶとほぼ同時にスピーがオレを飛び越こえ、図鑑に襲おそいかかる。図鑑が押し倒たおされブランコの上から落とされる。


「修輔！　大だい丈じよう夫ぶか！」


「あ、あぁ……」


　ユズがオレの方へと駆かけ寄ってきた。


　逃げるの大好きなくせにわりと打たれ強いオレは、これくらいじゃどうってことはない。痛いけど。涙なみだ目めだけど。


「コイツ手が伸びたのだ！」


「なんかの実でも食べたんじゃないのか？」


「じゃあカナヅチなのか、コイツ！」


「本に水はアウトだろうしな！」


　兎とにも角にもオレはすぐに立ち上がる。スピーさんがおされてるみたいだし、悠ゆう長ちようにはしていられない。


　オレが立ち上がるまでの間、揉もみ合っていたスピーと図ず鑑かん。


　スピーは組み敷しいた図鑑を嚙かもうと口を開き牙きばを剝むくが、図鑑はそれを拒こばみ両手で顎あごを押さえる。純じゆん粋すいな力ちから競くらべ。


　その戦いはすぐに決着がついた。


　図鑑に軍配が上がる。


　図鑑はスピーの顎を押し上げ、腕を伸ばした。


　持ち上がるスピーの体。ジタバタと体を動かすが無む駄だに終わり、無造作に投げ飛ばされてしまった。


　キャンと鳴いてスピーが地面を跳はねる。


　その直後、飛び起きた図鑑が伸びた腕を大きく横に振りオレの頰ほおめがけて本で殴りかかってくる。


「当たってたまるかぁああああああ！」


　思いっきり上半身を反らして本を避よける。


　鼻をかすめて本が通りすぎていった。


　とりあえずその場を離はなれて距きよ離りを取る。当然ユズの手を握にぎって。


　アクはどうせ相手が美少女でも顔面に本を叩たたき込むだろう。そんなのは許さん。名誉会長の名にかけて許さん。


　そんなことするヤツは月とか星とかに代わってお仕置きしてもらう、誰だれかに。


「どうするんだ！　やっぱりダブルキックか！」


　まだその選せん択たく肢しが残っていたんですか。


「それはない、とにかくこの距離でアイツを見とくぞ。きっともうすぐ誰か来るだろうし」


「でも……」


「ガウッ！」


　ユズの声に被かぶるようにスピーの吠える声が聞こえ、そっちに視線をやるとすごい勢いでこちらに向かって走ってきていた。


「！　修輔！」


「へ？」


　呼ばれた瞬しゆん間かん後頭部に激痛が走る。


　鈍どん器き……たぶんさっきの本だろうが、それで殴られたみたいだ。


　昨日の案か山か子しのラリアットもたまらなかったが、コイツの攻こう撃げきもたまったもんじゃない。


　すぐに振り返ってみるがそこにはもういない。


「いたっ！」


　ユズの叫び声が後ろから聞こえる。


「大丈夫か！」


「痛い！　この本痛い！　泣きそうだ！」


　頭を押さえて訴うつたえるユズ。


　眼めがうるうるしてるじゃないか、かわいいなぁ。


「ぐふっ！」


　今度は腹かよ、ちっとは手加減しろ、この図鑑め。


　せっかく人が萌もえを嚙みしめていたっていうのに。


　スピーの悲鳴がユズの足元で聞こえた。お前もやられたか。


　それでもすぐにスピーは図鑑を追う。どうやらユズの一メートルほど後ろにいたようで、そこまで飛ぶように詰つめ寄るとスピーが前まえ脚あしを振るった。おそらく爪つめでひっかこうとしたのだろうが、その攻撃は空を切る。スピーが図鑑を見失う。


　どうやら図鑑はすばしっこいみたいだ。


　オレを殴ったあと、すぐユズを殴れたぐらいだし当然か。


　──次はどうくる？


　即そく座ざに周りを見回す、同じようにユズの方でもアクを捜さがしているようだ。


「修輔！　下！」


「は？　下？」


　灯台もと暗しとはよく言ったもので、足元に本を振りかざしているアクがいた。


　コイツまさか！


「ちょ、脛すねだけはやめ！　アーッ！」


　容よう赦しやなく本の背で脛を叩かれる。痛くて痛くて殴られたところを押さえながらうずくまる。脛の痛さは誰だって知ってるだろ？　たまらないよね。泣けてくるよね。


　いくら戦いでもここは狙ねらっちゃダメだって……かの弁べん慶けいさんだってここ殴られたら泣くんですよ？


「コイツ！」


　ユズが勢いよく振りかぶってから足を振り上げる。サッカーボールか何かでも蹴けり飛ばすように。アクはぴょんと軽快なステップで避けてしまう。


　この時、予期せぬ幸運が舞まい込みました。


　オレは脛が痛くて屈かがんでいた。ユズは足を振り上げる。ちなみに短いスカートでだ。


　となれば必然的にその中身が見えてしまう。


「おぉ、グッド……」


　今日は無地の白パンか。あの生き地じならたぶんお尻にプリントがあるな。なんかアニメ調の動物とかのさ。パンツもいいけど、あのふともももたまらない。ユズのいいところの一つだな。


「あぁ、避けるな！」


　どうやらパンツが見えたことには気付いていないようだ。さすがっすね、ユズさん。


　いいものを見せてもらえたおかげか、痛みが引いている。


　心の中で脛を攻撃してくれたアクに感謝しつつ、オレはユズの手を引き駆けだす。とにかくアクから離れよう。


　昨日の案山子みたいにわりと大きくて、単調な攻撃を仕し掛かけてくるのなら、オレにだってなんとかすることはできると思うんだが……


　このアクは小さい上に素す早ばやい。おまけに超ちよう好戦的。全然文系じゃないよ、見かけにだまされた。いやまぁ文系がみんな大人しいわけないんだけどさ。勝手なイメージです、文系のみなさんごめんなさい。


「速っ！」


「噓うそだろコイツ、速すぎるって」


　もうすでに本が先回りしていた。両手を広げて通せんぼしている。逃にがさないって名目は達成できそうだ。


　なんせコイツ自身、オレたちを逃がそうなんて考えていない。むしろいたぶるのを楽しんでいる節さえ見受けられる。性格悪いなぁ。


「ん？」


　突とつ然ぜん図鑑は持っていた本を開いてこちらに見せつける。


「なになに？　『今日はボクの番。でも掬すくわれたくないから頑がん張ばる？』」


　何言ってんだ？　コイツ。


　とりあえずユズの前に立って、図鑑から庇かばう。できることなら痛いのは嫌いやだから逃げたい。


　とはいえ応おう援えんが来るまでは逃げるわけにもいかないし、なにより、リーダーの言葉を信じて、ちょっとだけやってみようかな？　なんて思っているわけで。


　相手は図鑑だしさ。昨日の案山子ほど大変な目には遭あわないだろう。そう思う。


　とはいえ、オレに華か麗れいな攻撃スキルはないわけだ。となると、何か腕わん力りよく以外の方法に頼たよる必要がある。何か使えるモノはないか？


　ポケットには携けい帯たいくらいしかないし、周りには遊具やベンチ、それに水道……水道？


　ふとさっきのユズとの会話を思い出す。『本に水はアウトだろう』、そう言ったのはオレ自身だ。


　水道があるのは、砂場の隣となり。幸いにもオレたちの方が水道まで近い。


　それならっ！


「ユズ、こっちだ！」


「ふわっ？　どうしたのだ、修輔！」


「水をかけてみる！」


「おぉ！　了りよう解かいなのだ！」


　オレたちは一気に駆かけだし、一直線に水道へと向かっていく。あの図鑑の性格を考えれば、まず間ま違ちがいなく追いかけてくるはず。


　水道まではさほど距離もなく、すぐに到とう着ちやく。


　即座にオレは水道の裏手に陣じん取どり、蛇じや口ぐちを反対にして上向きにする。


　速い！　図鑑、速い！　どこのスプリンターだ、お前は！


　図鑑が跳とび上がる。そのまま攻撃してくるつもりか？


　させるかよ！


　即座にオレは蛇口の半分くらいを親指で押さえて、一気に開放！　空中じゃ逃げられまい！


「くらえ！　ハイド○ポンプ！」


　命中率八十だけど！


　勢いよく飛び出す水。


　為なす術すべのない図鑑に向かって容赦なく襲おそいかかる。


　案の定、図鑑は避けられず盛せい大だいに水を浴びてしまう。


　直後に図鑑はバシャッという音を立て、小さくできた水たまりの中へ落ちていった。


「やった……のか？」


　なんとも呆あつ気けない終わり方に、オレは思わず呆ほうける。勝った？　勝てたのか？　効果はバツグンだったのか？


「動かなくなったのだ」


「だな。確かく認にん……しにいくか」


　オレはいまだ浴びせていた水を止め、図鑑に歩み寄る。


　その後ろからユズとスピーがついてくる。


　とりあえずオレは足を伸のばして、図ず鑑かんを軽く蹴ってみた。


「反応なし」


　どうやら本当に倒たおしてしまったらしい。


　マジか。


　おぉおおお！　やればできるじゃないか！


　いやぁ、まさかこうも簡単に決着がつくなんて思いもしなかった！


　たかが図鑑とはいえ、相手はアク。それをリーダーたちが来る前に倒せたんだ。純じゆん粋すいに嬉うれしいさ！


「ん？　どうした？　スピー」


　なにやらスピーが後ろからズボンを嚙かんで引っ張り始めた。オレはスピーの方を向いてみる。


「ガウッ！　ガウッ！」


　すると今度は、オレを見上げ、けたたましく吠ほえ始める。


「もう戦いは終わったんだ。落ち着けって」


「ガウッ！」


「なんか離はなれろって言ってるのだ」


「離れろ？」


　離れろって……まさか！


　嫌な予感がして振ふり返ると同時に、スピーがオレの脇わきを駆け抜ぬけ飛びかかる。


　もちろん、オレの背後にいる図鑑に向かって。


「！　修輔！　まだなのだ！」


「あぁ！　わかってるよ！」


　倒したと思っていた図鑑はスピーの攻撃を高々と跳び上がることで回かい避ひする。


　コイツ、死んだふりしてただけかよ！　ぬかよろこびさせやがって！


　効果はバツグンどころか、実はいまひとつだったってことかよ！


　水で濡ぬれたせいか街灯の薄うすい光を浴びて図鑑の表面がきらきら光っていた。


　くそ！　水を弾はじいてやがる！


　コーティングかよ！　ずるい！


　軽快にジャンプしたアクは、オレの目線の高さまで跳び上がってきた。


　ジャンプの最高点でアクが体を捻ねじる。


　あんな分厚い図鑑が捻じれる方がおかしいのだが、捻じれたのだから仕方ない。


　どう見ても蹴りを放つための動作。


　オレかユズどちらかを狙った蹴り。


　万が一ユズ狙いだった場合、あの革かわ靴ぐつがユズの顔にぶつかるわけだ。お前、美少女っていうかそもそも女の子の顔を蹴るなんて何考えてんだ。


　この図鑑が男か女かは知らないけど、女の子の顔を蹴るなんて絶対にやってはいけない行こう為いだ。


　そんなのを見過ごせる程ほど、美少女を愛めでる会名めい誉よ会長は甘くない。


　会規第一条と第五条に則のつとり、貴様を粛しゆく正せいする！


　オレは拳こぶしを握にぎり、しっかりと振りかぶる。


　……おや？　そこまでして気付いた。


　図鑑も腕うでを引いていた。


　あぁ、これはやられた。そう悟さとる。


　すでに腕を引いていた図鑑と、今振りかぶったオレ。どちらの拳が先に当たるかは考えるまでもない。いや考える前に、オレの顎あごは打ち抜かれた。


「っ！」


　下から上へと。綺き麗れいに頭を跳はね上げられた。一いつ瞬しゆん視界が飛ぶ。体中の力が抜け、崩くずれるように倒れ込む。


　体が揺ゆれているような感覚。軽い吐はき気を覚える。


　まさか二日連続でこうなるとは……


「修輔！　っあ！」


　短いユズの悲鳴。


　オレに気を取られ、図鑑の攻こう撃げきをくらったのだろう。


「もう！　スピー！」


「ガウッ！」


　スピーに攻撃させたユズがオレの前で屈かがみこんで手を取ってくれる。


「大だい丈じよう夫ぶか、修輔！」


「……大丈夫だ、問題ない」


　ネタを挟はさめるくらいには。


「問題しかなさそうなのだ！　修輔はそこにいるのだ！　ここはわたしが」


　ユズがそう言った矢先、スピーをかわし迫せまりくる図鑑をオレは見た。


「屈めぇえええええっ！」


　思わず吠える。


「ふぇ？」


　けれどユズは振り返ってしまう。オレの言葉が裏目に出た。


　思いきり振られた分厚い本が、ユズの頭に炸さく裂れつする。


　ゴッ！　という鈍にぶい音。


　構えもしていなかったユズはそのまま倒れ込む。その光景に言葉をなくす。


「……ユズ？」


　返事がない。


「おい、ユズ……起きろ、ユズ！」


　震ふるえる腕で踏ふん張り立ち上がろうと体を起こす。


　けれど、それをさせまいと図鑑が襲って来ていた。


　高々とかざされた本がオレの脳天に打ちつけられる。畑でも耕すみたいに容よう赦しやなく。あれだけ分厚い本だ、当然重量も相当のもの。


「っ！」


　視界がチカチカし、体から力が抜け、またも土を舐なめる。


　さっきまでは勝ったと思っていたのに、なんだこれ？　なんでこうなるんだ。なんで……


「ガアアアアアッ！」


　スピーの慟どう哭こく。


　どうやらスピーが図鑑に追いつき攻撃したようだ。


「痛い……のだ」


　ユズの声。フラフラと立ち上がる。


　コイツ、まだ向かっていく気か？


「やめろ……ユズ。行くな……」


「でもスピー一人で戦ってるのだ。わたしも！」


　ユズは一度頭かぶりを振ってから、力いっぱいではないが走りだす。


　オレはユズを止めることができない。アイツは図鑑の方に向かっていく。


　またアイツを危険な目に遭あわせるのか？　また攻撃をくらうのを見てるしかないのか？


　体を起こそうと試ためすが、どうにもうまく力が入らない。


　あれだけ頭をやられたせいか、平へい衡こう感かん覚かくがイカレているみたいだ。





　くそっ……結局こうなるのかよ……結局オレは何もできないのかよ……


　もしオレが強ければ、アイツに戦わせずにすむはずだ。


　けれど、今オレは何もできないでいる。アイツがやられる瞬しゆん間かんも見ていることしかできなかった。


　何もできない。誰だれも守れない。


　少しでもできるかもなんて思いあがったオレがバカだったのか……？


　くそっ……くそっ！





「深雪！」


　ユズの声でオレは顔を上げる。


　入口のあたりに袴はかまに道着という格好の深雪さんが、薙なぎ刀なたを持って立っていた。


　凛り々りしい姿。凛りんとした雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。街灯の光を受けて輝かがやく薙刀がその雰囲気を一層強くしていた。


　深雪さんがアクに向かって駆かけだす。


「深雪！　コイツ速いのだ！」


「問題ありません」


　図鑑が間合いに入った瞬間、振りかぶっていた薙刀を横一文字に斬きりつける。


　それを図鑑は後方に大きく跳んで薙刀の間合いから飛び出てしまった。


「たしかに素す早ばやいみたいですね」


　間合いから外れたアクは腕を伸ばし深雪さんに殴なぐりかかる。


　深雪さんはそれを冷静に見つめ、切っ先の反対の部分、石いし突づきと呼ばれる部位で拳を弾はじいた。と、同時にまたもアクとの距きよ離りを詰つめようとするが、それ以上の速さでアクが闇やみに紛まぎれてしまった。


「なるほど、これはたしかに面めん倒どうな相手です」


　立ち止まりあたりを見回す深雪さん。


「深雪、後ろ！」


　ユズが叫さけぶ。


　深雪さんの後方、それも離れたところからアクは足だけを伸ばして蹴けりを放っていた。


　深雪さんは振り返ると同時に刃やいばでその足を斬りつける。本来なら斬れてもおかしくないはずの革靴は斬れることなく、弾かれるだけに終わった。


　何でできてるんだ、あの靴。


　攻撃が失敗したと見るや、図鑑はすぐに姿を隠かくす。


「ふふ、終わりにしましょう」


　そう言って深雪さんは笑えみを浮うかべる。今まで見せてくれた温かい笑みとは違ちがう。どこか勝ち気な笑顔。


「香こうの舞まい『霊れい猫びよう─群ぐん』」


　右、左、右と三度、その場で深雪さんは薙刀を振るった。


　その振るった跡あとを描えがくように、黄白色の煙けむりが現れる。


　その煙は徐じよ々じよに黒ずんでいき、八つ程ほどに分かれそれぞれが地面に落ちた。そしてその煙だったもの一つ一つが真っ黒な猫ねこの姿へと変わっていく。赤い瞳ひとみ以外全身黒色で染まった猫。


「さぁ、行きなさい、群れを成し」


　八匹ぴきの猫がそれぞれ同じ方向を向く。


　まず三匹が駆けだした。


　図ず鑑かんに負けず劣おとらずのスピードで走り、図鑑に向かって飛びかかる。前から、右から、左から。


　図鑑は三匹を避よけるために唯ゆい一いつ残された退路、空中に跳び上がる。


　そこを四匹目と五匹目が襲おそいかかった。


　図鑑は素早く本を横よこ薙なぎに振ふり、二匹を一度に叩たたき落とす。おまけにそれを利用して、アクは空中で着地点をずらした。最初の三匹がいない場所へと。


　そこで残りの二匹が位置のずれた図鑑を空中で襲う。図鑑にふたたび本を振るう暇ひまはない。


　図鑑は持っていた本を開けて盾たてにする。二匹の爪つめは本の中身を一枚裂さくだけに終わる。


　それは素晴らしい対処だったと、素人しろうと目めにも思った。あれだけの攻撃を瞬しゆん時じに見み極きわめて避け、防いだんだ。


　だからこそ、図鑑は凌しのぎ切ったと思っただろう。とりあえず一息ついたのかもしれない。


　けどそれは違う。


　猫はまだ一匹残っていた。


　着地間ま際ぎわ、本を閉じた図鑑はまっすぐに向かってくる猫を見た。


　真っ黒な猫を。


　そして為なす術すべもなくその猫の突とつ撃げきを受ける。図鑑の足が地面につく刹せつ那なだった。さっきスピーがやっていたように猫が図鑑を組くみ敷しく。


　一匹だけならきっとまた持ちあげて投げ飛ばせただろう。


　けれど、今度はさっきと違う。


　全部で猫は八匹いるんだ。


　残りの七匹が組み敷かれた図鑑に向かって駆けだしていき、瞬またたく間に群がっていく。


　猫たちは一つのエサ箱からエサを取りあうように図鑑を襲う。


「もういいでしょう。お帰りなさい、私の霊猫」


　深雪さんの声に反応してか、全員が一いつ斉せいに顔を上げる。


　次の瞬間には群がっていた猫たちは元の黄白色の煙へと戻もどり、姿を消していった。残ったのは、ボロボロになった図鑑だけ。


　深雪さんはそんな図鑑に歩み寄る。


「やっぱりあの子たちはやりすぎちゃいますね、ごめんなさい」


　刃を地面に向け薙刀を掲かかげた深雪さんは、容赦なくその切っ先を図鑑の表紙に突つき刺さした。


　ドスッという音を立てて、薙刀が図鑑に突き刺さる。


　もう防ぐ力も残っていなかったようで図鑑はなんの抵てい抗こうもなく貫つらぬかれた。


　図鑑は昨日の案か山か子しと同じく、刺された直後風に吹ふかれる砂のようにさらさらと消えていってしまった。


「たしかハルちゃんが今日はアクの欠片かけらを持って帰ってきてと言ってましたね」


　そんなことを呟つぶやいて深雪さんはその場に屈み、首から下げて道着の中に入れていたらしい巾きん着ちやく袋ぶくろを取り出した。


「あ、あったあった」


　昨日のリーダー同様欠片を拾い上げると、深雪さんは巾着袋の中にしまい込んだ。


「これでよしっと」


　そう言って立ち上がった深雪さんがオレの方へとやってくる。


「大だい丈じよう夫ぶですか？　修輔くん」


「修輔！」


「あぁ……平気、です」


　けれど立ち上がる気力もなく、まっすぐに顔を見ることもできず、ただ座り込んで地面を見つめるしかできない。


　あまりにも自分が情けなくて……


「よかったぁ。武器も持ってないし、もしもなにかあったらどうしようって思ったんですよ」


　きっと今、深雪さんは優やさしい笑みを浮かべてくれているだろう。


　オレにはそんな深雪さんの顔を見ることはできない。


「……武器があっても……オレじゃ……」


「え？」


「武器があっても、オレじゃ戦えませんよ……オレなんかじゃ」


　正直なところ、あんなのにすら勝てないんだ。


　掬すくい人なんてできるわけがない……そう思う。


「でも初めてでしたし、ちょっとやられちゃうくらいは」


「あんな図鑑にすら勝てないんだから、何度やっても同じですよ……」


「そんなことありませんよ！　私だって是ぜ非ひ観かん器きの力がなかったら今さっきのアクを仕留めることはできなかったと思いますし」


「力が手に入ったって……」


「でもでも！　今日は修輔、アクを殴ろうとしてたじゃないか！　わたしはちゃんと見てたぞ！」


「それでも結局オレはお前を守れなかったんだ……ごめん、オレのせいで、殴られて……オレが守れなくて……」


「そんな、修輔が悪いことじゃないのだ……謝らないでほしいのだ……」





「それでも……ごめん」


　オレは肩かたを落とし、地面を見つめる。


「……修輔くん」


　カランカランと音がした。


　音のした方を見てそれが薙刀の倒たおれた音だと気付いた。どうやら深雪さんが手放したらしい。なんのためにかはすぐにわかった。


　ふわっと香かおった深雪さんの髪かみの匂においがオレの鼻をくすぐる。


　優しく包み込まれるように抱だきしめられる。


　温かな体温が伝わってきた。


　ただあまりにも突とつ然ぜんのことだったので、理解できないオレは当然頭の中がごちゃごちゃになるわけで。


「え？　え？　え？」


「誰かにギューッてされると、落ち着きませんか？」


　落ち着くかどうかで言われたらすっごい落ち着くような、でもある意味興奮状態のような。今は正直楽しむ余よ裕ゆうがないけれど。


「修輔くん、すごく辛つらそうな顔しながらそんなこと言うんですもん。お姉さん見てられません。だから、ギュッてしてあげます」


　そう言って少し強く抱きしめられる。


「あんまり、自分を卑ひ下げしないでくださいね。修輔くんは弱くなんかありませんから、私にはわかります」


「…………」


　オレは答えない。答えられない。


　そんなオレをこの人は優しく抱きしめ、そして優しく頭を撫なでてくれた。


「大丈夫です、きっと強くなれます。貴方あなたなら。応おう援えんしてますから」


　少しだけ、鼻の奥がツンとする。よくよく考えるとこんな風に抱きしめられた記き憶おくがオレにはない。物心ついた時からオレに母親はいなかったのだから。


「どうですか？　落ち着きました？」


「えっと……一応……」
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　っていうか突然すぎて頭の働きを止められた感じ。


「ふふ、よかったです。抱きしめてくれるとなんかホッとしますよね」


　オレを包んでいた優しさが離はなれていく。


「だからもし、私が落ち込んでたり辛そうな時、その時は、抱きしめてくれちゃってもいいですよ。なんて」


　そう言って深雪さんはいたずらっぽく微笑ほほえんだ。




　四掬すくい目　スク水、給食着、バニーさん







　一晩寝ねるとだいぶ気が楽になっているもので──たぶん、アクってその時出てるんだろうなぁ──翌日もハルに呼ばれてオレは朝食をとりに食堂に来ていた。


　制服姿のユズとハル、そしてエプロン姿のリーダーがそこにはいた。机の下の方ではスピーが丸くなっている。女性陣じんは昨日、おとといと私服しか見ていないからすごく新しん鮮せんだ。


　テーブルの上にはトーストにサラダ、そしてコーンスープと絵にかいたような朝食メニューが並んでいた。なかなかおいしいんだよな、リーダーの料理って。


「おはようなのだ！」


「おはよう、修しゆうにぃ」


「おぉ、おはよう。早いなみんな」


「早起きは三文の徳なのだ！」


「ちなみに一文は今の価値だと十円くらいなの」


「うん、その説明はいらなかったな。その説明のおかげで早起きする気がなくなった」


「いや待て修ちん！　それは間ま違ちがいなのぜ！」


　ビシッという効果音が似合いそうな迫はく力りよくでリーダーがスプーンを向けてくる。


「早起きすると寝ね起おきでちょっとポーっとしたハルやユズちんの姿が拝めるのぜ！　たまらんぜ！　たまらんぜよ！　家の中だからこそ見せるあの無防備な姿！　おっと、ユズちんはわりとどこでも無防備っていうツッコミはなしだぜ！」


　ですよね。ここ数日でユズの無防備加減はよーく理解したよ。


　どれくらいかっていうと、罠わなが大量に仕し掛かけられた部屋に目め隠かくしして裸はだかで突っ込むくらい無防備。防ぼう御ぎよ力りよく皆かい無むです。いやでもリーダーの言わんとすることは理解した。


「よし、ちょっと引っ越こしを機にオレ早起きするよ」


「それがいいのぜ。健康的で。心身共に」


　とりあえずオレは昨日座ったところに腰こしを下ろす。いただきます、っと。


　オレはまずトーストを手に取る。


「ワウ！」


「へ？」


　かじりつこうとした矢先にスピーの鳴き声。


「お前さっきまで寝てなかった？」


「ワウ！」


　もう一ひと吠ほえ。いつの間にかオレの足元でお座りしてこちらを見ている。ド○クエとかであった『仲間になりたそうな眼で』って今のコイツみたいな眼のことだと思う。


「そのトーストを寄こせ！　と言ってるのだ」


　と、ユズ通訳。


「え？　これ？　けどこれオレの朝飯……」


「ガウガウ！」


「新人のご飯を奪うばうのは定番だと思う、って言ってるのだ」


　それはなんかちがくね？　まぁ映画とかでたまに見かけるけどさ。


「いやだからって、犬っぽいのに脅おどされても。つうか、コイツ食べられるの？」


「スピーはなんでも食べるのだ」


　好き嫌きらいがなくてよろしい。


「ワウワウワウワウ！」


　スピーが連続して吠える。これは通訳なしでもわかる。早く寄こせだろ？　まぁ二枚あるし、一枚くらい渡わたしてやるか。


「ほらよ」


　オレはスピーに持っていたトーストを手渡す。


「ワウッ！」


「ありがとな、この恩は一生忘れねぇ、って言ってるのだ」


　今の一言でそのセリフ？　っていうか設定変わってね？


　とまぁツッコミたいことは山ほどあるが、気を取り直してもう一枚のトーストを手に取る。少しだけ、『それも寄こせ！』とか言われないかビクビクしたのは内ない緒しよ。


「あれ？　そういえば修しゆう輔すけまだ寝間着姿なのだ」


「あぁ、オレは家出る前に着き替がえるんだよ」


「へー。じゃあ修輔はどこの学校なんだ？」


「え？」


「修輔も高校生だろう？」


「あぁ、まぁそうだけど……なんでわざわざそんなこと聞くんだ？」


「んー同じ学校なら一いつ緒しよに行きたいなぁって……」


　同じ学校なら……か。


　制服見た時から実は気付いていた。


　間違いなくオレと同じ学校だ。その制服によーく見覚えがあるからな。


　けっこうかわいい制服なんだ。思い出すよ、オレが入学したてのあの時期を。体育の時にあの制服をパクってみようとしたなぁ。


　今考えると盗ぬすんでどうするんですか？　って問いたい、自分自身に。着るつもりだったのか？


「な、なんだ？　なんか眼がエロイぞ！」


「わーはー、きっと制服姿のユズちんに欲よく情じようしたのぜよぉ」


「いやどちらかというと制服を見てた」


「なんとマニアックな」


　パーフェクトな変態であるリーダーに言われたくはない。


「なにをぅ！　それじゃあ、わたしに魅み力りよくがないみたいじゃないか！　おっぱいか！　おっぱいがないからいけないのか！」


「いや、そういうわけじゃ……」


「もう！　なんなら脱ぬいで教えてやるぞ！　制服より絶対わたしの方が魅力的なのだ！」


「ちょ、ユズちんストップ！　カメラ持ってくるから！」


　本気にしたリーダーが食事中にもかかわらず慌あわただしく駆かけだしていった。


　ここの連中って朝から元気なのな。


　はぁっと、ばれないようにため息をつく。


「ため息だと！　失礼なヤツめ！　お前はため息をつかれるおっぱいの切なさを知ってるのか！」


　普ふ通つうにばれた！


　両手をぶんぶん振ふり回しながら、なにやら必死に訴うつたえてくる。


　しかも物もの凄すごく勘かん違ちがいをしていらっしゃる。


　だいたいオレがおっぱいにたいしてため息をつくと思ってるのか？　オレはおっぱいにたいしてそんな失礼なことはしない。小さい胸にも五分の魂たましいって言葉があるだろう。


「とりあえず落ち着け。誰だれがおっぱいにため息をついたと言った」


「だってお前が！」


「別にお前のおっぱいにため息をついたわけじゃないさ」


　だいたいオレはコイツのおっぱいを昨日直じかに見たんだ。


　そりゃぁボリュームこそないがかわいらしいおっぱいだった。


　っていうか朝の食しよく卓たくにおっぱいって単語が飛び交かうのもどうかと思うな。個人的にはアリなんですけども。


「そうなのか？」


「あぁ。お前は学校行って楽しいか？」


「あんま楽しくない！　どっちかっていうとやっぱりシューティングスターの仲間と居た方が楽しい、気楽なのだ」


　それはたぶん、ここにいるみんなは同じような人間だからだろう。


「あ！　だから一緒に行きたいなぁ、なんて思ったわけじゃないのだ！　違うんだからな！」


　これまたツンデレのテンプレみたいな回答ありがとうございます。


　ツンデレ回答ってことはだ、ユズの心境を推察するに『わたし修輔くんと一緒に学校行きたいな、だって一人じゃ寂さびしいんだもん。でもこんなこと恥はずかしくて言えないよ……』ってところか。かわいいヤツめ。


「まぁオレはお前と同じ学校だよ。その制服ウチの学校のだし」


「そうなのか！」


　あ、眼がきらきらしてる。嬉うれしそうだ。全力で尻尾しつぽを振る犬ってこんな感じだったな。


　うーん、美少女との登下校は魅力的なんだが……


「悪いけど、あんまり一緒に行きたくないんだが。オレの平和が脅おびやかされるから」


「えーっ！　えーっ！　えーっ！」


　尻尾みたいなツインテールがぴょんと跳はねた。なぜ三度も繰くり返す。


「オレは行きたくないんだよ」


「わたしは一緒に行きたいのだ！」


　さっき行きたいわけじゃないって言ってませんでしたか？


「ユズちんあんまり無理は言いなさんな、修ちんにも事情があるんだろうしさ」


　リーダーが手にビデオカメラを持って現れる。


　カメラっていうからてっきり写真の方だと思ってた。まさか動画とは、さすがです。


「そうか……そうだよな」


　なんだかユズがしおれた花のようにしゅんとなった。


　はたしてオレは美少女にこんな顔をさせていいのだろうか。


　わかってる、いけないんだ。いけないんだけど、こればっかりは勘かん弁べんしてほしい。


　ひどいんだって、オレのクラスメイトたちは。バカばっかなんです。ちょっとしたことでお祭り騒さわぎ。そりゃもうひどいお祭り騒ぎ。


　もしオレがコイツと一緒に登校してみろ。確実にリア充じゆう扱あつかいされて、考えるまでもなく祭り上げられる。最悪発破されるな、ＴＮＴとかで。


　何と言っても、ヤツら休み時間のたびに押し寄せてくるんだぜ、そして質しつ問もん攻ぜめ。


　オレは極力静かな高校生活を送りたいんだ。


「ぐすん……」


　なんだか涙なみだぐんでユズはトーストをかじる。絶対わざとだろ、コイツ。オレに罪悪感を与あたえようとしてるだろ。勘弁してくれ、まったく。


　リーダーはリーダーでオレにカメラを向けないでください。黙もく々もくとトーストをほおばっているハルでも撮とっていればいいのに。


「うっ……」と、思わず漏もらしてしまう。


　ユズがトーストをかじったままオレのことを見つめているんだ。


　なんだか目で訴えかけてくるようだ。


　かわいいなぁ。いちいちオレの萌もえツボをおさえてきやがるぜ。的確についてきやがるぜ。いや、だからと言って惑まどわされん、惑わされんぞ、オレは！


「ぬぁ！　目をそらすな！」


「いやだ！　オレをたぶらかすんじゃない！」


「じゃあどうしたら一緒に来てくれるんだ！　パンツか！　またパンツが見たいのか！」


「見たいか見たくないかと聞かれたら見たいが、あれはたまに見えるからいいんだ」


　うんうん、とうなずいているリーダー。理解してくれると思ってたぜ。


「うぅ……じゃあ諦あきらめるのだ……」


　諦めると言ったならその何か言いたげな瞳ひとみをこちらに向けないでいただきたい。


「なんで一緒に行けないの？」と、ハル。


　突とつ然ぜん口を開いたな。


　あぁ、朝食を食べ終わったのか。一いつ切さい話に加わらず一心不乱に食べてたからな、トーストとコーンスープが好きと見た。


「一緒に行ってあげたらユズねぇ喜ぶの」


「そうだ！　わたしは喜ぶのだ！　お迎むかえにも来てくれたら三倍は喜ぶ！」


　ちゃっかり帰りまで希望してんじゃねーよ。


　とはいえ、正直クラスメイトに祭り上げられるから、じゃ理由としては弱いというか。名めい誉よ会長的にそれくらい受け止めろとか言われそう。まぁ言うんですけどね。





「クラスメイトにリア充扱いされたくないんだよ、爆ばく発はつさせられるから」


「「「…………」」」


　総勢三名の冷ややかな眼まな差ざし。視線が言ってる。「え？　そんな理由？」って。


「いやぁ修ちん。それは美少女を愛めでる会名誉会長の宿命だって」


　うん、まぁ予想通りの答えが返ってきましたよ、これ。


　たしかにくだらない理由だけど、マジで嫌いやなんだよなぁ。でもそれじゃあリーダーの言う通り名誉会長の名が廃すたる、か？　仕方ない、覚かく悟ごを決めませう。


「わかった、登校ぐらいは付き合ってやるよ」


「帰りは？」


「一人で帰ってこい」


「そんなぁ！」


　いや、でも待てよ？　オレ今日、一いつ旦たん家に服取りに帰らなくちゃいけないんじゃね？　昨日は時間も時間だったからベッドやら机やらを運ぶだけだったんだ、その他の小物は持ってきていない。どうせだしユズに手伝ってもらうってのもありか。


　となればだ……


「まぁ、体操服姿で帰宅するというのであれば考えなくもないが。あと荷物取りにいくの付き合ってくれ」


　と、ちょっと欲よく望ぼうをちらつかせてみる。


　まぁでもわりと無茶なお願いですし？　普通ならソッコーで断るお願いですよ。


　そう、普通なら。


「わかった、任せるのだ！」


　それでも躊ちゆう躇ちよなくＯＫ出すのが、ユズちゃんクオリティー。


「わかった、帰りも迎えに行こうじゃないか」


　コイツのことだから本当に着て帰りそうだ。


　さぁどうなるのでしょう？　さすがに本気にはしないと思うが。ブルマーで帰宅って相当恥ずかしいぞ？　雛ひな○沢ざわ分校の部活罰ばつゲームじゃないんだから。


「修ちんの学校ってブルマーだっけ？」


「だったはずだな、校長の趣しゆ味みで」


　いやぁ、あの時は感動したね。なんてったって全校生徒の前で『私はブルマーが大好きです』と宣言した猛も者さだからな。そのあとＰＴＡに袋ふく叩ろだたきにされたとかされなかったとか。


　そういや二メートルくらいある自分の銅像を自費で作り、飾かざったりもしてたな。いやホント変わった校長だ。


「オイラとしてはスパッツの方が好きなんだけどなぁ。露ろ出しゆつすればいいってもんじゃないのですよ……いやホント、ひどい目に遭あった……」


　なんだかよくわからないけど、遠い目をするリーダー。一体何があったんだ。気になる。


「ごちそうさま！　それじゃあ鞄かばん取ってくるのだぁ！　修輔も早く着き替がえるのだぞ！」


　とか思ってるうちにユズが食事を終えたようだ。


　言うが早いか席を立つのが早いか、ユズはツインテールをなびかせながら食堂を出て行った。


　まぁアイツが喜んでいるならそれでよしとするか、なんてったってオレは美少女の笑顔が何よりも好物なのだから。








「で！　どういうことなんだ海うみ野の！　被ひ告こく人にん、海野修輔！」


「えーっと……」


　教きよう壇だんの前に立たされたオレは何をどう言ったものかと悩なやみながら頭を搔かく。


　教壇の周りにはバカ野や郎ろうども、もといクラスメイトの男子連中。みなさんお揃そろいで。


　ちなみに女子はというとすごい哀あわれみの視線をこちらに向けている。オレへの同情なのか、これだから男は的な哀れみなのかわからないけどな。


　にしても理解できるか？　女の子と登校しただけでこの裁さい判ばん沙ざ汰ただぜ。


　それも休み時間のたびにな！


　せめて誰だれにも見つからないように、なんて願ったけど無理な話だった。そりゃー、誰か一人ぐらい見かけるよね。


「いつ？　いつから夏なつ川かわと付き合ってたんだ、えぇ！　言ってみろ！　怒おこるから！」


「だから付き合ってないって！　そもそも怒るからって何！　そんなの余計言わなくなるぞ！」


　もう鬱うつ陶とうしくて仕方ない。こうなるから嫌だったんだよ、くそぉ……


　暇ひまなクラスの男子どもはなにか騒げるネタを見つけると、こうやって騒ぎだす。前も彼女ができたと言ったヤツは盛せい大だいに祭り上げられていた。ちなみにその彼も、今オレを囲んでいる男子連中の一人です。彼女はどうした、彼女は。


　ただオレの場合、裁判にかけられているというのが前の時とは違ちがうところだ。


　なんだかわからないが、最初からずっと裁判形式。被告人オレ。弁護人なしという民主主義が黙だまっていない形の裁判。それが一時間目終わってからずっとだ。泣きそう。オレの休み時間返せ。初めて授業が嬉しかったぞ、ちくしょう。


　とはいえ、やっと、やっと！　待ちに待った放課後だ。


　ここを切り抜ぬければ、とりあえず今日はこの裁判からおさらばできる。明日以降のことは考えたくもないけど。


　なんとか事前に『外で待っててくれ』と、ユズにメールをすることができたのは大きかったな。こんな状じよう況きよう下かでアイツが迎えに来てみろ。ヒートアップすること間違いないだろ？


　というわけで、この事態をなんとなく察したオレは、事前に手を打っておいたわけですよ。


　あとは『修輔が遅おそかったから迎えに来たのだ！』なんてことになる前に、さっさとこの教室から脱だつ出しゆつするだけだ。


　だけなんだけど……どうするよ、この状況。


「さぁ夏川とはどういう関係なんだ！　いい加減吐はいて楽になったらどうだ！」


「いやだから友達だと何度──」


「あの夏川だぞ！　どうやったら友達になれるっていうんだよぉ！　こっちから声かけてもよくわからない返答をされるんだぞ！」


　あーまぁアイツならそうだろうなぁ。何か考えごととかしてたら絶対にこっちの話は聞かないと思う。


「いやどうやったらって言われてもなぁ」


　オレ自身なんか気付いたらそうなってただけなわけで。だいたい最初に絡からんできたのはあっちの方だったしな。


「一体どんな手を使ったんだ！　言え！　言うんだ！　おんなじ手を使うから！」


「うおぉおお、なぜだ、なぜ夏川が海野とぉおおお！」


「理解できません。どういうことなんですか、海野くん」


　なんかもう四方八方からいろいろ言われすぎて何が何やら。


　っていうか、ユズの人気がヤバい。アイツこんなに人気あったのか。


　いやたしかにかわいいけどさ、バカだけど。いやこの際バカなのも魅み力りよくか。


「何度も言うけどアイツとは友達で、仲良くなったのもたまたまアイツから声かけられたんだよ」


「新情報！　新情報！　どうやら夏川嬢じようから声をかけられたらしい！」


「きっさまぁああああああ！　なにしたぁあああああああああ！」


「いやだからオレ何もしてないって！」


　なんかもう何か言うたびにヒートアップしてるコイツら。なんでこんなにテンション高いの？　正直何が起き爆ばく剤ざいになるかわからない。怖こわいです。


「まぁちょっと落ち着いて話してみ？　な？　っていうか話せ」


「オレは始めから冷静だ。バカ騒さわぎしてんのはお前たちだけじゃん。いい加減帰宅したいんだけど」


「許さん！　そんなの断じて許さん！　全すべての情報を提出した上で審しん理りをし、ここから飛び降りるか、黒板の前で晒さらし首になるかが決められるんだ！　死んだあとに慣例に則のつとり爆ばく破はしてやるから！」


　なるほど、どうあっても死ぬのか。死んだ上で爆破か。


「お前こっちから話しかけてもスルーし続けるあの夏川が男と一いつ緒しよに、それも楽しそうに登校してたとなっちゃ、相手の男は死んでも仕方ない！」


　なんかもうツッコミどころ多すぎてどうしたらいいのか、タスケテー。


「別にお前たちの期待するような関係じゃないって」


「期待してねぇよ！　むしろ聞きたくねぇよ、そんな関係！」


「安心しろ、そういう関係じゃないって。もういいだろ、オレは帰るぞ」


　鞄を手にオレは教室を去ろうと……去ろ……去……


「邪じや魔まぁああああ！　なに？　なんで道塞ふさぐの？　ねぇ、ねぇ！」


「まだ質問は終わってない。判決も出ていない。そういうことですよ」


　メガネくん（クラス委員長）がメガネをクイっとさせながらそう言った。


　ヤダこれ、怖い。判決ってどう転んでも死し刑けい判決なんでしょう？


「あぁもう、なんなんだ、何が望みだ、お前ら！」


　でもそろそろオレも面めん倒どうくさくなってきたわけで。いやずっと面倒ではあったけど。なにより、ユズが来ないかどうか戦せん々せん恐きよう々きようなんだ。


「夏川と仲良くなれる方法を詳くわしく！」


　と言われてもなぁ。オレだってアクと間違えられて、なおかつそこからさらに掬すくい人に間違えられただけだしなぁ。おまけにそれを説明できない歯がゆさ。オレにどうしろと。


「さぁ！　さぁ！」


　迫せまりくるクラスメイトども。


　もういい、なるようになれだ！


「あー、あれだ。教室で座ざ禅ぜん組んでたんだよ、誰もいない放課後に。そしたら、なんか話しかけられた。何やってんだ？　って」


　クラス一同。「は？」


「いやオレ昔から座禅組むの好きでさ。その日も組んでたんだよ、そうしたらたまたま教室の前をアイツが通りかかって声かけてきたんだって。教室で座禅なんか組んでたらそりゃ気になるだろう？　な？」


　噓うそ八はつ百ぴやく。


「なぁ海野ー、噓つくならもっとマシな噓つけよ」


「お前頭いい癖くせに変なとこ抜けてるよなぁ」


　当然連中は呆あきれ顔。だろうな。けど、オレはこの噓を信じさせてやろうと思う。


「いやいやいや、何言ってんだお前らこそ。実際噓ついて切り抜けようとか思ってんならもっとマシな噓つくって、例えば捨てネコ拾ったのを見られてたとかいう少女漫まん画が的な展開使ってさ。オレは面倒だからホントのこと話しただけだ、早く帰りたいしな」


　特に長い付き合いってわけでもない連中に、オレの表情を見み抜ぬくことはできないだろう。案の定、それもそうか？　と言いだすヤツが現れる。


　突とつ拍ぴよう子しのない噓は案外自分で『いやいや噓ならもっとマシな～』というとけっこう信じてもらえたりする不思議。ただ『そんなこともありえるかな？』と思える噓じゃないと効果はないけどな。


　一人がそうか？　と言いだすと全体に広まっていく。


　しまいには、「ちょっとオレ座禅組んでくるわ」とか言いだした。


　一人、また一人と自分の席へ帰っていく。


「あ、座禅組むのは机の上だぞー。目立つから」


　と、ちょっと面おも白しろそうだったので余計なことを吹ふき込んでおく。


　さて、これで解放されたわけだ。


　ぶっちゃけ男子が机の上で座禅を組んでるというカオスな光景は見たくないので、オレはさっさと教室を後にした。








　赤く大きな夕日が空を燃やし、茜あかね色いろに染めていく。


　オレは校門近くの電柱によりかかってユズを待ちながら茜色の空を眺ながめていた。


　先に来てると思われたユズはまだいなかった。どうしたんだか。


「お待たせーなのだ！」


　なんだタッチの差だったのか。


「おう、気にすん……な」


「ん？　どうしたのだ？」


　アッハッハ、私は君を過小評価しすぎていたようだよ（フ○ーザ風）。


　なんだろう、この子はオレの要望に必ずスパイスを加えてくれる気がする。もう百点満点どころの騒ぎじゃない。


　何がすごいって、上に長なが袖そでのジャージーを着てるんだ。少し大きめの。


　これだけでおおよそ察しはつくだろう？


　そうさ、あれだよ、男なら夢見るだろ？　あの『Ｙシャツと私』的シチュエーション。


　もうこれ下にブルマーはいてるんだか、はいてないんだか。妄もう想そう力りよくを全力でかきたてられるこのシチュ、さすがっす！　さすがっす、ユズさん！


「さぁ帰るのだぁ！」





[image: ]


　健康的なおみ足を惜おしげもなく披ひ露ろうしたユズは元気よく手を振ふり上げ歩き始める。


「待て待て待て待てっ！」


「ん？」


「え？　恥はずかしくないのか？」


「なんでなのだ？」


「…………」


　そっかぁ……恥ずかしい理由がわからないのかぁ……説明できそうにないなぁ……


「はっ！　裏表逆か！」


　そう言ってユズが自分の服を確かめる。いやそうじゃなくて。


「うん、そうじゃない。っていうかとりあえず着き替がえてこようか。こっちから頼たのんでおいて申し訳ないんだけど」


「あれ？　いいのか？　体操服じゃなくても」


「あぁ、見れただけで満足したし。予想以上だったし」


「そうか！　じゃあ寒いし着替えて来るのだ！」


「おう、いってらー」


　……いやぁ、さすがっすね、ユズさん。スケールが違ちがいすぎる。


　とりあえずクラスメイトを教室に縛しばれたのは、不幸中の幸いだったな。今のを見られてた日には裁判すっ飛ばして、屋上から落とされてた気がする。


　よかったよかった。なんかよくわからないけど命拾いした。


　それにしてもユズの体操服姿は予想通り、いや予想を遥はるかに上回っていた。


　似合うだろうとは思っていたがまさかここまでとは、いいもん見られたなぁ。


　オレの心は春の昼下がりのごとく、まったりとそして平和だった。








　ユズが着替えから戻もどってくる間、オレはいい気分で空を見上げていた。


　カラスが数羽、呑のん気きに鳴きながら夕空を飛んでいる。寝ね床どこにでも帰っているのかね。ゆっくり休め、一日何してたのかは知らないけど。


「着替えてきたのだ！」


「おぉ、早かったな」


「急いだからな！」


　そう言ってニパッと笑う。


　いい笑え顔がおだ、笑顔の似合う女の子はいいね！


「さぁ早さつ速そく修輔の家に行くのだ！」


「あぁ、悪いな、寄り道させちゃって」


　オレが歩きだすとユズもそれについてくる。


　オレの家は竜りゆう庵あん荘そうから学校を挟はさんで反対側にある。たいして学校から距きよ離りがないってのがせめてもの救いだな。


「気にしなくていいのだ！　その分下校も一緒だからな！」


　そう言って見せる笑顔がやたら眩まぶしい。


「明日からはどうするのだ？　もう一緒に登下校してくれないのか？　やっぱり体操服なのか？」


「いや、体操服はもういいよ」


　さすがに恥ずかしいっていうか、もうそれを強要するオレはただの変態っていうか。


「でもでも体操服くらいならいつでも着てあげるのだ。だから一緒に」


「いいよ、着なくても。着なくたって一緒に登下校くらいはしてやるよ」


「ホントか！」


「あぁ、もう気にすることはなくなったわけだしさ」


「わぁーい！　約束なのだ！　破っちゃダメだからな！」


　そう言いながら嬉うれしそうに歩くユズが妙みようにかわいらしい。


　ホント、登下校くらいでこんなに喜んでもらえるなら、いくらだって付き合ってやろうなんて気になるもんだ。


「これで修輔と同じクラスだったらよかったのに」


「まぁ、そうだなぁ……」


　そうなるとオレの命がヤツらに取られるような気がしなくもないんだが……


「そういえば修輔の家にはわたし入っても大だい丈じよう夫ぶなのか？」


「あぁ、大丈夫だよ。家には誰だれもいないしさ。滅めつ多たに帰ってこないからな」


「そうなのか。ととさまもかかさまも忙いそがしいんだな！」


「……忙しいっていうか、なんていうか」


「ん？」


「いやなんでもないさ。それよりさっさと行こうぜ。寒いしさ」


　テキトーに誤ご魔ま化かし、オレは少し歩くペースを速めた。








「よし、到とう着ちやくだ」


「ここが修輔の家なのだな！」


　ユズが楽しそうにぴょんと跳はねた。


　えーっと、オレ自分の部屋になんか見られちゃマズイものあったかな？　と考える。


　大丈夫──だよな。うん大丈夫、大丈夫、特に見られて困るものはないから家に入れても問題ない……たぶん。


　オレはポケットから鍵かぎを出してドアノブにさし込み回す。そしてドアノブを引いたのだが、戸はガチャガチャ音を立てるだけ。


　途と端たんに嫌いやな予感がオレの胸中になだれ込んでくる。


　鍵を開けたと思ったら閉まった。ということは、初めから鍵は開いていたということになる。それはつまり……


　畜ちく生しよう、いやに心臓がうるさい。何を焦あせってるんだ、オレは。


　ふたたび鍵を回す。


　今度は扉とびらがすんなりと開いてくれた。間ま違ちがいない、さっきは鍵が開いていたんだ。


　オレは家の中へと駆かけ込み、まっすぐとリビングへ向かった。


　普ふ段だんは誰もいないはずのリビング。誰もいたことのないリビング。





「……出てったんじゃないのか、修輔」


「…………」





　いたよ。会いたくもなかったヤツがそこに。


　一人ソファーに腰こし掛かけ、写真を眺めていた。なんでこんな時に限って帰ってきてるんだよ。なんで……なんでオレがいなくなってすぐに……


「もう帰ってきたのか？」


　親父おやじが笑う。嘲あざけるように笑う。


「っ……帰ってきたわけじゃねぇよ。荷物を取りにきただけだ」


「……そうか。ならさっさと取って出ていけばいい」


　……あぁ、わかってたさ。『家を出る』と書き置きした時からわかっていた。たとえそれを読んでもこの父親は心配しない。むしろ喜ぶんだ。


　けれどわかってはいても本当にそうなるなんて信じたくもなかった。見たくなかった。


　おかしいだろう！　息子むすこが書き置き一つで家出したんだぞ！　なのになんで捜さがさない！　なんで何もしない！


　オレは「言われなくても」と言おうとしてやめた。言葉が出ない。出したところで、声は震ふるえる。もう何を期待したってダメなんだ。もう何を望んだってダメなんだ。


　オレの望む『家族』というものはこの家にはない。ありえない。今まで何度も期待して裏切られたじゃないか。


　また裏切られた、ただそれだけ……だから落ち着け。落ち着くんだ。


　どんなにいい成績を取ろうと、どんなに気を遣つかおうと、親父はオレに見向きもしなかっただろう？　どんなに努力したって報むくわれなかっただろう？


　さぁ、いい加減諦あきらめるんだ。今度こそ、諦めるんだ。そしてこの家を出よう。ここに居たって傷つくだけ……だから、


「お前！　なんでそんなことが言えるのだ！」


　ユズが吠ほえた。


　本当に突とつ然ぜんだった。


　オレは顔を上げ、後ろを向く。


「……誰だ、お前は」


「わたしは修輔の仲間だ！　そんなことより！　なんでお前はそんなことが言えるのだ！　お前修輔のととさまなんだろう！　なら心配にならないのか！」


「心配する理由がない」


「そんなの！　理由なんかいらないことだろう！」


「なんで憎にくいコイツのことを心配しなくちゃならない」


「なんで！　なんでお前は修輔を憎むのだ！　修輔はお前の！」


「そいつがいなければ俺は大切な人を失わずにすんだ」


　なおも吠え続けるユズの言葉を遮さえぎるように親父は口を開いた。


「そいつを守るためにアイツは死んだ……それ以上の理由がいるか？」


　親父がオレを睨にらみつける。今まで幾いく度どとなく浴びせられた言葉と共に。


「アイツだって死にたくなかっただろう。アイツだってきっとお前を憎んでいる、俺にはわかる」


　オレ自身は当時のことを覚えていないから何とも言えないが、事故か何かで母さんはオレを庇かばって死んだらしい。オレを守るために。


　その事故の原因はやはりオレらしく、そのせいでオレは親父に憎まれるようになった。ただそれだけの話。わかりやすいだろう？


「だから俺はお前を許さない。許せないんだ」


　オレは何も言わない。何を言おうと無む駄だだから。





「そんなの……」


　けれどユズは違った。


「そんなのおかしいのだ！　そんなの絶対に！」


「ユズ、もういい。行くぞ」


　今度はオレが遮るがそれでもユズは止まらない。


「わたしにはわかる！　お前は修輔を守らなくちゃいけないのだ！　なのに、なのに！」


「やめろ、ユズ。無駄なんだ」


　この親父には何を言っても無駄だ。もう諦めたんだ。


「でも！」


「いいから！」


　思わず口調が荒あらくなる。


「じゃあな、親父。もう二度と会わねぇだろうよ」


「あぁ……」


　それだけかよ……それが……


「っ……」


　オレはユズの手を引いて廊ろう下かへと出る。リビングの戸を荒々しく閉めた。バタンッという音がいやに響ひびく。


「なんで修輔は何も言わないのだ！」


「言っても無駄だし、オレはなんとも思ってないんだ、だから……」


「そんなの噓うそなのだ！」


「噓じゃないさ。なんとも思ってない、なんとも……」


　オレはユズに背を向ける。さっさと用事をすませて出ていきたいんだ。


「じゃあ……」


　ユズの声が震えた気がした。


　その声でオレは思わず足を止める。





「じゃあなんで修輔はそんなに悲しそうなのだ？」





「……別に、悲しくなんてないさ……」


「噓なのだ！　悲しい時は悲しいって言わなきゃダメなのだ！　辛つらいなら辛いって言わなきゃダメなのだ！」


　ユズが声を震わせながらそう叫さけんだ。


「言ったって……言ったってどうせ届かない。オレはもう諦めたんだよ。もう、期待なんかしてないんだよ」


「そんなのダメなのだ！　何度だって試ためしてみなくちゃわからないのだ！　諦めたらもう全部なくなっちゃうんだぞ！　でも辛くても立ち向かえばきっといつかは！」


　何度だって？　オレが何度試してきたと思ってるんだ。オレがどれだけ期待してきたと思ってんだ。


「いつかっていつだよ……オレだって、オレだってホントは……」


　諦めたいわけじゃないさ……


　けれど、何度普ふ通つうの家族を望んでも、普通の家族をうらやんでも、決して手に入ることはなかった。


　もう手に入らないってわかってて、なんでそれを求め続けなくちゃいけないんだ。なんで、そんな身を焼くような真ま似ねしなくちゃいけないんだ。


「……っ、オレには耐たえられない。オレはそこまで強くないんだ」


「そんなの違ちがうのだ！　弱くたって耐えるくらいはできるのだ、立ち向かうくらいできるのだ！」


「できるかよ、立ち向かったって、耐えてたって何も起こらないのに……」


「立ち向かわなくちゃ負け犬じゃないか！」


「どちらにせよ負けるなら結局負け犬じゃないか……」


「違う！　負けたらみんなが負け犬になるわけじゃない！」


「負けたら全員負け犬に決まってるだろう……」


「全然違うんだ！　だって立ち向かうヤツは……」


「何が違うって言うんだよ。立ち向かえるのは強いヤツだけなんだ。オレは体も心も強くなんかない。お前みたいに強くなんかないんだよ……」


　不意に戸と惑まどっていたユズの表情が消える。





「……わたしが……強い？」





「あぁ、そうだ。お前は強いからそんなことが言えるんだ。アクにだって立ち向かってく、親父にだって刃は向むかってく、それはお前が強いからだろ……オレはお前みたいに生まれつき強い人間じゃないんだ……」


「ち……がう。それは違うのだ、修輔……」


「何が違うって言うんだよ……」


「わたしは強くなんかないんだ……ただ約束で……」


「約束なんかで強くなれるわけないだろ。お前はもとから強いからそんなこと言えるんだよ。弱いオレの気持ちがお前にわかるかよ……」


「わかる……わかるのだ。だって修輔……お前はわたしと同じだから……」


「オレとお前が同じ？　どこがだよ……全然、違う、じゃ、ない……か」


　そこまで言葉にして気付いた。


　大おお粒つぶの涙なみだがユズの頰ほおを伝い、星のシールを濡ぬらした。それがオレにはなぜか星まで泣いているように見えて仕方なかった。


「なんで……なんで泣いてるんだよ」


　思いがけないことにオレは思わず戸惑う。


「…………」


　ユズは黙だまったままフルフルと首を振ふる。


　泣いてないとでも言いたいのだろうか。


　けれど、どう見ても今ユズは泣いている。


　その涙は一つ、二つ、三つ四つと少しずつ数を増やしながら零こぼれ落ち、しまいには一本に繫つながり流れ落ちる。


　ユズは両の手で必死に拭ぬぐうがその涙を止めることはできなそうだった。


「……ちが……う、ちがうんだ──っ！」


　何度も何度も手で涙を拭っていたユズは大きく首を振ったあと、オレの前から走り去っていった。


　オレはそんなアイツを追うことも声をかけることもできなかった。


　当たり前だ。


　悪いのは──オレなのだから。








　電気も点つけず、真っ暗な部屋の片かた隅すみでオレはただただ一点を見つめ座り込んでいた。


　あのあと家に帰るとリーダーに出くわし、心配そうに尋たずねてきた。


「ユズちんが泣きながら帰ってきたんだけど」と。


　ただ「オレが泣かした」とだけ伝えて、オレはそのまま部屋に閉じこもった。


『負けたらみんなが負け犬になるわけじゃない』とユズは言っていた。


　頭の固いオレには負けたら全員が負け犬になるとしか思えない。立ち向かったところで負けてしまえば、それは負け犬、敗者だ。


　そこに何の差もないだろう。なのに、アイツはまったく違うと言う。理解できない。


　くそっ……


　窓から差し込む月明かりに気付いて空を見上げる。今日も気分よさげに浮うかんでいる月がやたら恨うらめしかった。


　オレはこんな気分なのにいい気なもんだ、なんて月にすら喧けん嘩かを売りたくなってくる。


　胸の内にたまり込んだ重苦しい気持ちを少しでも吐はき出さんと、オレは大きく息を吐いた。


　──これからどうすればいいかわからない。


　正直なところ、オレが全面的に悪いのはわかっているんだ。


　あの時オレはいろんな感情がぐちゃぐちゃになって、ユズにあたった。


　あまつさえ、オレとお前は違うと言い捨てた。違う。オレとアイツは同じなんだ。オレもアイツも……


　はぁ……最低だろ……


　自分の身勝手でなんにも悪くないユズをオレは傷つけて泣かせた。むしろオレの気持ちをぶつけてくれたアイツに感謝しなくちゃいけないはずなのに……


　なんなんだよ、オレは……


　謝りたい……けれどなんと言って謝ればいいのかわからない。


　オレがアイツを傷つけたことはわかっていても、なんで傷つけたのかわからない。


　くそっ……自分の不ふ甲が斐いなさがすごく悔くやしい。なんでオレはこんな人間なんだ。なんでオレは……


　オレが言いたいことを言えていれば、アイツが親父おやじに嚙かみつくこともなかっただろう。


　けどオレにはそれすらできなかった。なんで満足に自分の気持ちを伝えることすらできないんだ。


　オレが弱くなければ……


　今考えると心の強いユズがうらやましかったのもあったと思う。アイツは強くなんかないと言っていたが傍はた目めから見たら強く見える。


　アイツはなんにだって立ち向かっていけるのだから、オレとは大違いだ。


　うらやましい……


　立てた両りよう膝ひざに顔を押しつける。


　陰いん鬱うつとした気持ちがオレの中で渦うず巻まいていて、それがすごく不快だ。そのせいか胸が苦しい……締しめつけられるみたいだ。


　気晴らしにでも走ってこようか。それがオレの一番のストレス解消になるわけだし。でもなぁ……


　はーっ、と肺の中の二酸化炭素が全すべて出で尽つくすかと思うくらい、大きなため息をついた。





　ん？　なんだか外が騒さわがしいな。


　ウジウジと思考の泥どろ沼ぬまにハマっていたから全然気付かなかったが、どうやらオレの部屋の前で誰だれかが騒いでいるようだ。まぁおそらくリーダーだろう。


　勘かん弁べんしてくれ、今はリーダーのバカ騒ぎに付き合っていたくないんだ。


「本当にこれで元気出してくれるんですか？」


　深み雪ゆきさんの不ふ審しんがる声が聞こえてきた。深雪さんもいるのか、一体何してるんだ？


「大だい丈じよう夫ぶ、おにいさんに任せんしゃい！　男の気持ちは男が一番よく知ってるのぜよ」


　次にリーダーの声。


　深雪さんと違ってどうにも自信に満ち溢あふれている。それが逆に不安を誘さそう。


「そ、それじゃあ行ってみます……」


「ゆきねぇ頑がん張ばって！」


　どうやらハルもいるみたいだな。と、思ったところでコンコンとオレの部屋をノックする音が聞こえた。そしてすぐに戸が開く。


「失礼しまーす……」


　おずおずと深雪さんが入ってくる。その深雪さんの姿にオレは一いつ瞬しゆん、いやかなり戸惑った。


　──なぜにスク水？


「あ、あの……元気だして！　修輔くん！」


　そう言いながらギュッと目を閉じ深雪さんはオレの前で前まえ屈かがみになりながら、両りよう腕うででその豊満な胸を挟はさみ谷間をやたら強調してくる。


　スク水で谷間ができるってすごいな。


　これ見て元気だしてってところか？


　元気をだすよりも、どういうことなの？　って気持ちの方が強すぎて、オレはバカみたいに口を開けたまま呆ぼう然ぜんと深雪さんを眺ながめていた。


　おかげで、しばしの沈ちん黙もくがオレの部屋に訪おとずれる。チッチッチッチッと規則正しい時計の音だけがやけに大きく聞こえた。


「あ、あれ？　元気出ませんか？」


「いやなんていうか、理解できなくて……」


「そ、そうですよね。あはは……だまされました……」


　深雪さんが顔を真っ赤にして肩かたを落とす。


　ものすごく微び妙みような空気。


　これが普ふ段だんのオレなら萌もえに萌えていたんだろうけど、今はそんな気分じゃない。


「すいません、今はちょっと一人にしてもらえますか？」


　オレはそれだけ言ってまた膝に顔を押しつける。


　今はやっぱり一人でいたい。一人で自分の弱さを嚙みしめていたいんだ。


　しかし、そんなオレの願いを深雪さんは叶かなえてくれなかった。


「……下を向いてちゃダメですよ？」


　しゃがみこんだ深雪さんがオレの頰を撫なでるように顔に手を添そえてくれる。温かい手のぬくもり。予想外だっただけにオレは顔を上げ、目の前にある深雪さんの顔を見つめる。


「やっぱり。修輔くん、また辛つらそうな顔してます。辛い時こそ顔を上げてないと歩き出せませんよ？」


「……オレは、そこまで強くないんですよ……」


　辛い時でも顔を上げて耐たえる強さなんてオレは持っていない。持っていたらこんなことになっていなかっただろう。今よりずっとマシだっただろう。


「……昨日も言いましたけど、貴方あなたは弱くなんてないですよ。修輔くん」


「そんなこと！」


　オレは思わず声を荒あららげる。


　けれど深雪さんはまったく動じず、オレの言葉を遮さえぎった。


「本当に弱い人は、自分を責めたりできません。自分の弱さを認めたりできません」


　まっすぐにオレを見つめ、はっきりとした言葉でそう告げる。


　今までの優やさしく穏おだやかな口調ではなく、諭さとすような、叱しかるような口調で。


　そのせいでオレは思わず口をつぐむ。


「本当に弱い人は、自分の弱さを見つめることはできません。それはすごく辛いことで自分を傷つけることだから。そうしないと強くなんてなれないのに、それが辛いから逃にげるんです。でも貴方はずっと自分の弱さを見つめてる。見続けて自分を傷つけてる。だからこそ思い悩なやんでいるんでしょう？」


　深雪さんの言葉を聞いてオレは何も言えなくなる。何と言っていいのかわからなくなる。


「それができる修輔くんなら、きっと強くなれます。強くなるのは簡単なことじゃないけど……でももしまた崩くずれそうになったらこうやって支えてあげます、何度でも。だから、顔を上げて。ね？」


　深雪さんが浮かべる笑えみはすごく優しくて、それを見ているとなにかが込み上げてくるような気持ちになる。


　胸がギュッと締め付けられるような気がした。


「それじゃあ、私は戻もどりますね」


　そう言った深雪さんはスクッと立ち上がり、オレの部屋を出ていってしまった。


　オレは呆然と部屋に取り残される。


　まだ深雪さんの手のぬくもりがオレの頰ほおに残っている。


「深雪さん……」


　今度は外からハルの声が聞こえてきた。


　もしかしてみんなこうやってくるつもりなのか？


「次はハルが行ってくるなの」


「おうさ！　大丈夫、ハルのかわいさなら世界でも救えるぜよ！」


　次もまた何かコスプレをしているのかどうか……


「修にぃ？」


　ひょこっとノックもなしにハルがオレの部屋に入ってくる。


　右手にはおたま、左手にはフルーツバスケット、そして服装は懐なつかしの給食着。しっかりあの丸っこい給きゆう食しよく帽ぼうまでかぶっている。


　なんというチョイス。


　たしかにちっこいハルには似合っていて、なんだかかわいらしいけども。


　それでも正直その発想はなかった。


「修にぃ、これハルが作ったの」


　そう言って左手に持っていたかごをオレに手て渡わたしてくれる。なんだか甘い香かおりがオレの鼻の奥をくすぐる。


「……これは？」


「ハルのクッキー。この前ユズねぇに教わったの」


「わざわざ焼いてくれたのか？」


　コクリとかわいらしくハルがうなずく。


「ありがとう……」


　オレがそう言ったのを聞くとハルはまたうなずき、満足そうな顔をしてオレの部屋を出ていった。


　クッキー……か。わざわざオレのために。


　なんだか胸の奥が温かくなるような気がした。


　少なくともさっきまでオレの胸中に入り込んで胸を締めつけていた何かは、勢力を弱めている気がする。


　オレは一つハルのお手製クッキーを手に取って、口の中に放ほうり込む。


「甘い……」


　まだ温かいそのクッキーは、かじるたびにオレの口の中でこれでもかというほど甘みを振ふりまいている。


　どんな市し販はんのクッキーなんかよりもウマい。


　ヤバい……いよいよ泣きそうだ……


　考えてみれば、オレは今までこんなに誰かに心配されたり優しくされたりした記き憶おくがない。普ふ通つうなら一番オレの味方になってくれるはずの人がオレを一番憎にくんでいたんだ。小さなころからずっと。


　誰かからもらう優しさは、こんなにも心ここ地ちいいものだったのか……こんなにもあったかいものだったのか……


「どうだい、オイラのハルのクッキーは」


　リーダーの声がしてオレは顔を上げる。


　ちゃっかりハルは自分のものだと宣言しながらリーダーがオレの部屋に入ってきたようだ。おまけに電気まで点つけてくれた。


「……普通にウマ、ぶっ！」


　顔を上げリーダーを見て、思わず噴ふき出した。


　──なんでアンタまでコスプレしてんだよ！　しかもバニーかい！　ゴツゴツした足と盛り上がった股こ間かん部分が如何いかんとも言い難がたい！


　やっぱバニーさんは女の子のための衣い装しようだよ、絶対。


　女の子が着るとウサギさんになれるかもしれないが、男が着ると兵器以外のなにものでもない。


「そうかそうか、オイラの美び貌ぼうにクッキーも喉のどを通らないか！」


　あっはっはと笑うリーダーはやけに満足そうだ。


「リ、リーダー、なんで……」





[image: ]


「一度でいいから着てみたかった、後こう悔かいはしていない」


　完全に変態っす。まごうことなき変態っす、リーダー。


「深雪さんとかハルは何も言わなかったのか……」


「何も言わなかったけど、物もの凄すごく残念そうな目でオイラを見ていたよ」


　その光景はすごく想像しやすい。リーダーはよく耐えられたな。


「どうだい、元気でたかい？」


「ハルまででよかった……」


「あっはっは！　ですよねー」


　笑うたびに揺ゆれるウサ耳がやけに腹立つな、おい。


「仕方ない、ぶっちゃけオイラも恥はずかしいから戻るとするか。なんか股間締しめ付けられて気持ち悪いし」


　あぁやっぱ恥ずかしいんだ、ならそんな格好しなくていいじゃん。


　オレの部屋を出る直前、ピタッとリーダーが立ち止まり、こちらを振り向く。


　そして、いつもの能天気な笑顔ではなく柔やわらかな笑みを浮うかべた。


　オレが初めて見る笑顔。


「雨降って地固まるっていうさね。たくさん悩んでたくさん傷つけあえばいいさ、そのたびにちゃんと仲直りしてさ」


　リーダーはそれだけ言って白くて丸いウサギの尻尾しつぽを振り振り帰っていった。心底思う、リーダーのコスプレはいらなかった。


「アイツはまた珍ちん妙みような格好を……」


「セイタ……」


　リーダーと入れ替かわりにセイタがやってくる。


　一いつ瞬しゆんセイタもコスプレを？　なんて思って見るのを戸と惑まどったが、どうやらそんなことはなかったようだ。一安心。


　とはいえ、昨日のこともあって少し体を強こわ張ばらせたのは内ない緒しよ。


「ヤツらの急きゆう襲しゆうはどうだった？」


「いや、わけがわからなかった」


　わけがわからなかったけど、励はげましに来てくれているのは伝わった。おかげで少しは気が晴れている気がする。


「ふっ、そうだよな」


　セイタが不敵な笑みを浮かべる。


　セイタは何しに来たのだろう？　まさか励ましに来てくれたのか？


「オレもこの家に来てからアイツの奇き行こうに振り回されてばかりだ」


「そう……なのか？」


　どうにもオレは昨日のことがあってセイタとは話しにくい。


　とはいえ、セイタにはそんな雰ふん囲い気きが見られないのが救いだ。


　セイタは腰こしに差していた刀を抜ぬき、自分の右側に置いてからオレの前にあぐらをかいた。


「毎日のように白しろはバカ騒さわぎしている。それこそ年中ぶっ通しでな。お前はなぜだと思う？」


「なぜ？」


　リーダーが騒ぎまくるのに理由があるのか？　単純にそういうのが好きなだけなんじゃないのか？


「理由があったんだ。オレもハルに聞かされるまで知らなかった。今でも深雪と柚ゆず希きは知らないだろうな」


「…………」


　なんだろうと考えてみるが、思いつかない。


　まだここに来て二日目だからな、さすがにヒントが少なすぎる。


「なぜシューティングスターに入って、お前はこの家に越こしてきた？」


「それはリーダーにシューティングスターに入ったら好条件の家に引っ越せるって聞いて」


「あぁ、オレもそうだった。けどお前は不思議に思わなかったか？」


「不思議？」


「あぁ、なんせアクを退治するのは夜中、わざわざ引っ越す道理もない。夜ここに来ればいいだけではないか。なのにアイツはわざわざ引っ越さないかと誘さそってくる。それも入居したくなるような好条件を付けてな」


　言われてみればそうだ。


　オレの時も美少女やら家賃なしやらと思わず釣つられてしまうような──まぁ思いっきり釣られたわけだが──そんな文句で誘ってきた。


　それはまるでここに入居してほしいと言わんばかりだ。


「なんでそんなことを？」


「オレたちはみんな似通っているからだ」


「オレたちが似ている？」





「アクが見える」


　その言葉にオレは思わず息を飲んだ。


　セイタは、アクが見えることが共通点だと言いたいんじゃない。悪意に触ふれてきたことが共通点だと言いたいんだ。


「全員が全員、それぞれに重い過去がある。お前は現在も続いているようだがな」


　オレは思わず顔を伏ふせる。


「思い出したり考えたりしたくないことだ。考えていれば気が沈しずむばかり、それ故ゆえにオレはただただ街で暴れていた。そうするしかなくてな」


　セイタが初めてオレから眼をそらし、畳たたみを見つめる。その眼は暴れていた時期を見ているような眼だった。けれど、すぐに畳から目を切り、またオレをまっすぐに見み据すえてくる。


「おそらく他の連中もそうだろう、思い出したくなんかない、けれど一人でいればそんなことばかり考えてしまう。特に夜はな」


　あぁ、だからリーダーは……


　ここまで聞いてやっと納なつ得とくした。


　リーダーがわざわざ好条件を出して、みんなをこの屋や敷しきに集めた理由。


「一人じゃ考えすぎるから同じような経験のあるオレたちを集めて、一いつ緒しよに暮らすことにした」


　似たような境きよう遇ぐうの人がいるとわかるだけで、楽になったりもする。


「うむ。そしてアイツは毎日のように騒ぎを起こす。全員が思い出したくもないことを思い出せないようにな」


「それであんな格好をして、わざわざオレのとこに……」


「そういうことだ。いまごろは柚希の部屋にでも行ってるかもしれん」


「リーダーは思いつきで動いてるだけだと思ってた」


「ふっ、行動の大半は思いつきだろうがな」


　セイタはそう言って笑った。


　おそらくセイタはリーダーの奇行にオレが戸惑っていると思って、話をしにきてくれたのだろう。そう考えると昨日の件で誤解していたけど、案外いいヤツなのかもしれない。


「さて、オレはそろそろ部屋に戻もどろう」


　刀を握にぎり立ち上がると、セイタはまた腰に刀を差して部屋を出ていこうとした。


　オレは思わず呼び止める。どうしても聞きたいことがあった。


「昨日敗者と弱者は違ちがうって言っただろ」


「あぁ、たしかに言ったな」


「今日、ユズも同じようなことを言ってたんだ。負ければ誰だれもが負け犬になるわけじゃないって」


「ふむ、その通りだな」


「オレにはやっぱり理解できない……一緒じゃないのか？」


「負ければ敗者だ。だがその後の身の振ふり方次し第だいで敗者にも弱者にもなりうる。いや弱者、というよりは……」


「弱者というよりは？」


「……いや、やめておこう。それはお前が考えろ」





　セイタは一いつ切さいこっちを振り向かずに、そのまま部屋を出ていってしまった。


　あのあとセイタはなんと言おうとしたのだろう。


　弱者というよりは……？


　答えのわからないオレは、終わりの見えないパズルをやっているような気分になってくる。ピースはあるのに、それがハマらない。


　なんなんだよ、ちくしょう……




　五掬すくい目　シューティングスター







　深夜零れい時じ前。


　本来ならパトロールをしている時間だが、オレは一人で寝ね静しずまった住宅街を疾しつ走そうしていた。


　パトロールのことは屋敷を飛び出してから思い出した。ずっと悩なやみ続けていたせいで、すっかりパトロールの存在を忘れていたんだ。思い出した時にはもう遅おそかったので、開き直って休んでは走る、休んでは走るを繰くり返している。


　思えば昨日今日で、かなりオレは頭を悩ませていた。


　答えは見つかりそうで見つからない。


　それがすごくもどかしくて、気付けばオレは例のごとく夜の街を走り抜けていた。


　冷たい外気が走るたびにオレの頰ほおを突つっついて刺し激げきしてくる。その感覚がオレはすごく好きだ。


　なにも考えず駆かけ抜けている間は、あらゆることから解き放たれたような気になってくる。


　実際は直面している問題から解放されたわけではないんだが、それでも走っている間は考えなくてすむ。走り終えてからまた考えよう。倒たおれ込むまでただ走って、倒れ込んでからまた悩もう。


　だからオレは疲つかれて倒れ込むまでは絶対に止まってなるものかと、心に決める。


　どこまで行くかなんて考えない。気がすむまで走る！


　そう決意した途と端たんにオレのポケットから『もしもし、ハルです』という声が鳴りだす。


　あぁ、そういえば録音させてもらって携けい帯たいの着信音にしてたんだ。すっかり忘れてたから少しビビったぜ。とりあえずさっきの決意を無視して、オレは立ち止まり携帯を取り出す。


「……え、ユズから？」


　なぜアイツから？


　オレはてっきりハルかリーダーが今どこにいると電話してきたのかと思った。どうする？　出るか？　いやしかし話しづらい……


　けど正直、このままでもいいことはないと思う。


　このまま思い悩んでいてもなんで傷つけたのかわかりそうにない。だから直接話すべきかもしれない。


　リーダーたちが元気づけに来てくれた、それはオレたちが早く仲直りすることを望んでいるからだと思う。


　だからオレはその気持ちに応こたえるためにも……


　胸に手を当てて呼吸を整える。電話に出ていきなりはぁはぁしてたらただの変態だろ。


　よっし、ＯＫ。出るぞ！


「もしも──」


「しゅう……すけ……」


「は？」


　オレの耳に届いたその声に、オレは違い和わ感を覚える。


　なにかおかしい。


　息は切れ、どこか落ち着きがない。


「……ごめん」


　その一言にオレは本気で自分の耳を疑った。


「なっ！　なんでお前が謝るんだよ！」


「しゅうすけ……」


「おい！　ユズ！　聞いてるのか！」


「っ！　見つかっ」


　ツー……ツー……


　寂さびしい電子音だけがオレの耳に届く。


　みつか？　見つかった、か？　何があった？　考えろ、考えろ。見つかった？　何に？　息が切れてたのを考えるとおそらく逃にげてたのだろう。


　なら、逃げて隠かくれてたと考えるのが妥だ当とうか。じゃあ追っ手はなんだ？　決まってる、アクしかない。アイツ一人でパトロールに出てたのか？　オレがいなかったからか？


　くそ、落ち着け、落ち着け、落ち着け！


　握りしめていた携帯がまた鳴りだす。


　今度は誰だ！


「もしもし！」


「修しゆうにぃ！　今どこ！　ユズねぇが！　ユズねぇが！」


「あぁ電話があったよ！　何があった！」


「アクと戦ってる！　大きいの！　ユズねぇだけじゃ倒せないの！　スピーが教えに来てくれたの！」


　どうやらオレの考察は当たっていたらしい。


　さっきの電話から考えるに間違いなくそいつに見つかったんだろう。


　しかもスピーを使いに出したってことはだ、アイツは完全に一人で戦ってるわけだ。


　どう考えても最低最悪な状じよう況きようじゃねぇかよ。


「リーダーたちはどうしてる！」


「もう出たの！　場所は修にぃたちの学校！　修にぃも早く！」


「すぐ行く！」


　オレは無造作に携帯をポケットに突っ込むと、一目散に駆けだす。


　今はアイツがどうなってるかなんて考えるな。


　考える力も全すべて足に注つぎ込め。


　駆けろ、駆けろ、駆けろ。


　一秒でも速く──アイツのもとに！








　あとはこの角を曲がれば校門が見える。


　全速力で走っておよそ三分くらいだっただろう。


　一気に駆け抜ぬけるため、さらに強く地面を蹴けろうとしたが、後ろから聞きなれた声がして足を止める。


「修ちん！」


「リーダー、セイタに深み雪ゆきさんも！」


　いつも通りＴシャツに綿パンというラフな格好のリーダーに、剣けん道どう着ぎを着て腰こしに刀を差しているセイタ。深雪さんは薙なぎ刀なたを持ち、道着に袴はかまという昨日の夜と同じ姿だ。やはり凛りんとした雰ふん囲い気きを纏まとっている。主あるじのいないスピーまでもリーダーの足元についてきていた。


「リーダー！　なんでまたアイツを一人で！」


「オイラは仲直りも兼かねて修ちんと二人で行くように言ったんだけど」


　ってことはたぶん、アイツが一人でパトロールに出たのはオレのせいだ。


　おそらくオレが部屋にいなかったからスピーと二人で行ったのだろう。


　くそ……またオレのせいで……


「ハルから状況は聞いたな？」


　いつになくリーダーが真しん剣けんな表情をしている。あのリーダーがだ。


　それがことさらに事態の深刻さを物語る。


「あぁ、大きなアクが出たって」


「うん。最近一日一体しか掬ってなかったからねぇ。妙みように少ないと思ったら、そいつに先を越こされてたらしい」


「先を？」


「ヤツらは共食いで大きくなるんさね、あぁそれは説明してなかったか。とにかく詳くわしいことはのちのち説明する。ただヤツらは共食いして大きくなり力をつけるんだよ。けど一体しか掬えなくなるほど先を越されるってのも……」


　リーダーはどうにも腑ふに落ちないようで眉まゆをひそめる。


「考えても無む駄だだ。今は柚ゆず希きを救うことが先だ、行くぞ」


　オレとリーダーの間をセイタが駆け抜けていく。


　そうだ、こんなことを話している間にユズが！


　オレたちもセイタに続いて走りだす。


　Ｔ字路を左に曲がるとすぐに校門があった。


　オレたちは勢いを落とすことなく校内へと踏ふみ込む。グラウンドは校舎の向こう側にある。


　先頭を走るセイタは迷うことなくグラウンドの方へと最短距きよ離りで走っていく。案外ここの卒業生だったのかもしれない。





「いたぞ！」


　荒あら々あらしく叫さけびセイタがグラウンドの中央を指差す。


　おいおいおい、なんだよこれは。


　いろいろなものがグラウンドで大量に踊おどり狂くるっている。


　跳とび箱が平均台を担かついでいたり、薄うすいマットが一いつ反たん木も綿めんのように低空を飛んでいたり。


　他ほかにも人体模型と二にの宮みや金きん次じ郎ろうがかけっこをしていたりもする。あとあれは土ど偶ぐう？　なんで土偶なんてあるんだよ。美術部の傑けつ作さくか？　うじゃうじゃ行進してやがる。


　けれど何よりも目を引いたのは、セイタの示した先。


　筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした校長の銅像。


　その背後には倒れ込んだユズの姿。


　全身からさーっと音を立てて血の気が引いていく。


　足が震ふるえた。


　ピクリとも動かないアイツの姿はまるで死人だ。


　オレはこのアク取りの危険さについて再さい確かく認にんする。


　ユズやリーダーの緊きん張ちよう感のなさのせいでオレも忘れていたが、案か山か子しに打ちのめされた時、オレは死を嫌いやというほど身近に感じていた。


　ユズの姿を見てオレはあの時を思い出してしまった。


　足の震えが全身に侵しん食しよくしてくる。


　リーダーが優やさしくオレの肩かたを叩たたく。


「柚希を助けてくる。修しゆう輔すけはここにいるといい。グラウンドの端はしだし、気付かれないでしょうよ。万が一見つかってもスピーがなんとかしてくれるさ。オレたちが柚希を助けたら逃げるといいさね。ＯＫ？」


「でも……」


「覚かく悟ごのない人間がいてもオレたちの負担になるだけだ」


　ぴしゃりとセイタがそう言い放つ。たしかにその通りなのかもしれない。厳しい言い方ではあるが、その通りだと思う。


　だからオレは反論しない。


　小さく、軽く俯うつむく程度にオレはうなずいた。


「リーダー、どうしますか？」


　深雪さんは、この状況に一いつ切さい動じない。


　それは残りの二人も同じだ。


　ユズの姿を見ても至し極ごく冷静だった。


「まぁ本命はあの銅像の肩で優ゆう雅がに座ってらっしゃるヤツだろうなぁ」


　そう言われて初めて気付いた。


　銅像の肩に何かが乗っている。ユズの姿ばかりに気がいっていてまったくと言っていいほど気付かなかった。


　今までのアクとは違ちがい、人の形をしたアク。


　仮面をつけているのか、そもそもそれが顔なのかはわからないがピエロのような顔をしている。笑ったピエロの顔。アクの容姿は真っ赤な髪かみに真っ黒な服装。なんともアンバランスな格好をしている。


「面めん倒どうな相手だな」


　セイタが睨にらみながらそんなことを呟つぶやく。


「えぇ、尋じん常じようクラスで能力も不明ですね」


　たしか尋常はちょうど真ん中くらいだったはず。オレが昨日今日で出会ってきたアクたちの中では一番上の階級。


「さすがに切り替かえた方が無難かもしれないなぁ、これ」


　苦笑いをしたリーダーが頭を搔かく。


　月明かりを受けて白光りする髪が躍おどる。


　そして一いつ瞬しゆん下を向き、顔を上げた時には表情が消えていた。あの案山子と戦った時のような表情。


「とりあえず、あそこにいられちゃ攻こう撃げきは届かないな。となれば、まずは柚希の救出だ。両手が空いているオイラが柚希を担ぐ。清せい田たはオレから一切離はなれずに襲おそってくる奴を斬きり伏ふせろ。確保したらすぐに退ひく、退路を取れ、いいな」


「承知した」


「深雪はオレたちの前を走って道を切り開け、あのデカブツまで辿たどりついたら容よう赦しやはいらない、斬り伏せろ」


「……斬れますかね。あれ」


　深雪さんが不安げに校長の銅像を指差す。


　普ふ通つうに考えて斬れるとは思えない。


「斬れなければ弾はじき飛ばせ。とにかく一歩でも柚希から離せ。いいな」


「了りよう解かいしました」


　リーダーの言葉には有う無むを言わせない迫はく力りよくがあり、セイタも深雪さんも素す直なおに従っている。


　今まではリーダーらしくない人だなんて思っていたけど、大間違いだった。


　いつもの雲みたいに摑つかみどころのないリーダーはそこにはいない。


　あの案山子との戦いで見せた一面が今前面に押し出されている。


　深雪さんがいつもは白しろと呼んでいたはずなのに、今に限ってリーダーと呼んでいたのはきっと深雪さんの中でリーダーと白っていう男は別人だと認識しているんだろう。


　ふーっ、とリーダーが一つ、深く呼吸をしながら俯うつむき「行くぞ！」と顔を上げると同時に叫んだ。


　それを合図に深雪さんが勢いよく走りだし、続いてリーダー、セイタと追いかける。


　行く手を遮さえぎろうとしているのか、それともたまたまそこにいたのか、ふわふわ浮ういていたマットが深雪さんに斬り落とされる。


　次に深雪さんの前方で行進していた土偶十数体が足を止め、走る三人の方を向いた。かと思うと、前列にいた土偶たちが後ろの土偶を腕うでに載のせる。


「伏せてください！」


　深雪さんが叫び、その場に伏せる。


　後続の二人も同じように伏せる。


　すると三人の頭上を大量の土偶が飛び越していった。


　まさかの土偶の特とつ攻こう。


　三人に当たるはずだった土偶たちは優雅に弧こを描えがきながら、地面に叩きつけられ、ガシャーンと派手な音を立てて散っていった。


　哀あわれ土偶とオレが割れた土偶に気を取られている隙すきに、深雪さんたちはもう走りだしていた。


　仲間を投げ飛ばした土偶たちが、深雪さんの薙刀で砕くだかれる。


「あっ！」


　オレは思わず声を上げた。


　人体模型が猛もうスピードでリーダーの右側からタックルをきめようとしていた。


　当然それにセイタも気付いていた。


「跳べ！　白！」


　そう言われたリーダーが、高々と跳び上がる。重力を感じさせない跳ちよう躍やくだった。けれど、あの高さでは人体模型のタックルを避よけることはできない。


　しかし次の瞬しゆん間かん、オレはセイタが跳べと言った理由を履はき違えていたことに気付く。


　走りながら左ひだり腰こしに差した刀に手をかけたセイタは、抜ばつ刀とうと同時に横一文字に人体模型の腰を斬りつけた。


　人体模型の腰から上がその場に落ちる。


　セイタがリーダーを跳ばしたのは、抜刀と同時に斬るためだった。


　リーダーの後ろにいたセイタがあのまま抜刀斬ぎりを放っていれば、間違いなく正面にいたリーダーもろとも斬り伏せていた。だから、セイタは跳べと言ったんだ。


　三人のコンビネーションはすごく息が合っている。


　立ちふさがる物があれば深雪さんが斬り伏せ、側面から襲ってくる敵をセイタが的確に斬り伏せてゆく。リーダーは邪じや魔まにならないよう、前方後方からの指示に即そく座ざに従っている。


　故ゆえにすぐに二メートル近くある校長の銅像に辿りついた。


「行きます！」


　深雪さんは「やぁああっ！」と気合を入れながら振ふり上げていた薙なぎ刀なたを校長の左足に振り下ろす。


　甲かん高だかい金属音が、グラウンド中に響ひびき渡わたった。


「くっ……」


　やはり銅像を退かせることはできそうにない。当然だ、薙刀の一ひと太た刀ちで動かせるわけがない。


　とはいえ銅像の気を引くことはできたようで、銅像が深雪さんを見み据すえる。


　そして、高々とその太くたくましい右みぎ腕うでを振り上げた。


「来ます！」


　深雪さんが叫ぶのと同時に爆ばく弾だんでも爆発したかと思うような音がした。


　砂すな煙けむりが立ち上る。


　リーダーたちは無事か？


　さっきから気が気でなくて、心臓が破は裂れつしそうなくらい鼓こ動どうしている。


　オレには祈いのることしかできないのがもどかしい。


「無事ですか！」


「問題ない」


「オイラも平気だ！」


　よかった、無事だ。


「……そんなとこで高みの見物かい？　いい身分だなぁ！」


　リーダーが挑ちよう発はつするようにそう叫さけんだかと思うと、ひそかに取り出していた金こん剛ごう杵しよを肩に乗っていたアクに向かって投げつける。


　しかしそれは呆あつ気けなく銅像に叩き落とされた。


「やぁ！　物ぶつ騒そうな挨あい拶さつだ」


　アクが口を開いた。


「いい挨拶だろう？　それを叩き落とすだなんてどんな教育受けてんだ、お前さん」


「教育なんて受けた覚えはないんだ、なんてったってボクはアクだからね！　ハハッ！」


「あぁ、そうか。それもそうだな。悪いことを聞いたよ」


「気にしなくていいよ！　話に聞いた通り！　面おも白しろいお客さんだ！」


「オイラはお前さんのことなんか知らないぜよ。協会から連れん絡らくも貰もらってないしねぇ」


「ハハッ！　じゃあ自己紹しよう介かいだね！　ボクは仮に導くと書いて導どう仮け、導仮型かた成なり。以後、お見知りおきを」


「見知りおくつもりはないさね。お前はここで消えるんだから」


「それは困るなぁ。ボクにはまだやることがあるんだ！　まだ彼の代わりに導く必要があるんだ！」


「白、コイツ……」


　ひたすらにアクを睨んでいたセイタがリーダーに話しかける。


「あぁ、わかってるよ。なぁ、導仮よ。お前さん、これだけのアクを独ひとり占じめしてたにしては、『小さすぎ』ないか？」


「さぁどうでしょう！　君はどう思う？　ねぇどう思う？」


　アクは楽しそうにケラケラ、ケラケラと笑い続ける。


「……お前さん、誰だれについてやがる」


「ハハハッ！　さぁ？　なんのことかな？　なんのことかな？　ボクには君が何を言ってるのかわからない。そんなの知らない、わからない、答えたくない！　ボクは何も語らない！　何も話さない！　話したくない！」


　カタナリと言ったアクは銅像の上に立ち上がると両手を広げる。まるで舞ぶ台たいの上でピエロを演じているかのように。大げさに。


「そんなことより笑おうよ！　ほらほら、面白いものを見せてあげるよ！　寄術『寄き生せい操そう縦じゆう』！」


　リーダーが話しかけてから大人しくなっていたアクたちが一気に動き始める。


「見たくもないショーほど、つまらないものはないんだ、ぜ！」


　リーダーが二本目の金剛杵を投げつける。


　まっすぐに飛んだそれはやはり銅像の手で防がれる。


「くらいなさい！」


　それとほぼ同時に深雪さんは鋭するどく踏ふみ込み右足に薙刀を振り下ろす。しかし当然のように弾かれる薙刀。


　直後に深雪さんと入れ替わるようにセイタが踏み込み、同じように右足を斬きりつけた。


　銅像にダメージはない。


「ほらほら！　もっと笑って笑って！」


　金剛杵からカタナリを守るために掲かかげられた腕を銅像は容赦なく振り下ろす。


　セイタはそれを横よこっ跳とびで避けきった。


　またも砂煙が立ち上る。


　その隙にリーダーが銅像の脇わきを抜ぬけユズのもとに駆かけ寄より、素早くユズの体を抱だき上げた。


「今柚希を拾った！　清田、退ひくぞ！」


「承知！」


「深雪は足止めを！」


「了解です！」


　深雪さんはまたも薙刀を振るった。


　ユズを肩かたに担いだリーダーがセイタを盾たてにこちらに戻もどってくる。


　戻ってくる間も、動き回っているアクたちがリーダーたちを見み逃のがさない。昨日深雪さんが倒たおした図ず鑑かんのようなアク──今回は教科書のようだ──が襲おそいかかる。


「逝ゆけ」


　刀が走る。


　セイタは表情をまったく動かさず迫せまってきた本を斬り捨てた。きっとその心の内は風のない湖のように穏おだやかなものなのだろう。


　次に襲いかかったのは金次郎像だった。


　人体模型と同じようにリーダーにタックルをきめようとする。セイタはリーダーの前を走っているから気付かない。


　リーダーは、「ちっ……」と舌打ちをしたかと思うと、すぐに金次郎像を睨にらむ。


「蛇じや睨げい」


　初めて会った日にリーダーが使っていた技わざ。


　例の如ごとく金次郎像は動けなくなる。


　遅おくれて気付いたセイタが側面から金次郎を蹴けり飛ばした。側面からじゃどうしようもなかったようで、金次郎は簡単に転がった。


　アクの集団を抜け、リーダーたちがオレのもとに辿たどりつく。


「修輔！　柚希を頼たのんだぜよ！　気を失ってるだけっぽい、目を覚ましたらアパートに戻っていいからな！」


　リーダーは担いでいたユズをオレに渡してくる。


　オレはとりあえずユズの小さな体を抱かかえこむ。そして、あぐらをかいて膝ひざの上にユズの頭を載のせた。


　スピーが心配そうにユズの顔を覗のぞき込み、頰ほおを舐なめる。


　服は薄うす汚よごれていて、頰には擦すり傷、きっと服の下はあざだらけになっていることだろう。たぶんあの銅像に殴なぐられたのだろうから。その痛みで気を失っていたってところか。


「行くぞ、白。深雪がまずい」


「あぁ！」


　二人は要件のみを告げて、すぐまた戦いへと向かっていく。


　オレはただそれを見ていることしかできない。


　仕方ないんだ……弱いオレが行ったところで邪魔になるだけだ。だからここでこうしているしかない……


　わかってる、わかってるんだ。オレにはこうすることしかできないんだ。生まれつき心の弱いオレには……





「くそっ……」


　なぜか涙なみだが溢あふれてきた。なぜかじゃないな、悔くやしくてだ。


　オレはずっとずっと泣いてきた。一人で泣いてきた。


　悲しみを伝えたくても、伝える勇気すらなかった。


　拒きよ絶ぜつされるのが怖こわかったから。


　なんでオレはこんなに弱いんだろう……


　オレの涙がポツリポツリとユズの頰を濡ぬらし、星を伝って落ちていく。





「しゅう……すけ？　泣いてるのか？」


　ユズがその細い指でオレの頰を撫なでる。涙を拭ぬぐってくれる。


「な、泣いてなんかない！　それよりお前は大だい丈じよう夫ぶなのか？」


「痛い……」


「あの銅像に殴られたのか？」


　ユズがコクリとうなずく。


「あんまり無茶するな、お前は！　心配するだろうが！」


「心配……してくれるのか？」


「当たり前だろ！」


　心配しないわけがない。決して美少女だからじゃない。そんな理由じゃなく単純にオレはユズが無事かどうか心配だった。


「……ホントにホントか？……わたし嫌きらわれたと思ってたのに……」


「なんでオレがお前を嫌うんだよ、嫌われるのはオレじゃないか……」


「だってわたしはお前の嫌いやがることを言った……だから……ごめん」


　あぁ、そういうことか……嫌われたと思ってコイツは泣いていたのか。


　これでさっきの電話での「ごめん」にも合が点てんがいった。


　カタナリにやられる前に言わなくちゃとでも思ったのだろうか？　本当にバカだな……


「違ちがう……謝るのはオレなんだ……お前は悪くない……」


　ユズが優やさしく微笑ほほえんでくれる。


　その笑顔がオレの心に優しく、柔やわらかく染しみ込んでくる。
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「嫌われてないのがわかって……わたしはうれしい」


　そう言って八や重え歯ばを見せるユズが、純じゆん粋すいにかわいいと思った。萌もえとかじゃなく、一人の女の子として。


「わたしは……好きな人がいなくなるのはもういやなんだ……」


　もうというのは、前がある。その前がユズの両親のことだというのは言われなくてもわかった。


「いなくならないさ、オレたちは。みんなこうやって助けに来てくれる」


「うん……それがうれしい」


　また笑顔を浮うかべるとユズは、体を起こし立ち上がった。


「おい、お前大丈夫……」


　声をかけようとした瞬しゆん間かん、ユズの体が崩くずれ落ちる。


「だから無茶すんなって！」


　倒れたユズはそれでも拳こぶしを握にぎり、歯を食いしばって立ち上がろうとしている。


「……みんなが戦ってる……わたしも……あそこに！」


　──なぜ？


　疑問がオレの心の奥底から湧わき上がる。


　──なぜ、ここまでやられてコイツはまだ立ち上がろうとする？　立ち上がることができる？


「なんでお前はそこまで……怖くないのかよ」


「怖いけど……約束したから……ととさまとかかさまと」


　必死にユズは体を起こそうとする。けれど、ユズの体は言うことを聞いてくれそうにない。


「約……束？」


「約束したんだ！　強くなるって！　言われたんだ強く生きてって！　自分たちはお星様になって見てるからって！」


　約束……


　オレはあのときコイツに約束なんかで強くなれるかと言った。けどコイツは約束だから強くなろうとしていた。


　大事な両親との約束だから……





　──そう、だ。





　いまさらになってオレは気付く。


　案か山か子しの時、オレはこう思った。


『この美少女ちょっと震ふるえてないか？　怖いんじゃねーの、ホントは。なら逃にげればいいものを』


　図鑑の時、『ちょっと怖いので、二人してたじろぐ。っていうか、お前はオレの後ろに隠かくれるな』


　なんでオレは気付かなかったんだ……コイツはいつも強がっていただけじゃないか。


　約束を守るために、弱いのに強がっていただけだ。強くなりたくて立ち向かっていただけだ。なのにオレは、コイツをもとから強い、オレとは違うと決め込んで傷つけた。


　また涙が込こみ上げてきて、一粒つぶ二粒と地に落ちる。


　いつもいつもオレは泣いていたのに、なぜ立ち上がらなかったんだろう。なぜいつもオレは立ち向かわなかったのだろう。


　──そんなのわかっている、諦あきらめていたからだ。自分に言い訳をして。


　立ち向かえば結果は違っていたかもしれないのに……


　弱くても立ち向かっていたユズ。いつも戦おうとしていたユズ。


　なのにオレは……


　いつもいつも自分に噓うそをついて……


「ぁあっ！」


　ユズがふたたび転がる。


　そんな体で立てるわけはないんだ。


「お前はもう動くな！　そこで寝ねてろ」


「けどみんなが戦ってるんだぞ！　わたしだけ」





「オレが行く」





「……え？」


　オレは頰を伝っていた涙を手で拭い、気を引き締しめる。


「でも修輔……」


「オレも立ち向かいたい。オレも……強くなりたい」


「修輔……」


「星のシール、一枚くれないか？」


「……うん」


　寝ね転ころがったままユズはポケットを探さぐり、一枚オレにシールをくれる。


「ありがとう」


　受け取ったシールを台紙から剝はがして、オレは自分の頰に貼はり付ける。


　大きく深呼吸。


　一回……二回……三回……


　震えるな、足。止まれ。


　オレの体だろ、オレの言うことを聞け。


　心臓が高鳴る。


　オレの周りが静まり返る。


　神経が研とぎ澄すまされる。


「修輔、任せたぞ！」





「あぁ、お前はそこで願い事でも唱えてろ」





　それだけ伝えてオレは全力で地面を蹴ける。


　大半のアクはリーダーたちの方に行っているが、まだ数体銅像に行くまでの間に鉢はち合あわせてしまう。


　オレはオレのやり方で突とつ破ぱするしかない。


　いやにうるさい心臓。


　緊きん張ちようで強こわ張ばりそうになる体。


　動け、動け、動け。


　目を開け。


　敵を見ろ。


　跳とび箱が、ぶんっと手に持った平均台を振ふり回してくる。


　オレはそれをしゃがんで避よけると、さらに加速し体ごと跳び箱にぶつかっていった。


　激しい音を立てながら、跳び箱が崩れる。


　オレはすぐに立ち上がると、リーダーたちのもとへと急ぐ。


　どこから湧いてきたのか土ど偶ぐうが、さっき深雪さんたちにしたように後列の土偶を手に取る。


　それを見たオレは、盗とう塁るいするランナーよろしくスライディング。


　頭上を飛んでいく土偶たちとオレのスライディングで蹴け散ちらされる土偶たち。


「しまっ！」


　スライディング後、立ち上がる途と中ちゆうで気付く敵の存在。


　あの図ず鑑かんのアクみたいな手足を持った姿見。おそらく被ひ服ふく室しつにあったヤツだろう。


　そいつがオレに向かって腕うでを振りかざしていた。手には分解され片側だけになったハサミ。刺さすつもりか切るつもりか。


　咄とつ嗟さに体を捻ひねりかわす。


　が、完全には避けきれずオレの右腕を切りつける。


「つっ！」


　熱を帯びたような痛み。すぐに血が滴したたり始める。


　そしてさらに追つい撃げきが来る。


　切られた痛みに気を取られた隙すきに姿見の蹴りをくらう。


「ぐうっ！」


　思わずうめき声を上げ、顔を苦痛に歪ゆがめる。歩が止まる。


　いてぇ……


　けれど、オレは倒たおれない。もう諦めない。


　震える足で、しっかりと地面を踏ふみしめる。怖こわいと思う自分を抑おさえ込む。


　どんなに辛つらくても、どんなに痛くても、オレは倒れない。逃げ出さない。


「っ！」


　踏み込み、拳を握り、振りかぶる。


　痛む右腕。


　構ってなんかいられない。


　目の前には姿見。


　姿見の鏡の中にオレを見る。


　逃げることしか考えていなかったオレの姿。


　情けない顔に思わず笑いそうになる。これがオレ。弱い自分。





　──けどもう、お別れだ。





「あぁああああああああ！」


　殴なぐりつける、自分自身を。鏡の中のオレを。弱いオレを。


　クモの巣のようなヒビが入り、姿見に映ったオレの姿が歪んだ。そして次の瞬しゆん間かんには破は片へんとなって散っていく。


　殴った拳から血が滴る。ガラス片で切ったのだろう。


　けれど今のオレにそんなことを気にしている暇ひまはない。


　オレは顔を上げ、リーダーたちの方を見る。


　早く、みんなのもとへ。








「っ！　どうやったらこけるんだよ、こんなの！」


　リーダーの蹴りが銅像の左足にきまる。


　それはすごく鋭するどく素す早ばやかったけれど、やはりビクともしない。


　すぐにセイタが追い打ちをかける。刀が風を切りながら右足を捉とらえる。


　甲かん高だかい音を打ちならしたと思ったら、セイタはもうすでに刀を振り上げており、さっき打った場所とは反対側に刀を振り下ろす。


　それでも銅にたいして効いている様子はない。


「しゃがんでください！」


　深雪さんが二人の後ろから叫さけぶ。


　いつの間にやら二人の後ろから跳び箱が二体襲おそってきていた。


　それを深雪さんが薙なぎ刀なたを横よこ薙なぎにして壊こわしてしまう。


　銅像が打たれ続けていた右足を上げる。


「散れ！」


　リーダーが叫び、三人が同時に横っ跳びをすると、そこに大きな足が落ちてくる。地じ響ひびきを立て、砂すな埃ぼこりが幕を張る。


「堅けん牢ろう土どき棘よく！」


　セイタが刀を地に刺した。


　砂埃が舞まっている間なら、刀を地面に刺していても攻こう撃げきを受けないとセイタは判断したのだろう。


　銅像の足元から三本の棘とげが勢いよく突つき出てくる。そしてそれは容よう赦しやなく銅像の右足を襲った。しかし、さすがに銅を貫つらぬくことはできず、尖とがった先せん端たん部分が砕くだける。


「ちっ……」


　セイタは舌打ちをして刀を引き抜ぬき、いつの間にか背後に迫せまっていた人体模型を叩たたき斬きる。


「無む駄だだよ！　無駄だよ！　コイツを倒そうなんて無駄なんだ！　君たちの攻撃はボクに届かない！　ボクを倒せない！　ひゃはははははは！」


「これならどうだ！」


　ふたたびリーダーが金こん剛ごう杵しよを投げつける。


「当たらない当たらない！」


　今度はカタナリが銅像の肩かたから頭へと移動してリーダーの攻撃を避けた。


「蛇だ足そく！」


　金剛杵がクルンと方向を変え、背後からカタナリを襲う。


　避けたはずの攻撃が見えないところから戻もどってくるんだ。


　当たってもおかしくはない攻撃だ。


「わぁあああ！　なんてね？　なんてね？　ひゃは」


　ぴょんと跳び上がったカタナリは不安定な銅像の頭の上で宙返りをして金剛杵を器用に避けてみせる。


　まるで曲芸を見せるピエロのように。


　けれどリーダーにはそれも予想ができていたらしく、すでに次の行動に入っていた。


　駆かけだし、銅像に詰つめ寄る。


　その途中でリーダーは戻ってきた金剛杵を摑つかみ取る。


「夜や刀との神かみ！」


　リーダーがそう叫ぶと金剛杵が姿を変える。金剛杵と同じ大きさの小さな蛇へびの姿へと。しかし普ふ通つうの蛇とは違ちがい頭には剣けんのような刃やいばが突き出ていた。


「刺さりさえすればっ……」


　リーダーはその蛇、夜や刀との神かみをしっかりと握にぎり、銅像に向かって突き出す。


「怖いな怖いな！　寄術『生せい寄き死し帰き』！」


　銅像の頭の上に座り楽しそうにリーダーたちを見下ろしていたカタナリはポケットから何かを取り出すと、それをリーダーの前に投げつけた。


「っ！」


　リーダーが止まる。


　それは包み紙に包まれた一つの小さな飴あめ玉だま。


　そしてそれはリーダーの目の前で停止した。


　かと思うと瞬またたく間に夜でも黒いとわかるほど、真っ黒で大きな塊かたまりへと膨ふくれあがった。


「あーらら、計画倒だおれかねぇ」


　それを見たリーダーが舌打ちする。


　リーダーはふたたび夜や刀との神かみを突き出していた。


　ただし銅像ではなく黒い塊に向かって。けれどその攻撃は間に合わず、黒い塊がさらに変化する。


　リーダーの前に姿を現したのはさっきリーダーを襲った金次郎像。


　思いきり突き出されたんだ、あの刃は金次郎像のせいで切っ先から欠けることになるだろう。


　しかし、その予想は見事に裏切られる。


　夜や刀との神かみは音も立てず、すんなりと金次郎像に刺さっていった。いや刺さるというよりも、入っていく、そんな感じだった。


　直後に金次郎像が跡あと形かたもなくパッと散る。


　銅像は金次郎がなくなるとほぼ同時に腕を振るい、大きな手の平でリーダーを襲った。が、その攻撃は空から振ぶりに終わる。


　リーダーはその場から飛び退のくことで回かい避ひしていた。


「ヒャハハ！　やっぱりね、やっぱりね！　刃は物ものは効かないってわかってるのに刃物を出すんだもん！　刺さるからだよね！　バレバレで面おも白しろくもないよ、ハハハハハッ！」


「……まったく、びっくりしたじゃないか。刺さってればその銅像、一いち撃げきで葬ほうむれたってのに。おかげでお前さんを引きずり下ろす計画はパーになっちまったよ」


「びっくりなのはボクもだよ！　ハハッ！　アイツはやられたらアク玉をボクに返すはずなのに返ってこない！　ということはさっきの刃は直接アク玉を刺せるんだね！　怖い怖い！」


「少し違うな、刺したアクを呪のろうのさ。お前以上の階級ならもう大きくなれないように呪い、下ならアク玉を失う呪いをかける。それが夜や刀との神かみだ」


「アハハハハハ！　いいのかな？　いいのかな？　ボクに説明しちゃって！」


「一日一回。それが夜や刀との神かみを使う条件なのさね。ミスった今隠かくす必要もないでしょうよ」


　たしかにリーダーの手に握られていたはずの夜や刀との神かみは元の金剛杵に戻っている。


「アハハハハハ！　けどそいつのせいで、ボクのアク玉は少し減っちゃったよ！　困ったなぁ！　困ったなぁ！」


　ケラケラ笑いながらまるで他ひ人と事ごとのように笑い飛ばす。


「飴玉じゃあないとは思ったが……アク玉を包んでたのか」


　リーダーの言葉にピエロは返事をせず、芝しば居いじみた口調で言葉を繫つなげていく。


「でも、これはこれでお互たがい滑こつ稽けいな展開だよね。おかしいよね！　笑っちゃうよね！　アハハハハハハハハハハッ！」


「狂くるったピエロほど怖いものはないねぇ、道どう化け恐きよう怖ふ症しようになるのもわからなくないぜよ」


　眉み間けんにしわを寄せたリーダーが悪態をつく。


「私がやってみます」


　雑ざ魚こを片付けていた深雪さんがリーダーのもとに駆け寄る。


「任せたぜよ。やっと立ち上がったみたいだからな、時じ間かん稼かせぎもこれで終わりだ」


「了りよう解かいです」


　リーダーと深雪さんの役割が入れ替かわる。


　今度はリーダーが雑魚を。深雪さんがカタナリを。


「香こうの舞まい『霊れい猫びよう─遊ゆう』」


　深雪さんが薙刀を振ふるう。


　その軌き跡せきを辿たどるように黄白色の煙けむりが出たかと思うと、それが深雪さんの前に集まって固まり、少しずつ色を黒くしていった。そうして段々と形が大きな猫ねこの姿になっていく。


　昨日公園で見た技わざ。


　けれどあの時と違って現れたのは一匹ぴきだけ。


　ただし大きさは昨日の二倍以上のサイズ。


　さっきカタナリが投げた飴玉と同じような色をした真っ黒な猫。眼が赤く、牙きばを剝いた漆しつ黒こくの猫。


「遊びにお行き、私の霊猫」


　深雪さんの言葉を聞いた黒猫はぴくっと耳を動かしたかと思うと、素早い身のこなしで銅像に駆け寄った。そして、銅像の目の前で高々と跳とび上がる。


「これはこれはかわいい猫だ！　遊んであげよう！　ヒャハハハハッ！」


　高笑いをしたピエロは襲いかかってきた黒猫を殴りつける。


　銅像の上でよくもあそこまで動けたものだと感心する。


　黒猫は殴り落とされたが、何事もなかったかのように地面に着地する。


　そして諦あきらめずもう一度跳び上がる。


　ただし、さっきの倍のスピードで。


　これはカタナリも予想外だったらしく、爪つめが正確にカタナリを捉えていた。


　にもかかわらず、カタナリは即そく座ざに、軽々と銅像の肩かたに飛び移ることで避よけてしまう。


　ただやはり完全には避けきれなかったようだ。


　爪がカタナリの右肩を裂さく。


　仮面のせいでどんな顔をしているのかはわからない。


「痛いなぁ、痛いなぁ！　危ない猫ちゃんにはお仕置きだ！　『寄き躁そう隷れい従じゆう』！」


　銅像の背中を取っていた黒猫がアクの手元まで一気に引きつけられる。まるで強力な磁石で鉄を引き寄せるみたいに。


「ハハハハハッ！　捕つかまえた、捕まえた！」


　尻尾しつぽを摑まれ宙づりにされる黒猫。


　それを眺ながめていたカタナリはおもむろに口を開く。真っ赤な口が裂ける。まさか食べるつもりか？


「ダメ！　お帰りなさい、私の霊猫！」


　また猫の耳がぴくっと反応した。黒猫の姿が元の黄白色の煙へと姿を戻し、そのまま消えてなくなった。


「残念残念！　せっかく食べちゃいたくなるくらいかわいい猫ちゃんだったのに！」


「大事な猫をむざむざ食べさせたりしませんよーだ！」


　ただ不思議なことに深雪さんは失敗したにしては、あまり悔くやしそうな表情をしていない。さもなんてことのないような、そんな雰ふん囲い気きだ。戦い慣れてるから一つ失敗したくらいじゃ何ともないのだろうか。


「白、来たぞ。やっとな」


「あぁ、みたいだねぇ」


　雑魚相手に戦いながらセイタとリーダーがなにやら言葉を交かわす。声量が小さくてここからでは何を話しているのかは聞こえない。


「待ったかいがありましたね」


　銅像から距きよ離りを取った深雪さんは近くにいたマットを斬きり落とす。


「ヒャハハハハハ！　どうしたんだい？　どうしたんだい？　誰だれもボクを構ってくれないのかい？　泣いちゃうよ？　泣いちゃうよ？　アハハハハハハッ！」


「安心しろ！　もうすぐ面おも白しろいことになるからさぁ！」


「それはそれは楽しみだ！　アハハハハハハッ！」


　地じ響ひびきを立てリーダーたちの方へと近づいてくる。





「リーダー、オレも戦う！」


　オレはカタナリを睨にらんでいたリーダーに声をかける。


「修輔！　そこにいろ！」


　リーダーがオレに声をかけた瞬しゆん間かんに、銅像が拳こぶしを振るった。


　リーダーに対して右拳を叩たたきつける。


　銅像の渾こん身しんの振り下ろしをかわしたリーダーが戦線を離れて、オレの方に駆け寄ってくる。他のアクはセイタたちに向かっていた。


「清田！　深雪！」


「あい了解した！」


「わかりました！」


　名前を呼んだだけなのに二人はリーダーが言わんとしたことを察したようで、二人して目の前のアクを放置し銅像に向かって一いつ斉せいに斬りかかった。


　深雪さんは右から。セイタは左から。


　金属のぶつかり合う音が重なり合うように木こ霊だまする。


　リーダーはオレと話すために二人にアクたちを引きつけてほしかったのだろう。それを二人とも理解して、果か敢かんに攻せめたんだ。


「ふむ……」


　リーダーがオレの顔をまじまじと見つめてくる。


「オレも戦いたい。できることはないか」


「……率そつ直ちよくに聞く。怖こわくはないのか？」


「……そりゃぁ怖い。けど……少しでも強くなりたい。変わりたいんだ！」


　鋭するどい目つきでリーダーの瞳ひとみがオレを射い貫ぬくが、オレは物もの怖おじしない。怖くても、立ち向かう。ユズがしていたように、オレも。


「……ふふ」


　オレの肩かたを叩いて以来ずっと真しん剣けんな表情だったリーダーが笑った。


「清田！　深雪！　いったん退ひく！」


　すぐに表情を引き締しめたリーダーが戦っている二人に叫さけぶ。


「承知した！」


「わかりました！　それなら……」


　即座にこちらにセイタは引き返してきたが、深雪さんだけは銅像の前でさらに薙なぎ刀なたを振りかぶった。


「香こうの舞まい『灰はい』」


　その言葉と共に勢いよく薙刀を振るい、舞まうように一回転する。


　すると地面から煙が立ち上り、それはすぐに銅像を覆おおい尽つくした。それを見てから深雪さんがこちらへと戻もどってくる。


「深雪、今日はあの煙えん幕まくどれくらいもちそうだ？」


「よくて二分ですね、風がないのが幸いです」


「よし、とりあえずアイツがアクを操あやつれるってのはわかってるな」


「あぁ、当然だ」


「たぶん最近私たちが掬すくったアクも操られていたんでしょうね。動きがおかしかったですし」


　そうか、あの海の生き物図ず鑑かんが今日は自分の番と言っていたのはアクが一体も出ないと不ふ審しんに思われるから出された生いけ贄にえのようなものだったのか。


　おかげであの案か山か子しがリーダーのことを知っていたのにも合が点てんがいった。


「とはいえ、力がわかっても導仮に攻こう撃げきが届かなければ意味がありませんよ」


「どうする。オレの見立てではあと二撃で縛しばれるが」


「二撃か……いいタイミングだ」


　リーダーがオレの方に視線を移す。


「修輔、お前は助走をつけてオレに突つっ込んでこい。オイラが手を重ねてるからそこに足をかけて跳び上がれ、できるか？」


「あぁ、やる。やってみせるよ」


　オレはそう言って力強く頷うなずく。


　怖いか、怖くないかと問われれば当然怖い。けど、リーダーがオレを信じて任せてくれたんだ。オレはそれに応こたえたい。強くなるために、変わるために！


「ＯＫ。となれば深雪、いよいよ雑魚が邪じや魔まだ」


　リーダーが口の端はしを釣つり上げ笑う。


「えぇ、いい加減散ってもらいましょう」


　深雪さんもまた同じように笑ってみせた。


「悪いな、修輔、危険な役を任せちまって」


「乗り越こえるにはちょうどいい、そう思うことにするよ」


「ふふっ、いい考えだ」


　リーダーが拳をオレに向けてくる。その意味を察したオレは拳を握にぎりリーダーの拳に当てた。するとそのままリーダーがオレの手をしっかりと握ってくる。





「シューティングスターの意味。まだ話してなかったな」


　ただかっこいいからつけたんだと思ってたけど意味があったのか。


「掬い人は夜の街を疾しつ駆くする存在だ。それがオレには流れ星みたいに思えてさ。だからシューティングスターって名付けたんだ」





「夜を疾駆する存在……」





「あぁ、だから修輔、駆かけ抜けろ、この夜を。オレたちと共に」


　そう言ってリーダーがオレの背中を叩いて景気づけてくれた。


「頑がん張ばってくださいね、修輔くん」


「はい」


「あとは私たちがうまくやればいいんですね」


「ふん、ごちゃごちゃ話している暇ひまはなさそうだ」


　セイタが銅像の方を睨みつける。


　どうやら煙けむりが晴れてしまったようで、ズシンズシンと足音を立てながら近づいてきている。


「好都合だねぇ。相手から距離を詰つめてくれるんだもの」


「修輔くん！　準備して！　あとは任せました！」


「はい！」


「これを使え」


　セイタが腰こしに差していた脇わき差ざしを鞘さやから抜いてオレに貸してくれる。


　その重さに少し驚おどろきながらもしっかりと握りしめる。


「顔つきが変わったな、いい表情だ」


「あぁ、ユズちんはいい子を見つけてきたよ、ホントにね。これからが楽しみだ」


　リーダーとセイタが小声で言葉を交かわし、直後にセイタは血気盛さかんにカタナリに向かって走りだす。


「何を企たくらんでいるんだい！　怖いなぁ！　怖いなぁ！」


　カタナリはクックックとくぐもった笑い声を上げる。


「わかるころにはお前さんは消えてるさ」


「ハハッ、それもまた一興！　観客を楽しませるため悲劇を滑こつ稽けいに演じるのもボクの役目さ！　ハハハハハハハハハハッ！」


「耳みみ障ざわりな笑い声です」


　深雪さんの静かな声。


「龍りゆうの姿、ご覧に入れましょう。香こうの舞まい『龍りゆう涎ぜん─嵐あらし』」


　深雪さんが縦に、横に、はたまた斜ななめにと薙刀を振ふり回す。それは舞でも舞っているかのように、優ゆう雅がで力強かった。


　途と端たんに、周りにいたアクが動かなくなった。というより、その場で踏ふん張ばり始める。


　まるで強風にでも煽あおられているかのように。


　いや、まるでなんかじゃなかった。まさに彼らは強風に煽られていた。


　上空から吹ふきつける強い風。身動きできなくなるほどの風。


　砂すな埃ぼこりが激しく踊おどり狂くるう。


　龍の手にでも押さえつけられているような、そんな光景。


　深雪さんの舞は進む。


　その直後だった。


　アクの一体が砕くだけた。


　かと思うと、次から次へと壊こわれていく。あるものは砕け、あるものは引き裂さかれていく。それはスピードを増し、至る所で残ざん骸がいが風に舞い始める。


　最後まで粘ねばっていたアクがとうとう砕け散った。


「終しゆう焉えん。さぁ呑のみほしてしまいなさい」


　どうやらちょうど舞のラストだったらしく、深雪さんが袈け裟さ斬ぎりに薙刀を振った。


　と、同時に風は止やみ、宙に飛ばされていた土ど偶ぐうの欠片かけらたちが消えてなくなった。


「なっ……」


　さすがのピエロもこれには驚きを隠かくせなかったようだ。銅像の動きが止まる。


「さぁ、これで残るは貴方あなただけですよ？」


　深雪さんでも不敵に笑うことはあるらしい。少し楽しそうに、カタナリを見み据すえていた。


「な……なにを！　ヤツらがいなくとも！　ボクがいれば問題ない！　君がそれでボクを倒たおさなかったのは間ま違ちがいだね！　ハハッ！　残念だね！　これじゃあボクのための喜劇になってしまうよ！　ハハハハハハッ！」


　ケタケタと笑うカタナリ。


「貴方には効かなかっただけなんですけどねぇ」


　深雪さんが小さくそう呟つぶやいたが、どうやらヤツには聞こえていなかったらしい。


「残念だが、お前の喜劇なんて存在しないさね。それをこれから証明してやるよ、オレたちシューティングスターがなぁ！」


「ハハハッ！　できるかな？　できるかな？　ハハハハハハッ！」


　銅像がまたも前進を始める。


　オレは刀がリーダーに刺ささらないようあらかじめ逆手に持っておく。


　そして中ちゆう腰ごしになって構えているリーダーの位置が最高速度になる距きよ離りを選ぶ。今まで毎日のように全力で走っていたんだ。


　そんなのは百も承知だ。


　身構える。


　いつでも駆けだせるように。


　また心臓が一つ、二つと弾はずみだす。


　耳の隣となりに心臓が付いてるんじゃないかなんて思えてくる。


　セイタの刀がまたも銅像の右足を襲おそう。


　不意にセイタの言っていたことを思い出した。





『負ければ誰だれしもが敗者にはならない』


『弱者、というよりは……』





　案山子と戦った時、たしかユズが自分をチャレンジャーだと言っていた。


　きっとそれが答えなのだろう。


　立ち向かい挑ちよう戦せんする、どんなに負けてもすぐに立ち上がりまた立ち向かえば、それは敗者ではなくなり挑戦者となる。


　戦いから逃にげていたオレに、答えが見つかるはずもなかった。けれど、今ならわかる、今のオレなら。


　砂埃をたてながら銅像が歩み寄ってくる。オレは刀をしっかりと握る。





　あと少し……





　あと二歩……





　あと一歩……





　──今だ！





　溜ために溜めた力で地面を蹴ける。


　駆ける、駆ける、駆ける！


　流れる星よりも速く疾は走しる！


　全すべてを置き去りにできるくらい、過去を置き去りにできるくらい、速く、速く、速く！


「ぁああああああああっ！」


　砲ほう弾だんのようにオレはリーダーに向かって突とつ進しんし、跳とびあがる。


　リーダーの手にオレの片足が載のる。


　顔を歪ゆがませながら、リーダーはオレの体を宙へと打ち放つ。





「イケぇええええええええ！」





　ユズの声。


　目の前にカタナリ。


　銅像が腕うでを上げる。


　セイタが斬りつける。


　銅像の足が欠ける。


「牢ろう縛ばく」


　その瞬しゆん間かん、銅像の動きが止まった。


　オレは握った刀を振りかざす。


「ああああああぁ！」





　──刺され！





　その瞬間、この世から時間も音も消え去ったのかと思った。


　それくらい静まり返っていた。


　オレの刀がカタナリの眉み間けんに突つき刺さっていた。


「あぁ……君があの」


　オレの顔を見たかと思うと、カタナリはそう呟き仮面に亀き裂れつが走る。そしてパッと光が弾はじけヤツは消え去った。


「やっと始まり。けれどボクは舞ぶ台たいに上がれず。それもまた……ボクの役目……ハハッ」


　直後にオレの体がえも言われぬ無重力感に包まれて、時が動きだす。


「のぁああ！」


　おかげでオレは真っ逆さまだ。


　当然、地面に叩たたきつけられるわけで。


　痛いなんてもんじゃありません。


　泣いてもいいですか？


「修輔、やったな！　かっこいいぞ！」


　痛むお尻しりを撫なでていたオレにユズとスピーが飛びついてくる。


　もう動けるようにはなったんだな、ひとまず安心だ。


　とりあえずスピーさん舐なめすぎ。


　昨日のトーストか？　トーストで懐なついてくれたのか？


「つーか、急に跳びついてくるな！」


　おまけに猫ねこのように頰ほおをすりすりして……くれてありがとう。もっとしてください。お願いします。


「しゅーちん！」


　ニコニコ笑え顔がおなリーダーがオレのもとまでやってきた。


「へい！」と言いながら、オレに手の平を向けてくる。


　その意味をオレはすぐに理解してなんだか嬉うれしくなってくる。


　オレが片手を上げるとリーダーが叩いてくれた。


　パンッという小気味いい音に感動する。


「答えは見つかったようだな。今はいい眼めをしている」


　傍かたわらに立っていたセイタがそう口を開いた。


「あぁ、おかげさまで」


「ふふっ、そのうち背中を任せられるようになるといいがな」


　そんなことを言いながら、セイタが脇わき差ざしの鞘さやを差し出していた。


「くれてやる。持ってるといい」


「……いいのか？」


「構わない。オレにはそれくらいしか思いつかんのでな」


　オレは握にぎっていた脇差を鞘に収める。


　キンッという音がした。


「ありがとう。ちゃんと使うよ」


「当然だ。刀は斬るためのものだからな」


　照れくさくなったのか、セイタはふんっとそっぽを向いてしまった。


「凄すごいです、修輔くん！　かっこよかったですよ！」


　臨戦態勢を解いた深雪さんは、やっぱり物もの腰ごし柔やわらかくて心ここ地ちいい。


「いやホント、今回は修ちんの勇気に助けられたのぜ、ありがとうな」


　そう言って向けてくれた笑顔を見て、なんだか目め頭がしらが熱くなってくる。


　嬉しくて嬉しくて……


　嬉し泣きだなんて、今までにオレは経験したことがなかった。


　すごくすごく胸の中が温かくなっていく。


　やっとみんなの仲間になれた。


　みんなに囲まれてオレはそう思う。





　──みんなに出会えて本当によかった。




　最後の一掬すくい　二つの流れ星







　夜の帳とばりが下りてきて、街が眠ねむりにつく。


「んじゃ、オイラはあっちの方テキトーにぶらついてくるから、修しゆうちんたちは反対側の見み廻まわりをよろしくー」


「あぁ、了りよう解かい」


「了解なのだ！」


「うい、んじゃーいってらっしゃーい」


　リーダーに見送られ、オレたちは先の見にくい夜道を歩いていく。街灯がないと本当に前がよく見えない。


　スピーはともかくとして、ユズまでスタスタ歩いていくんだからすごいよなぁ。毎晩毎晩感心する。


　カタナリに出会ったのが一週間ほど前。


　いくつか気になることがあった。


　まずはカタナリがオレを知っていたこと。





『あぁ……君があの』





　オレが刀を突き立てた時、オレははっきりとカタナリのその言葉を聞いた。


　当然だけどオレはアクに知り合いなんかいない。


　なんでアイツがオレを知っていたのか、直接聞きたくともアイツはもういない。一体どこでオレを知ったのだろう？　それも意味深な言い方だった。


　そしてもう一つは──これはリーダーが気にしていたことだけど──カタナリが誰だれかにアクを献けん上じようしていたらしいことだ。


　アクを操あやつることができるアイツなら自分が限りなく大きくなって一番になることもできたはずだ。


　なのにアイツはそれをせず、自分を仮に導く者とまで言って誰かにアクを渡わたしていた。


　リーダーが言うには、おそらくカタナリが『どれだけ大きくなろうと勝てないと思ったのではないか』ということだった。


　裏で糸を引いていたヤツにアクを渡すヤツがまだいるのだろうか。いないとすれば近々動きがあるかもしれない。とはいえ、それがいつかはわからない。


　だからオレは毎日のようにリーダーやセイタ、深み雪ゆきさんと稽けい古こに励はげんでいる。その時にはみんなの足を引っ張らずに戦えるように。


「にしてもやっぱけっこうきついんだよなぁ。筋肉痛とか」


「今日も修しゆう輔すけ頑がん張ばってたな！　偉えらいのだ！」


　八や重え歯ばを見せて笑みを浮うかべるユズ。


「偉い？　なんか違ちがう気がするけど、まぁいいか」


「リーダーとあんだけ戦えるのはすごい、そう思うのだ」


「いやあれはリーダーがただ避よけるのに徹てつしてくれてるからだよ」


　反はん撃げきされたらひとたまりもない。


　実際一度だけ本気で戦ってくれたことがあったけど、気がついたらオレは地面の上で大の字になっていた。


　ホント、あの強さはなんなんだろう。


　やっぱそれだけ努力したってことだよな。オレも近づけるように頑張りたいもんだ。


「それでも頑張って攻こう撃げきしてる姿はかっこよかったのだ！」


　……聞いた？　聞きました？　奥さん、今の言葉。


　普ふ通つうに嬉うれしいんですが。


　ホント、ここに来てよかったと思う。


　みんなに出会えて、変わるきっかけをもらえてよかった。


　オレはここで変わる、強くなるんだ。


　そしていつか、いつの日か、オレは親父おやじと本音で話せるようになりたいと思う。


　それであの親父の心が変わるなんてことはないだろう。


　けど、全すべてをぶつけて納なつ得とくすることはできると思うんだ。


　たとえ認められなくても、願い通りにならなくても、向き合える強さを持って親父に会いにいこう。





「そう、強くなるんだ」





　口に出し、オレはその言葉をしっかりと嚙かみしめる。


「きっとなれるのだ、修輔なら。そして……」


　そこでユズはちょっと間を置き、オレの顔をじっと見つめる。


　なんだ？　正直ちょっと恥はずかしい。


「そして、そのぉ……えっとぉ……今度は、ちゃんと守ってほしいなぁ、なんて思うのだ……修輔に」


　ユズが少し頰を赤く染めながらはにかんだ。


　おや？　これはデレ？　デレたの？


　かと思うと、即そく座ざに恥ずかしくなったのかアタフタしながら取りつくろい始める。


「あ！　えっと！　あれなのだ！　図ず鑑かんの時みたく謝ってほしくないだけだからなのだ！　だから強くなってほしいのだ！　強くなって守ってほしいってことなのだ！　勘かん違ちがいしちゃダメだぞ！」


　キタ！　ツンデレの誤ご魔ま化かしテンプレート！


　かわいいなぁ、もう！　あざっす！　貴重なセリフ、あざっす！


「うぅ！」


　なんだか恥ずかしくなったらしいユズがタタッと駆かけだし、少し先を行く。


「なぁスピーさん。お前のご主人はかわいいなぁ」


　オレの隣となりを歩いていたスピーさんに話しかける。


「ワウワウ！」


　どことなく誇ほこらしげな表情でスピーはそう吠ほえた。


　うん、なんか今のスピーさんのセリフは理解できた気がする。


　たぶん、「当たり前だろう？」だと思う。


「あ、そういやユズ、シールくれないか？　星のシール」


　あの日シールを貼はって立ち向かってから、戦う時には星がないとなんだか落ち着かない。だから毎日シールを貰もらっている。


「おぉ！　そういえば！」


　クルンとツインテールをなびかせこちらを向いたユズはポケットから大量の星のシールを取り出す。どうやら、恥ずかしさは払ふつ拭しよくできたらしい。


「ん、ありがとう」


　オレはそのうちの一枚を貰って、台紙から剝はがし頰に貼り付ける。


「えへへー。おそろいなのだ！」なんて言って、ユズは表情筋を全力で緩ゆるませる。おそろいで喜んでくれるとなんだかオレまで楽しくなってくるなぁ。


　そういえばこの前リーダーもうらやましがってシールを貰おうとしていたが、ユズに断られていた。理由は「おそろいは修輔とわたしだけでいい！」だったかな？


　──かわいいヤツめ。


　まぁそのせいか知らないが翌日の稽古はいつも以上に辛つらかった気がする。関係あるのかないのか……


　何が楽しいのか、ユズはさっきから鼻歌を歌いながらツインテールを躍おどらせている。


「なんでそんなに楽しそうなんだ？」


「わたしはパトロールの時は、いつでも楽しそうだ！」


　理解できん。っていうか答えになってない。


　自分で自分を楽しそうだなんて言うヤツは初めて見た。


　パトロールの時……ね。


　基本的にオレとユズは組んで動いているからな。案外オレと一いつ緒しよにいるのが楽しいとか？


　うん、知ってる、自うぬ惚ぼれってやつですよね。知ってた知ってた。そんなのは完全にゲームやアニメの世界だけです。


　くそ、二次元世界の主人公が妬ねたましい。


　そんなオレの気持ちを知る由よしもなく、ユズが歩きながら空を見上げている。


　今日もやっぱり星はよく見えない。


　けれど、確実に空に散らばり輝かがやいている、ただここでは見えないだけだ。


「うん！　今日も頑張るぞー！」
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　元気なユズの声が闇やみに溶とけることなく、夜道に透すき通る。


　ちょうどその時、『もしもし、ハルです』という声がポケットから鳴り響ひびく。


　ディスプレイに映し出された文字はハル。誰かがアクでも見つけたんだろう。


「修輔、その着信音はまずいぞ！」


「あぁ、薄うす々うす感じてはいたんだけどな」


「リーダーが怒おこる気がする！」


「あ、そっち？」


　まぁ怒りはしないにしても、真ま似ねしてきそうだな。となれば帰ったらユズか深雪さんに頼たのんで着信音用の声を録音させてもらおう。


　ユズなら「兄あにチャマ！　お電話デス！」、深雪さんなら「ご主人さま、お電話です」って言ってもらおうかな。


「っていうか、出ないのか？」


「おぉ、忘れてた」


　延々とハルのかわいらしい声が鳴り続けていた。仕方ない、少し惜おしいけど通話ボタンを押して電話に出よう。


「もしもし、ハルです」


　携けい帯たいだからもしもし言わなくてもいいと思うんだけど、毎回ハルはもしもしを言う。かわいいからいいんだけどね。いい癒いやしになるぜ。


「しろにぃがアクを見つけたの」


「了りよう解かい。場所は？」


「スーパーの駐ちゆう車しや場じように一体なの」


「わかった、ここからなら五分くらいで着くと思う」


「うん、修にぃもユズねぇも頑張って！」


「あぁ、伝えとくよ」


　電話を切って、オレはポケットに携帯をしまう。


「ハルが頑張ってだってさ」


「うん！　頑張る！　頑張るぞー！」


　気合十分なユズはグッと拳こぶしを握にぎって、両手を振ふり上げた。


「行くぞ、修輔！　わたしたちで倒たおすんだ！」


　──リーダーがいるから、なんてオレはもう言わない。


　ユズがオレに小さな手を差し伸のべる。


　そういや初めて会った日もこうやってユズは手を差し出してきたっけ。





『仲間になれ、シュウスケ！』





　そんなことを言いながら。


　オレはあの時その手を握ることはしなかった。


　けれど、今は違う。


　今度こそ、しっかりとオレはその手を取って握りしめる。


「行くぞ！」


「おぉ！　なのだ！」


　オレたちはお互たがいの手を握ったまま走りだす。


　走っているうちに、夜が全すべてを包み込み空と街との境界線がなくなったような感覚に陥おちいる。


　それでもオレは力いっぱい地面を蹴けって、ユズと共に真っ暗な夜空の下を駆け抜ぬけた。






　あとがき







　初めまして柊ひいらぎ晴せい空くうと申します。ラーメンと毛布が好きです。夏でも毛布です。あのモフモフ感がたまりません。けど夏場は暑くて寝づらくなるのが目下の悩なやみです。クーラーは風か邪ぜ引きそうで使いたくないし、でも扇せん風ぷう機きじゃ弱いし。うーん。





　さて、あとがきって何を書けばいいんでしょうね？　好きな萌もえ属性とかについて語ってもいいんですかね？　ダメですか？　ならちょっと『アク』のオススメなところでも。


　ユズちんのふともも！　深み雪ゆきさんのおっぱい！　ハルちゃんの存在！　以上です。この三点がメインです。あとはなんか読みやすければそれでいいと思って書きました。


　そういえば読み直して気づいたんですが、ユズちんツンツンしてないですよね。これでも最初はツンデレのつもりで書いたんですよ？　ツンデレ愛好家の方にこんなのツンデレじゃない！　って怒られそうです。気付いたらバカッ娘こになってたんです。趣しゆ味みです。


　いっそこの際バカッ娘属性を開眼させてみては如何いかがでしょう。もう開眼してるって方は是ぜ非ひ一いつ緒しよにお酒でも酌くみ交かわしながら語りませんか？　かわいいですよね、バカッ娘。


　さて、スーパー感謝タイムに入ります。


　まず担当女史の山田さん。優やさしいお姉さん！　心底拾い上げてくれたのが山田さんでよかったと思います！　ありがとうございます！　迷めい惑わくかけまくりですが、どうかこれからもよろしくお願いします。そしてもう自分でも解読できない暗号でメモは取りません。


　イラストレーターの白しら羽はね奈な尾おさん。女の子はかわいく、男はかっこよく描えがいていただきありがとうございます。おかげさまでやる気が有うち頂よう天てんです。これからもよろしくお願いします。


　次、いつも遊んでいる友人たち。いつもアドバイスくれたり、気分転てん換かんに付き合ってくれたりとありがとう！　かなり助かってるよ！　今こうしていられるのもみんなのおかげ！　これからもよろしくです！





　そして最後になりましたが、この本を手に取ってくださったみなさまへ。


　楽しんでいただけたでしょうか？　正直どこまで走れるかわかりませんが、これから先もお付き合い頂けたら幸いです。拙せつ著ちよを手に取って頂けたこと、心よりお礼申し上げます。


　それでは、また次巻でお会いしませう。




柊　晴空　
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正ただしいアクのすくい方かた１





柊ひいらぎ　晴せい空くう
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